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グ レ ゴ リ ゥ ス改 革 とバ イ エ ル ン

          前 編

   一一 歴史的地域研究試論 一一一

森 田 茂

は じ め に

 本 稿 は， 中世最大 の宗教的 ・政治 的 ・社会 的変動 とされ るグ レゴ リゥス改

革及 び叙任権闘争 にバ イエル ンが ど う関 わ ったか， を中心 的に扱 う。 その前

史 と して，1.カ ー ロ リング朝 とバ イエル ン，及 び，2.オ ッ トー朝 とバ イエ

ル ン， で， 東 フランク王国及 びバ イエル ンの歴史 を概括 す るが
，955年 ま で

の事象 につ いて は筆 者 によ る本紀 要第27号 「バ イエル ン公国 の成立」
，第

28号 「タ シ ロ三世 とカ ール大 帝」，第31号 「マ ジ ャー ル人 と中 世前 期 の

バ イエル ン」 並 びに第32号 「再論 ：タシロ三世」 を参照 されたい
。 これ に

続 いて，3.バ イエル ンとキ リス ト教， で， バ イエル ンにおけ るキ リス ト教

の伝播及 び教会組織等 を巡 る諸問題 を， 便宜 的にAか らJま での10項 目に

分 けて， 観察 した上で，4.ザ ー リァ朝 とグレゴ リゥス改革， に移 り， ロー

マ教皇 グ レゴ リゥス7世 に因んでその名が付 け られ たグ レゴ リゥス改革
，叙

任 を巡 る諸 問題 及 びそれ らへのバ イエル ンの関わ りにつ いて述べ る。最後

に，5.皇 帝バ ルバ ロ ッサ とバ イエル ン太公 オ ッ トー1世 ， で， バ イエル ン

が1918年 まで続 くヴィテル スバハ家を1180年 に太公家 として迎 え るに至 る

状況を概観す る。

 以 上 に基づ き140ペ ー ジ程の原稿を完成 させ たが， 日吉紀要刊行委員会編

集委員 か ら，量的に限度 を超 え るので分載の方針を了解 して欲 しい， との要

請 があ った。 それに応 えて本号 では前半 部3.ま でを掲載 す る。
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1.カ ー ロ リ ング朝 とバ イエ ル ン

 現 バ イエル ン州 の占める面積 は ドイ ッ連邦共和 国中で最大，紀元後600年

前 後 か ら1918年 ま で綿々 と一連 の支配者 が この地 に君臨 した。 時代 によ っ

て彼 らの支 配 地 域 の拡 大 縮 小 は あ った にせ よ， レ ヒ河Lech， ドナ ウ河

Donau， ボ ヘ ミア山地B6hmerwald， イ ン河 一ザ ルッ ァハ河Inn-Salzach及

び アルプスの裾野 に囲まれた五角形地帯 ， とい う大枠 はバ イエル ンであ り続

けた。 あ る地域 の歴史 を辿 る場合，時代を遡れば遡 るほど，支配 者に関す る

情報 が民衆 に関 してのそれよ り多 く残 され る。従 って，バ イエル ンの歴史を

振 り返 る場 合 も，文献及 び建 築物，副葬品等，広義の文化財に依拠 す るな ら，

必然 的に支配者 の系譜或 い は交替 に的を絞 らざ るを得ない。そのよ うな制約

を前提 に して， フ リー ドリヒ1世 バルバ ロサ(赤 髭王)に 至 るまでのバ イエ

ル ンの歴 史を纏 め る。

 バ イエル ン人 の先祖 はバ ユ ヴ ァー レンBajuwarenと 呼 ば れ る。 どこか ら

彼 らが この地 に来 たか， どの ような集団か らどの ように して この地で一っの

部 族体 が形成 され たか は明 らか で はな いにせ よ，彼 らは6世 紀初 頭 に ヨー

ロ ッパ の歴史 に登 場す る。彼 らは嘗 て の ロー マ属州 ノー リクムNoricumと

ラ ェテ ィアRaetiaを 住 地 とした。 ドナウ河， イーザル河Isar， イ ン河， ト

ラ ゥン河Traun流 域 の肥 沃な地域 には，濶葉 樹林 や原生林，湿地 や険 しい

山地が広が る。 この地域 にはローマの手 に成 った道路網や軍事施設 もあ り，

エ ンスEnns河 口 の ロル ヒLorch， ザ ル ッブル クSalzburg， パ ッサ ゥPassau

や 一 際輝 くレーゲ ンス ブル クRegensburgな どの都 会 もあ った。 バユ ヴ ァー

レンは， ケル ト人， 及 びケル ト人 と混血 していた ラテ ン系人Romanenを 先

住民 に持 ち，彼 らは， これ ら先住民 を奴隷 ・半 自由民 と して利用 し，見下 し

て いた， とい う側面が嘗て は強調 され たが，最近 の研究で， ラテ ン系人か ら

バユ ヴ ァー レンは葡萄栽培或 いは牧畜 に関す る知識 を仕入れ，石造建築 の技

術を習得， 更 にはラテ ン系人地主 の許で小作人 と して も働 ぎ)， これ らラテ

1) Friedrich Prinz， Bayern zwischen Antike und Mittelalter， in：Bayern一
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ン系 人 は初期のバ イエル ン太 公国Herzogtum Bayernの 文書 作成担当者で も

あ った こと等が明 らかに されている2)。 バユ ヴァー レンの部族法 「バ イエル

ン部族法典Lex Baiuvariorum」 は8世 紀 に成立 したと推定 され ている3)。 ア

ギ ロル フ ィング家Agilolfingerに 太 公位 の相続を保障 した この法典，豊 かな

自然， ローマの残滓，先住民 との宥和 をバ ックに， バ イエル ン人 はその地歩

を固 めて行 く。

 バ イエル ン人 は既 に， どの程度 までか は不 明 な ものの， キ リス ト教 カ ト

リック信徒 になっていたようで ある。か と言 って彼 らは西方 のフラ ンク王国

Frankenreichに 牛 耳 られ ることは望 まず，東 方への発展を 目指す。初期 のア

ギ ロル フィ ング家の支配者 にっいて は漠 た ること しか分 らないが， ラ ンゴバ

ル ド国王 とバ イエル ン太公 の間に接点 があ った ことは確実で， 文献上 把握で

きる最初 のバ イエル ン太公 ガ リバル ド1世Garibald I.(在 位555以 前一591?)は ，

ランゴバル ド国王 ヴ ァホWa(c)h・(在 位510?一 †540?)の 王 女 ヴ ァルデ ラー ダ

Walderadaを 妃 に迎 えて い た。彼 女 は フ ラ ンク国 王 テ ゥデ バル ドTheude-

bald(在 位548-555)の 未 亡人。 ガ リバ ル ドはヴ ァルデ ラー ダとの間 の下 の息

女 テ ゥデ リンデTheudelinde或 はTheodelinde， つ ま りヴ ァホの孫娘 を当初 フ

ラ ンク国王 ヒルデベル ト2世Childebert II.(在 位575-596)と 婚 約 させ るが，

彼女 は589年 ラ ンゴバ ル ド国 王 ア ゥタ リ4)Authari(在 位584-590)に 嫁 ぎ，

 Spiegel， Nov./Dez.1987/Nr.6， M�chen. S.9ff.

2) Joachim Jahn， Ducatus Baiuvariorum . Das bairische Herzogtum der

 Agilolfinger， in：Monographien zur Geschichte des Mittelalters， hg. von

 Karl Bosl， Bd.35， Anton Hiersemann， Stuttgart，1991.5.559.

3) この 「法 典 」 の成 立 時期 につ い て は様 々 な論 議 が あ り，630年 頃，728年 ，744

 -748年 頃， とす る主 張 が 目立 っ 。

4) フ ラ ンク王 国 と の関 係 は微 妙 だ っ た。568年 ，そ れ ま でパ ンノ ー ニ アPannonia

 と ノ ー リク ム に居 住 して い た ラ ン ゴバ ル ド人Langobardenが そ の 居 住 域 を 放 棄

 して イ タ リア に侵 入 ， 瞬 く間 に北 イ タ リアー 帯 を 占拠 した。 ラ ンゴ バ ル ド人 の こ

 の イ タ リア 侵 攻 は ア ヴ ァ ー ル人Awarenや ス ロ ヴ ェ ニ ア 人Slowenenの パ ン

 ノ ーニ アや ノ ー リク ムへ の 進 出 を 結 果 す る と同 時 に， 東 ロ ー マ の敵 意 を 買 い， 更

 に イ タ リア進 出 を 断 念 して い な い フ ラ ン ク王 国 の 敵 愾 心 を 煽 る結 果 を生 ん だ 。

 575年 フ ラ ン ク人Frankenは イ タ リア に軍 を 進 め る。 こ れ は ラ ン ゴ バ ル ドの ト
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ア ゥ タ リの 死 後 ， ラ ン ゴ バ ル ド王 位 を 継 い だ ア ギ ル ル フAgilulf(在 位5go-

615/616?)と 結 ば れ る 。 テ ゥ デ リ ン デ は ア リ ゥ ス 派 キ リ ス ト教Arianismusを

も受 け 入 れ て い た ラ ン ゴ バ ル ド人 を カ ト リ ッ ク 信 仰 に 改 宗 さ せ る こ と に 努 力

し， ロ ー マ 教 皇 グ レ ゴ リ ゥ ス1世Gregorius l.(在 位590-604)か ら絶 賛 さ れ

る 。 バ イ エ ル ン太 公 国 は ロ ー マ 教 皇 座 と も 良 好 な 関 係 を 保 持 す る 。

 ガ リバ ル ドの 子 息 タ シ ロ1世Tassilo I.(在 位591?一610)は バ イ エ ル ン東 部

に 侵 入 して 来 る諸 民 族 か ら バ イ エ ル ン を 防 衛 す る 。 そ の 子 息 ガ リバ ル ド2世

Garibald II.(在 位610-640'?)も 防 衛 に 専 心 す る 。660年 頃 バ イ エ ル ン人 は 現 在

の 下 オ ー ス ト リ アNieder6sterreich地 域 に 領 土 の 拡 大 を 図 る が ， ア ヴ ァ ー ル

人 に 逆 襲 さ れ る 。 一 方 ， エ ン ス 河 及 び ト ラ ゥ ン河 に は カ ラ ン タ ニ アKaranta-

nienの ス ロ ヴ ェ ニ ア 人 が 入 り 込 ん で 来 る。 ア ギ ロ ル フ ィ ン グ 家 の テ ー オ ド

Theodo(在 位680?一717?)は ，715/716年 に ロ ー マ を 訪 れ バ イ エ ル ン の 教 会 組

織 建 設 に つ い て 教 皇 グ レ ゴ リ ゥ ス2世Gregorius II.(在 位715-731)と 話 合 う 。

伝 記 記 述 者 の フ ラ イ ジ ン グFreising司 教 ア ル ベ ォArbeo(在 職764/765一 †783)

の 記 し た 「コ ル ビ ニ ア ー ヌ ス 伝Vita Corbiniani」 に よ れ ば ， テ ー オ ドは ，

ロ ー マ に 旅 立 っ 前 に 四 人 の 子 息 テ ー オ デ ベ ル トTheodebert ， テ ー オ ド ァ ル

ドTheodoald， グ リモ ァル ドGrimoald， タ シ ロ2世Tassilo II.に 領 土 の 分 割

を 決 め た5)が ， テ ー オ デ ベ ル ト， テ ー オ ド ア ル ド， タ シ ロ2世 が 早 世 し た た

め ， 最 終 的 に は720年 頃 グ リモ ァ ル ド と， テ ー オ デ ベ ル トの 子 息 フ ク ベ ル ト

Hucbert或 はHugibert(在 位725/28?一736?)の 二 人 が 太 公 領 を 分 割 して バ ィ エ

  リエ ン ト公 工 一 ヴ ィ ンEwin von Trientに よ って 打 ち破 られ る。 この エー ヴ ィ

  ン公 が ガ リバ ル ド1世 の息 女(名 は不 明)と 結 婚 す る に及 び， バ イエ ル ン人 と ラ

  ンゴ バ ル ド人 の結 合 が 深 ま り， 反 フ ラ ンク王 国 連 合 の色 彩 を濃 くす る。584年 フ

  ラ ンク王 国 は再 度 ラ ンゴバ ル ドを攻 撃 す る。 この攻 撃 は ビザ ンテ ィ ン帝 国 の傭 兵

  と してで あ っ た。 この よ う な東 西 か らの挟 撃 に あ って，574年 か ら584年 ま で王

  位 に空 白が あ っ た ラ ンゴバ ル ド人 は ア ゥタ リを王 に戴 い た。

 5) コル ビニ ア ー ヌ スCorbinianus(*700以 前 一†728/730)に っ い て の 伝 記 ：F.

  Brunh�zl(�ersetzt)， Bischof Arbeo von Freising. Das Leben des heiligen

  Korbinian (lat.一dt.)， in：hg. v. H. Glaser， F. Brunh�zl， S. Benker， Vita

  Corbiniani， Verlag Schnel1&Steiner， MUnchen・Z�ich，1983. S.109，



                 グレゴリゥス改：革とバイエルン(前 編) 55

ル ン を統 治す ることにな る。 しか しこの両 者間 に は対立 が絶 えず，それ が

メー ロヴィング朝 フランク王国宮宰 カール ・マルテルKarl Martell(在 職720

以 前一741)に バ イエル ン干渉 の きっかけを与 え る。 カール ・マ ルテル は725

年 と728年 に軍 を率 いてバ イエル ンに乗 り込 み， スワー一ナ ヒル トSwanahilt

(グ リモァル ドの妻ピリトルー ドPilitrudの 姪 とも言われる)を フラ ンク王 国に連

れ帰 って妻 と し，バ イエル ン併合への足場を築 く。 フライジ ングを統治 して

いた グ リモ ァル ド(在 位*?一†725/728?)は こ の間 に暗殺 され る。 カ ール ・マ

ル テルの支援を受 けたフクベル トが全バ イエル ンを統治す るが，彼 は男系子

孫を残 さなか ったため， ア レマニ アAlemannien系 アギ ロルフ ィング家出身

の太公 オーディロOdilo或 はOatilo(在 位736?一748)が そ の後継者 とな る。 ス

ワーナ ヒル トを通 して カール ・マルテルと も良好 な関係 を結ん だオーデ ィロ

は，739年 ， 太公 テ ー オ ドの遺 志 を継 いで バ イエル ンに，ザ ル ツブル ク，

レーゲ ンスブルク， フラ イジ ング，パ ッサ ゥの4司 教区か ら成 る教会組織 を

完成 させ る。740年 頃 ； ア ヴ ァール人 に圧迫 され たカ ラ ンタニア人 は オー

デ ィロに救援 を求 ある。す るとオーデ ィロは援軍 を送 ってアヴ ァール人 を打

ち破 り， カ ランタニアを自 らの支配下 に置 き， キ リス ト教 の伝播 に努 める。

カラ ンタニア部族侯 ボール トBoruth(†750)の 後 を継 いだ子息 カカーテ ィゥ

スCacatius(在 位750-753)と 甥 ヒェ ィ トマル6)Cheitmar(在 位753-769?)は 既

6)Herwig Wolfram(hg.)， Conversio Bagoariorum et Carantanorum-Das

 Weiﾟbuch der Salzburger Kirche�er die erfolgreiche Mission in

 Karantanien und Pannonien(lat.一dt.)， Hermann B�laus Nachf. Wien-K�n-

 Graz，1979.(こ の書 は聖 ル ペ ル トゥス[本 稿93ペ ー ジ参 照]の バ イ エル ン到 着

 [695/696年]頃 か ら ア ー ダ ル ウ ィ ンAdalwinの ザ ル ッ ブ ル ク 司 教 時 代[865

 年]ま で を記 録)S.43及 びLexikon des Mittelalters， Studienausg.， Verlag J.

 B.Metzler， Stuttgart-Weimar，1999(以 下LMAと 省 略)， Bd. V， Sp.1003に よ

 れ ば， オ ー デ ィ ロに救 援 を 求 め た カ ラ ン タニ ア 太 公 ボー ル トはオ ー デ ィ ロの 支配

 に服 し， 子 息 カ カ テ ィ ゥ ス及 び 甥 ヒェ ィ トマ ル を 含 む人 質 を オ ー デ ィロ に 差 出

 す。 この 二 人 の 人 質 は キ ー ム ゼ ー 僧 院Chiemseeklosterで 教 育 を 受 け る。743

 年 オ ー デ ィ ロが フ ラ ン ク人 に 敗 北 した 後 ， カ ラ ン タニ ア は フ ラ ン ク王 国 の 高 権 下

 に入 る。
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にキ リス ト教徒 であ った。 ヒェィ トマルの死後， キ リス ト教 の芽生えが脅か

される。 ス ラヴ勢力が再 びバ イエル ンに迫 った772年 ， オーデ ィロの子息 タ

シロ3世Tassilo III.(*741一在位748-788一 †794以 後)が 大 きな戦果を挙 げる
。即

ち，彼 はカラ ンタニア内の スロヴェニ ア人異教徒の暴動を制圧す る。 これを

「ザルッブル ク大年代記Annales Iuvavenses maximi」 は， 同年のカール大帝

によ るザ クセ ン人Sachsenの イ ル ミー ンズル7)破 壊 に匹敵 す る快挙， と称 え，

タシロはキ リス ト教世界 にお ける最高 の支 配者の一人8)， コンスタ ンテ ィン

大帝Constantinus der Groﾟeの 再 来， と賞揚 される。 この時， カ ランタニ ア，

即 ち現在 のケル ンテ ンK舐ntenの キ リス ト教化 と西方勢力へ の従属化が決定

づ け られ る。 しか し784年 ， カール大帝 とタシロ3世 の関係が決定 的 に悪化

す る。 アル プス南麓 のボー ツェ ンBozenで フ ラ ンク軍 がバ イエル ン軍 に襲

いか か った ので あ る。787年 ， タシ ロ3世 は，そ の上部 先端 に人 間 の姿 を

象 ったアギ ロル フィング家伝来 の笏，バ イエル ン太公 の支配権 の象徴 たる こ

の笏 を レヒ河畔 の古 い墓丘 に立 って カール大帝 に手渡 し，家臣誓約 を行 な う

が，翌788年 ， カール によ りタシロはバ イエル ン太公の座を追われ
，剃髪 さ

れ， 僧院 に幽閉 され る。794年 ， フランクフル トFrankfurtの 王 国会議で
，

タシロ3世 はバ イエル ン太 公国に対 して持 つすべての 自らの権能及 び資産 の

放棄 を宣言 させ られ る。以後 タシロについての情報 はま った く途絶 え る。未

だに死亡年 す ら分 らない。

 太 公 オーデ ィロ及 び タシロ3世 の時代 においては， カール大帝 のザクセ ン

人圧伏同様， キ リス ト教化 とフラ ンク王国へ の服属化 は車 の両輪で， これ は

宗教的 ・政治的 ・経済的相互波及効果を生み出 した。 太公 オーデ ィロが739

 7) Heinrich L�e， Deutschland im fr舅kischen Reich， in：Gebhardt，

  Handbuch der Deutschen Geschichte，9.， neu bearbeit. Aufl.， hg. von H.

  Grundmann， Bd.1， erster unver舅derter Nachdruck， Union Verlag

  Stuttgart，1973. S.171に よれば，ザクセン人の崇拝するIrminsulは 彼 らの部族

  支配の柱であり象徴であり，部族の政治的，宗教=祭 祀的秩序と密接に結び付け

  られていた。

 8)Herwig Wolfram(hg.)， Conversio，5.283， Anm.492.
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年 に僧院 カム ミュ ンスタChamm�ster，741年 に僧院 ニーダアルタ イヒNie-

deraltaichを 建 立 したの も， 北 部山地9)N・rdwaldの 開 拓 と植民 を考 えての こ

と。太公 タ シ ロ3世 が769年 プ ス タ河 谷Pustertalに 僧 院 イ ニ ヒェ ンInni-

chen(現 イタリァ領内)，777年 に僧院 ク レムス ミュンスタKremsm�ster(現

オ ース トリァ領内)を 開 いたの もこれ と同根 と言え る。

 バ イエル ンの無血統合を果 た したカール大帝 は，3人 目の妻 としてア レマ

ニアの豪 族 の出で あ る ヒルデ ガル ドHildegard(*?一 †783)を 妃 に迎 えてい た

が， 大帝 は彼女 の兄弟 ゲー ロル ド伯Graf Gerold(在 職788-799)を バ イエル

ン代官praefectus Bavariaeに 任 ず る。 これによ りバ イエル ン太 公国 は決定 的

にフラ ンク王国の属州 に転化す る。 アヴ ァール人 は， タシロ3世 の僧院入 り

後，恐 ら くタシ ロ3世 に対 す るカー ル大 帝 の遣 り口 に反 発 して であ ろ う，

バ イエル ン地域を襲撃す る。 しか し強力 な フランク軍 に押 し返 され る。798

年 ， ザル ッブル クにバ イエル ン大司教区が設置 され， その初代大司教 にバ イ

エル ン人豪族 の一人で カール大帝 に 「誠実 な」 アル ンArn[o](*740過 ぎ一司教

785一大司教798-821)が 任 命 され る。国 内体制 を整 えつっ， その後， カール大

帝 はアヴァール人を間断無 く攻め，803年 ， 彼 らに決定的 な打撃 を与 え るも

のの，その戦闘でゲ ーロル ド伯 は戦死す る。 その後任 にカー ロ リング家 と縁

戚関係が推定 され るア ゥ ドゥル フ伯Graf Audulf(在 職799-818?)が な る。

814年 ， カール大帝 は死 去す る。 カールに叛旗 を翻 した長男屈背 の ピピー ン

Pippin der Bucklige(*770以 前一†811，カールの最初の妻 ヒミル トルー ドHimiltrud

との間の長子)は 既 に僧院 で死去， ヒルデ ガル ドとの間 にで きた最初 の子，

次男カール ・ジュニ ァKarl der J�gere(*772/73一 †811)， 三 男 ピピー ンPippin

(旧名Karlmann，*777一 †810)も 既 に亡 く，残 った男子 は四男 ルー トヴィヒのみ。

彼， 即 ちルー トヴィヒ1世 敬虔帝Ludwig I. der Fromme(在 位813/14-840)

が カ ール大帝 の後 を継 ぐ。敬虔帝 は，長男 ロー タルLotharに バ イエル ンを

 9) 当時 の北部山地 とは，現在の ヴァル トシュタィン山塊Waldsteingebirge，

  シュタイン山地Steinwald， 上 パルッ山地Oberpf舁zer Wald， ボヘ ミァ山地

  等，現バイエルン東北部州境にある山塊地帯の総称。
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与 え， バ イエル ンを部分王国(=分 割王国)と す る。 今 やバ イエル ンは代官

にで はな く王 によ って支配 される。 これはバ イエル ン人 に自 らの居住域 を自

立的 「国家」と意識 す るきっかけを与 え る。817年 の帝 国整序令Ordinatio im-

periiに 基 づ き敬虔帝 は三男 で当時11歳 のル ー トヴ ィヒ，後 のルー トヴィヒ

2世 ドイ ッ人王Ludwig II. der Deutsche(*806?一 国王817一†876)を バ ィエノレン

国王 に任 ず る。彼 は825年 親 政を開始す る。彼 は，父王敬虔帝 が シュヴァー

ベ ンをルー トヴィヒの異母弟 カール2世 禿 頭王Karl II. der Kahle(*823一 皇帝

875一†877)に 与 え よ うとした とき，父王 に叛旗 を翻 して シュヴ ァーベ ンを獲

得 して しま うよ うな血 気 にはや った国 王。843年 の ヴェル ダ ン条約Vertrag

von Verdunで ， 敬虔 帝 の三 男 カ ー ル禿 頭 王 は西 フ ラ ン ク王 国Westfr舅 -

kisches Reichを ， 次 男 ル ー トヴィ ヒ2世 ドイッ人 王 は東 フランク王 国Ost-

fr舅kisches Reichを ， 長男 ロー タル1世Lothar I.(在 位817-855)は 帝 位 とイ

タ リアを含む ロー トリンゲ ンLothringen及 び プロ ヴァンスProvence等 の 中

部王国 を相続す る ことが協定 され， ルー トヴィヒは正式 に東 フランク王国国

王の座 に即 く。 彼 は東方 に も積極的 に勢力 を伸 ば し，874年 ま でにモラヴ ィ

アM臧ren， ボ ヘ ミアB6hmenを も支配下 に置 く。 ルー トヴ ィヒの支配 域 の

拡大 によ りバ イエル ンに代官が必要 とされ， ルー トヴ ィヒの長男 カール マ ン

Karlmannの 義 父 エル ンス ト伯Graf Ernst(在 職?一861)が 代 官 に投入 され る
。

ルー トヴィヒは活動 の拠点 を レーゲ ンスブル クに置 く
。 バ イエル ンは彼 の支

配 の根拠地 とな り， レーゲ ンス ブル クの繁栄 の基礎 はルー トヴィヒ ・ドイ ッ

人王 によって置かれ た， と言 える。彼 は，所謂 「ドイ ッ」 を基盤 に して統治

を進 あた最初の王で， 「ドイッ人王」 と呼ばれ るに相応 しく， 広 い視野を持

ちっっ 「ドイ ッ」を愛 した国王で あった。

 ル ー トヴ ィヒ2世 ドイ ッ人 王 の死後，王位 を継 いだ彼 の長男 カ ールマ ン

(在位876一†880)は 「バ イエル ン王」 を名乗 り，877年 に はイ タ リアを もその

支配下 に置 き， バ イエル ンとイ タ リアの結合 を強あ る。彼 はカ ランタニアの

統 治を庶子 アルヌルフArnulf von K舐ntenに 委 ね る。 カールマ ンは程 な くし

て死去， 東 フランク王国 はその弟 ルー トヴィヒ3世 ジュニ ァLudwig III. der
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J�gere(*?一 †882)の 支 配下 に入 る。 が， この王 も直 ぐに死 に， その弟 カー

ル3世 肥満王Karl III， der Dicke(*839一 退位887一†888)を 王 に仰 ぐ。 カール肥

満王 は， 当初，最小 の領国 を相続 した ものの，兄 たちやカール禿頭 王の子孫

の相次 ぐ死 によ り，彼 らの領国すべ てが彼 の支配下 に集 ま り，結果 的にイ タ

リアを も含 む東西 フラ ンク王国全土 の支配者 にな り，更 には皇帝 に もな る。

カール大帝時代 の領国 を一手 に収 めたカール肥満王 に してみれば， バ イエル

ンな ど物 の数 に も入 らない。彼 は， バ イエル ンを代 官 エ ンギルデ ォ伯Graf

Engildeo(在 職?一895)に ， ドナ ウ地域 を代官 ア リボ辺境 伯Markgraf Aribo

に委 ね， カラ ンタニアはアルヌルフに引 き続 き任せ るだけで， バ イエル ン及

び東方領 域の統治 ヴィジ ョンを何 ら示 さない。遂 に887年11月 アル ヌル フ

は，バ イエル ンや スラヴの豪族の支援を得て クーデタを起 こし， カール3世

肥満王を王座か ら追 い落 と し，広大な東西 フラ ンク王国国王 になる。 アルヌ

ル フ(在 位887一皇帝896-899)は 分裂 状態 にあ る西 フラ ンク王国 には目 も呉 れ

な い。 専 ら東 フラ ンク王国情勢の安 定 に意を用 いる。 祖父 のルー トヴィヒ2

世 ドイッ人 王同様， レーゲ ンスブル クに統 治の本拠 を置 き，東方 の安定化 に

意 を用 い る。同時 に891年 レ ーヴ ェ ン10)L6wenで ヴ ァィキ ンガー に も勝 利

を収 あ， ロー トリンゲ ンと東 フラ ンケ ンを ノルマ ン勢力 か ら解 放 しそ の名

声 を上げ る。彼 は， バ イエル ンの東部辺境域 において謀反を企て た代官 エ ン

ギルデ ォ伯ll)を粛 清 し， バ イエル ンの辺境域(Nordgau， Donaugau， K舐nten，

10)現 在のベルギー地域。

11) Karl Brunner， Oppositionelle Gruppen im Karolingerreich， in：

  Ver�fentlichungen des Instituts der�terreichischen Geschichtsforschung，

  Bd. XXV， Hermann B�laus Nachf. Wien-K�n-Graz，1979.5.142ff. u.160ff.

  によれば，エンギルデォ伯の前任者エルンスト伯は，バイエルンの東方辺境域を

  独立させその支配者になろうとした東部辺境代官カールマン(国 王ルー トヴィ

  ヒ ・ドイッ人王の長男)の 策謀に巻 き込まれる。これが発覚 して，ルー トヴィ

  ヒ ・ドイッ人王は861年 長男カールマンとエルンスト伯を解職 し，その後任にエ

  ンギルデォ伯を任ずる。彼はノル トガゥのロー ドル ド伯Graf Rodoldの 後継者，

  恐 らく子息， と目されている。 しかしエンギルデォ伯は，895年 ル ートヴィヒ3

  世 ジュニァの娘，即 ち国王アルヌルフの従姉妹ヒルデガルドHildegardと 結ん
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Oberpannonien)を ル ー イ トポル ド伯12)Graf Luitpold(在 職895一†907)に 委 ね

る。 アル ヌル フは896年 皇 帝 にな るが， その3年 後に死去す る。後を継いだ

のは彼 の7歳 の子息 ルー トヴィヒ4世 幼童 王Ludwig IV. das Kind(*893一 在位

900一†911)。彼 の治世 は東西 フランク王 国が最大 の危 難に直面 していた時期に

当た り， 騎馬民族 マ ジャール人Magyarenが 西方世 界を股にか けて劫掠の限

りを尽 していた。所詮， この幼童王 にその対策 を求 め ること自体，不可能事。

カーロ リング朝 フラ ンク王国 は幼童王 の死 と共 に歴史 におけ るその役割 を終

える。

 嘗 て メーロヴィ ング朝諸王 の衰微 し行 く勢威がバ イエル ンのアギロルフ ィ

ング家 に大 きな活動 の余地を与え たと同 じように， カーロ リング朝最後 の国

王ルー トヴィヒ4世 幼童 王 もその王権の弱体 化を如実 に示 しため，ザ クセ ン

人， フ ランク人， シュヴ ァーベ ン人Schwabenの 主 体性 は強 ま る。 バ イエル

ンではルー イ トポル ド伯 が， マ ジャール人 問題 で何 ら有効 な対抗手段 を見出

し得 ない幼童王政 権 を支 えっつ，着 々 と具体 的対策 を打 ち出 し，例 えば，

900年 に エ ンスEnns左 岸 に要塞 エ ンスブル クEnnsburgの 新 設 に着手 す る。

術策 に も長 じて いたルー イ トポル ドは，902年 ， ハ ンガ リー軍指導部 を宴会

に招 いて彼 らを皆殺 しに した り， またボヘ ミアを攻 あて903年 に はボヘ ミア

 で 国 王 に叛 旗 を 翻 した と され ， ア ル ヌ ル フ に よ り ヒル デ ガ ル ドと共 に不 誠 実 の罪

 で 処 断 さ れ た。 と ころ で 国 王 ア ル ヌ ル フ は， ル ー トヴ ィ ヒ ・ ドイ ッ人 王 の 長 男

 カ ー ル マ ン とエ ル ン ス ト伯 の 娘 で 側 室Friedelfrau (Wilhelm St6rmer， in：

 LMA， Bd. III， Sp.2177に よ れ ば正 室Frau)の リ ゥッ ヴ ィ ン ドLiutswindと の

 間 に で きた男 子 で， 既 述 の よ うに カー ル3世 肥 満 王 か ら ク ーデ タ に よ り王 位 を 簒

 奪 した 当 の本 人 。

12) ル ー イ トポ ル ドは皇 帝 ア ル ヌル フの母 リゥ ツ ヴ ィ ン ドを 介 して アル ヌル フ と姻

 戚 関 係 に あ る と言 わ れ る一 方 ，LMA， Bd. V， Sp.2206f.に よれ ば， カ ー ロ リ ング

 家 と の系 譜 関 係 は明 確 で は な く， 辺 境 伯 ル ー イ トポ ル ドが そ の一一族 に ル ー イ トポ

 ル ド家Luitpoldingerと い う名 を 与 え， ル ー イ トポ ル ド家 は フ ラ ン ク王 国 の 豪

 族 の一 家 系 ， と され る。 更 にKarl Brunner， Oppositionelle Gruppen， S.162に

 よれ ば ， ル ー イ トポ ル ドの 先 祖 にっ いて は ま っ た くと言 っ て良 い ほ ど何 も分 らな

 い， との こ と。
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太 公13)dux Boemanorumに もな った り， フランケ ン地域 の覇権 を巡 るバ ーベ

ンベ ル ク家Babenbergerと コ ンラー ト家Konradinerの 血 で血 を洗 う 「バ ー

ベ ンベル ク家 の私 闘Babenberger Fehde」 に干渉， バ ーベ ンベル ク家当主

アー ダルベル トAdalbertを 騙 し討 ちに して906年 に コ ンラー ト家 を勝利 に

導 いた りも した。 ルー イ トポル ドは，皇 帝 アル ヌル フ及 びその子息 ル ー ト

ヴ ィヒ4世 幼童王 に代 ってバ イエル ンを見事 に統治 したが， そのルー イ トポ

ル ドも，907年 ， プ レス ブル クPreBburg近 傍 で のハ ンガ リー人Ungarn(=

マ ジャール人)と の戦 いで他の多 くの伯 や三 人の司教 と共 に落 命す る
。 この

戦 いはバ イエル ン史上最大 の国難 の一つ であ った。

 ル ー イ トポル ドの後 を襲 ったのはその子息 アルヌルフ悪玉公14)Arnulf der

B6se(在 職907-937)。 彼 は父 と異 な り， 王命を待たず に自ら 「神 の恩寵 によ

りバ イエル ン及 び近隣 を支配す る太公 アルヌルフHerzog Arnulf」 と名乗 る。

彼 は劫掠す る騎馬民族ハ ンガ リー人 と戦 う。戦士 に封土を授 けるため太公 ア

ル ヌル フは，その機能を停止 して いた り無人 と化 した僧院 ・教会を没収す る。

このため，彼 は年代記者か ら 「悪玉公」 とい う呼び名 を頂戴 す る。911年11

月， フ ランケ ン出身 の コ ン ラー ト家 のコ ンラー ト1世Konrad I.(在 位911-

918)が 東 フ ランク王国 王位 に即 く。カ ー ロ リング家 出身の国王 との離 別で

あ る。913年 の対 ハ ンガ リー戦 で アル ヌル フと共 にハ ンガ リー人 を叩いたの

は， アル ヌル フの母 クニ グ ンデ15)Kunigunde(シ ュヴァーベン出身)の 二 人の

13) LMA， Bd. V， Sp.2206.

14) ル ー イ トポ ル ドは そ の子 息 に カ ー ロ リ ング家 の皇 帝 ア ル ヌ ル フ の名 を与 え て い

 る こと か ら， ル ー イ トポ ル ド家 と カ ー ロ リ ング家 の姻 戚 関 係 も想 定 し得 る。

15) Kurt Reindel， Bayern vom Zeitalter der Karolinger bis zum Ende der

 Welfenherrschaft(788-1180)， in：Max Spindler(hg.)， Handbuch der

 bayerischen Geschichte， Bd.1， zweite，�erarb. Aufl.， M�chen， Beck，1981.

 (以 下K.Reindel， Von den Karolingern zu den Welfen， と省 略)S.283に よれ

 ば ， コ ンラ ー ト1世 は913年 ， ル ー イ トポル ド伯 の 未 亡 人 で アル ヌル フの 実 母 ク

 ニ グ ンデ と結 婚 して い る。 従 って エル ヒ ァ ン ガー とベ ル トル ドは コ ン ラー ト1世

 の 義 兄 弟 。
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兄弟 エル ヒァンガー伯Erchanger(†917)と ベ ル トル ド伯Berthold(†917)で

あ った。悪玉公 はハ ンガ リー人 と何 らかの協定 に達 したのであろ う， その後

13年 間バ イエル ンは彼 らの襲撃 を受 けずに済む。国王 コ ンラー トに してみ

れば，強力 なバ イエル ン人 とシュヴ ァーベ ン人 の このよ うな軍事協力 の成立

はま った く不都合で あ った。 そ こで914年 ， コ ンラー トは悪玉公 に攻撃 を仕

掛 ける。 と，悪玉公 は嘗て の敵ハ ンガ リー人の許 に逃 げ込む。 しか し917年 ，

悪玉公 は レーゲ ンスブル クに戻 り悪玉公の後釜 に座 って いたコ ンラー トの弟

工一バ ハル ドEberhardを 追 い出す。が， シュヴ ァーベ ンの二 人 の叔 父 は処

刑 されて しま う。918年12月 ， 悪玉公 は国王軍 を打 ち破 る。 コ ンラー トは

その時の受傷 が原 因で死去 す る。

2.オ ッ トー 朝is)と バ イ エ ル ン

 919年5月 ザ クセ ン出身 のハ ィン リヒ1世Heinrich I.(在 位919-936)が 国

王 に選出 され るが， アル ヌル フ悪玉公 もバ イエル ンで国王 に選出 され る。 ど

ち らが本 命か は異論 のあ るところ。兎 も角ハ ィン リヒ1世 は統 治態勢 を固め

るたあ悪玉公 との交渉 に入 り，言 わば悪玉公 を一国 の君主 同等 に扱 って彼 に

王権 を放棄 させ る。 ザ クセ ン人 ハ ィン リヒ1世 が国王 にな ったのを見 て， ハ

ンガ リー人 はザ クセ ンに矢 を向ける。 そん な時ハ ンガ リー軍高官 が捕虜 にな

る。 これを きっかけにハ ィン リヒはハ ンガ リー人 と交渉 を持 ち，926年 ，9

年 間 の平和協定を結ぶ。ハ ンガ リーの脅威か ら解放 され たハ ィンリヒは国内

防備態勢を固め ると共 に，対外的 に も多 くの成果を挙 げる。悪玉公 も彼 に協

力 しボヘ ミアに出兵す る。 しか しその後バ イエル ンもハ ンガ リー軍 に襲われ

たため， 悪玉 公 は彼 らとの協定 を更新 す る。933年 ハ ンガ リーの使者がハ ィ

ン リヒの許 に貢納金 を受 け取 りに来 るが，素 っ気無 く断 られ る
。 す ると直ち

16) オ ッ トー 朝 と は， ハ ィ ン リ ヒ1世 に始 ま り， オ ッ トー1世 ， オ ッ トー2世 ，

 オ ッ トー3世 ， ハ ィ ン リ ヒ2世 まで の 東 フ ラ ン ク王 国 国 王 を 輩 出 した ザ ク セ ンの

 リ ゥ ドル フ ィ ング家 の 王 朝 を 言 う。 ザ クセ ン朝 ， リゥ ドル フ ィ ング朝 と も呼 ばれ

 る。
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にハ ンガ リー軍 は掠奪行を組織す る。ハ ィンリヒ1世 は これ を迎え撃っ

リァデの戦いSchlacht bei Riadeで あ る。 充分 に準備 を重 ねたハ ィン リヒ1

世 側 の一方 的な勝利， ハ ィン リヒの令名 は，同 じくハ ンガ リー人の掠奪 に悩

ま され てい た遙 か西方 に まで轟 く。王国 の強化 を考え てい たハ ィン リヒは

929年 ， 王位 継承 等 にっ いて王 族 と約定17)を 行 い， メー ロ ヴ ィング朝 以来

綿 々と続 いて来 た分割相続 を廃止 し，王国及 び王位 を彼 の二人 目の妻 マテ ィ

ルデMathildeと の 間 に出来 たオ ッ トーOttoの み に単独継承 させ ることにす

る。

 936年 ハ ィン リヒ1世 が死去 する と， この約 定 に従 い， マティル デの長男

オ ッ トー1世Otto I.(*912一在位936一皇 帝962一†973)が 王 座 に登 る。 悪玉公 は

厩役18)と して即位式 に列席す る。 悪玉 公 はその娘ユーデ ィ トJudith(†985?)

を オ ッ トー1世 の弟ハ ィ ン リヒHeinrichに 嫁 がせ る。937年7月14日
， 勇

猛 果 断 で王 者 と して の風格 充 分 の アル ヌル フ悪 玉 公 が亡 くな る。彼 は父

ルー イ トポル ドか ら受 け継 いだよ りも遙か に多 くの遺産をバ イエル ンに遺す
。

悪玉 公 の長男 工 一バ ハ ル ドEberhard(在 位937-938)が バ イエル ン太 公 に任

じられ る。 しか しエーバハ ル ドは， バ イエル ンの主体性 を父 の治世 時よ り強

化 しよ うと したたδ619)，直 ぐオ ットー1世 と衝突す る。 エーバハ ル ドの他 の

17)諸 研 究 者 に よ りHausordnungと され て い る もの
。 Monumenta Germaniae

 Historica(以 下MGHと 省 略)， Die Urkunden der deutschen K6nige und

 Kaiser， Bd.1， zweite unver舅derte Aufl.， Berlin，1956，20. v.929 Sept.16.， S.

 55ff.に は， オ ッ トー の 王 国 ・王 位 の 単 独 継 承 及 び王 妃 マ テ ィル デ へ の遺 贈 地

 (Quedlinburg， P6hlde， Nordhausen， Grone)が 淡 々 と記 録 され て い るの み。

 そ の 精 神 とか 意 図 にっ い て の 記 述 は一 切 無 い。

18)LMA， Bd. V， Sp .67及 びBd. VII， Sp.1751ff .に よれ ば， 王 宮 の 四っ の重 要 な宮

 内 職(厩 役Marscha11・ 納 戸 役K舂merer・ 献 酌 役Mundschenk・ 内 膳 役

 TruchseB)に は， メ ー ロ ヴ ィ ン グ朝(当 時 は更 に宮 宰Hausmeierが こ れ に 含

 ま れ て五 職)以 来 ， 王 国 最 高 位 の太 公 が就 任 す る慣 わ し にな って い た。

19)K.Reindel， Von den Karolingern zu den Welfen
， S.290及 びWilhelm

 St�mer， in：LMA， Bd. III， Sp.1512に よ れ ば， 両 者 の 武 力 衝突 の原 因 は 厂オ ッ

 トー1世 が バ イ エル ン太 公 の 諸 特 権 を削 減 した た め」。
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兄 弟 もオ ッ トーへの服属 を拒 否す る。そ こでオ ッ トーは938年 始 め， バ イエ

ル ンに出兵 し征圧 を試 み るものの， この軍事行 動 は失敗 す る。 このバ イエル

ンの動 向を 見 て， タ ングマルThangmar或 はThankmar(*900/905一 †938)が

オ ッ トー1世 に叛旗 を翻 し，公然 と決起す る。 タングマルはハ ィン リヒ1世

が最初 の妻 ハーテ ブル グHatheburgと の間 に もうけた長子。 彼 はオ ットー1

世 よ りも7歳 は年上であ ったが，929年 の 約定 により王国の継承 か ら外 され

ていた。 オッ トー1世 は， タ ングマル の実母ハ ーテブル グが死去 した とき，

彼女 が オ ッ トーとの結婚時 に持参 したザー レSaale中 流 域 メルゼブルクMer-

seburgの 所 領 を， オ ッ トーの実弟 ハ ィンリヒ(後 のバイエル ン太公ハィンリヒ

1世)に 渡 して しま う。 更 に937年 ， タングマルの母方の従兄弟で辺境使le-

gatioジ ー クフリー ド伯Graf Siegfriedが 亡 くな った とき， オ ットー はタ ング

マルを無視 して ジークフ リー ドの弟 とされ るゲ ロ1世Gero I.に そ の役職を

委ね る20)。王 国統治 への関与 の望 みをま った く絶 たれた タングマルは， コン

ラー ト1世 の兄弟で フラ ンケ ン太公 工一バハル ドEberhard(†939)と 結 託の

上，決 起 す る21)。彼 ら は先 ず 国 王 の実 弟 ハ ィ ン リ ヒを 攻 撃 し， メ ー ネ

M6hne河 畔 のべ レ ッケBelecke城 ， 更 にデ ィー メルDiemel河 畔 の エー レス

ブル ク22)Eresburgを 占 拠，彼 を人 質 にす る。 しか しオ ッ トー1世 軍 が逆襲

して来 た とき，ハ ィ ン リヒの家 臣 が エー レス ブル クのペ ー タ教 会Peters-

kircheで タ ングマルを槍 で刺 し殺 す  タ ングマルは自 らの武器 と王権 の象

徴た る金鎖首掛 けを祭壇 に置 き，王息が持つ国王 と しての支配権の放棄を明

20) Josef Fleckenstein， Begr�dung und Aufstieg des deutschen Reiches， in：

 H.Grundmann(hg.)， Gebhardt， Handbuch der Deutschen Geschichte，9.，

 neu bearbeit. Aufl.， Bd.1， erster unver舅derter Nachdruck， Union Verlag

 Stuttgart，1973. S.237及 びLMA， Bd. VIII， Sp.610.

21)J.Fleckenstein， Begr�dung und Aufstieg S.237に よ れ ば ， フ ラ ン ケ ン太

 公 工 一 バ ハ ル ト は 自 ら の 判 断 で 反 抗 的 な ザ ク セ ン の 封 臣 を 処 罰 し た 。 そ れ が 「独

 断 専 行 」 と さ れ て オ ッ ト ー1世 の 怒 り を 買 い ， 彼 及 び フ ラ ン ケ ン の 重 臣 が 重 い 処

 分 を 受 け る 。 こ れ を き っ か け に エ ー バ ハ ル ト は 反 オ ッ トー 色 を 鮮 明 に す る 。

22)本 稿 註7に 説 明 さ れ て い るIrminsulが 在 っ た 城 。
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示 して いたに も拘 らず。

 タ ングマル の謀反 は彼 の死で終 り， フ ランケ ン太 公 工一バハ ル トは人 質

ハ ィン リヒを解放 し
， オ ッ トー1世 と和解す る。 オ ッ トー1世 は， この乱鎮

圧後 の938年 秋 ，再度バ イエル ン征討 に向か う。強力 な軍 を引 き連 れた彼 は

バ イエル ン太公 工一バハル トを蹴散 らし
， エーバハ ル トの叔父，つ ま り悪玉

公 の弟 ベル トル ドBerthold(在 位938-947)を そ の後任 に据 える。

 この事件の翌939年 ， 今度 はオ ットー1世 の実弟ハ ィンリヒが，王位継承

権或 いはオ ットー1世 との共治権 を求 めて23)， フ ラ ンケ ン太公 工一バハ ル ド

及 び王妹 ゲルベ ルガGerbergaの 夫 ロー トリンゲ ン太公 ギゼ ルベ ル トGisel-

bert(†939)の 支 援 の元， オ ッ トー1世 に謀反を起 こす。 彼 らは司教た ちを

も味方 に付 けつっ，武力 でオ ッ トーを絶体絶命 の ところまで追 い詰 めたが，

ライ ン河 の ア ンダナハAndernach対 岸 で国王軍 の奇襲攻 撃 に遭 い，ハ ィ ン

リヒは命拾 い して オ ッ トーに赦 され る ものの， エーバハ ル トとギゼルベル ト

は落命 し，939年10月 ， 謀反 は終 る。 オ ッ トーはザクセ ンにあるハ ィン リ

ヒの諸城を も接収 し， フランケ ン太 公国同様，ザ クセ ンを王権 の管理下 に置

く24)。 オ ッ トー1世 は，940年 ， 実弟 ハ ィン リヒを赦 して ロー トリンゲ ンを

委 ね， シュヴァーベ ンとバ イエル ンは，以前 同様 ， コンラー ト家のヘル マ ン

1世Hermann I.(在 位926-948)と 上 述 のベル トル ド両太公 にその支配 を継続

させる。 オ ッ トー1世 はアルヌルフ悪玉公 の存命 中(937年7月14日 以前)に

その息女 ユーデ ィ トと実弟ハ ィンリヒを結婚 させているが，940年 ， 彼 は，

その長子 リゥ ドル フLiudorfを シ ュ ヴ ァー ベ ン太 公ヘ ル マ ン1世 の娘 イ ダ

Idaと 婚 約 させ， という具合 に， この両太公家 と姻戚関係 を取 り結ぶ ことに

ぬか りは無か った。 オ ッ トー1世 は西 フラ ンク王国で も政略結婚 の網 を張 る
。

彼 は939年 ， 実妹 ゲルベルガを， その夫 ギゼルベル トの死後， カーロ リング

23) LMA， Bd. IV， Sp.2063. J. Fleckenstein ， Begr�dung und Aufstieg S.237に

 よ れ ば， 王 家 に生 を享 け た以 上 政 権 を奪 取 して 当 然 ， と い う理 由か らの 叛 乱 ， と

 さ れ て い る， との こ と。

24) フ ラ ンケ ン地 域 は二 度 と 自立 的太 公 領 に形 成 され る こ と はな か った 。
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家 の ルイ4世Louis IV.(在 位936-954)に 嫁 がせたが，既 に937年 に25)その下

の実妹ハ ドヴ ィヒHadwigを ル イ4世 に敵対す るロベール家Robertinerの フ

ラ ンキ ア太 公dux Francorumユ ゴ ーHugo(*893一 †956)に 嫁 がせていて， フ

ランスでの 自らの影響 力 と発言 権の確保 を も計 る。

 と ころが， ロー トリンゲ ン太 公 に任 じたハ ィンリヒは， またまた謀反 を企

み，941年 ， 彼 はオ ッ トー1世 の命 を狙 い王座 を簒奪 しよ うとす る。 事前 に

発覚 したため大事 に は至 らず， ハ ィ ンリヒはイ ンゲルハ イムで捕縛 され る。

豪 族 たち はハ ィン リヒの断罪 を求 あ るが，ハ ィン リヒが贖 罪 の衣を ま とい

オ ッ トーの足元 に身 を投 げ出 した とき， オ ッ トーは彼を再 び赦す。 この和解

には王母 マテ ィルデの力 もあ った ようで，以後ハ ィ ンリヒは国王 に誠 実を尽

す26)。 後 任の ロー トリンゲ ン太公 にはコ ンラー ト赤毛公Konrad der Rote(*?

一太公944-953一 †955)が 任 命 され
， 彼 は947年 頃 オッ トー1世 の息女 リゥ トガ

ル ドLiutgardを 娶 る。

 オ ッ トー1世 は東 フランク王国 の王位 と領土 を遺産 として単独継承 した も

のの，多 くの謀反 との対決 を余儀 な くされた。 オ ッ トー1世 の治世 の前半 は，

929年 の 約定に起 因す る 「負の遺産」処理 に費 やされた， と言 えよ う。

 オ ッ トー1世 によ りルー イ トポル ド家第3代 目のバ イエル ン太公 に任 じら

れた アルヌルフ悪玉公 の弟 ベル トル ドは，943年 ，上 オース トリアOber6ster-

reichヴ ェ ルスWels近 郊 でのハ ンガ リー人 との戦 いで輝か しい戦果 を挙 げは

す る ものの，バ イエル ン太公国 に嘗 ての勢威 は既 に見 られなか った  太 公

位の相続 も許 されず，領土 も切 り取 られ，司教任命権 も奪 われていた。 だが，

ベル トル ドは死ぬ まで オ ッ トー1世 に忠誠 を尽す。 しか しなが ら947年 に ベ

ル トル ドが死去す ると，太公権力が部族 と癒着す るのを阻止す るたあ太公 に

25) LMA， Bd. V， Sp.160.

26)「 ザ クセ ン史 三 巻Rerun Gestarum Saxonicarum libri III」 を書 い た年 代 記 者

 Widukind(*?一 †973)に よ れ ば オ ッ トー1世 の 持 っ 最 高 の 美 徳 は 「心 の 優 し さ

 clementia」 ， とJ. Fleckenstein， Begr�dung und Aufstieg S.239に 記 され て

 い る。
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は可 能 な限 り部族 と無関係 な者 を任命 す る， とい うオ ッ トー1世 の太 公政策

に基 づ き， 後継太公 に国王への謀反を繰 り返 したハ ィンリヒHeinrich(*919/

22?一 在位948一†955；バ イエルン太公としてハィンリヒ1世)が 任命 され， ベル ト

ル ドの幼 い子息 ハ ィン リヒHeinrich(*940以 後一†989)は バ イエル ン太公 国の

相続 か ら排除 されて しま う。 これによ りバ イエル ンは究極 的に東 フランク王

国 に吸収 される。王弟 ハ ィン リヒはアルヌルフ悪玉公 の長女 ユーデ ィ トを妻

に迎 えていたが， バ イエル ン人 は初 めて言葉 を異 にす るザクセ ン人太公 を戴

くことになる。

 一 方，950年 に はイタ リア情勢が緊迫 して来て いた。 歴史 を若干遡 ると，

ル ー トヴ ィヒ1世 敬虔帝 の長男 ロータル1世 の流れ を汲 む一派 と，同 じく敬

虔 帝 の王女 ギーゼ ラ27)Giselaの 流 れ を汲 む一派 とが， イタ リア支配 を巡 っ

て争 って いた。当時の男系の見地 か らすれば， ロータル1世 側が カーロ リン

グ家正統 を主 張 したの も尤 もであ ろう。 王女 ギーゼ ラを母 に持つべ 一 レンガ

ル1世Berengar I.(在 位888一皇帝915一 †924)は ， 皇帝 カール3世 肥満王 の跡 を

受 けて，888年 イ タ リア国王にな り915年 皇 帝 にな る。924年 彼 が死 去す る

と，926年 ， その敵対 勢力 の指導者 で ロータル1世 の孫娘 ベル タBerthaを

母 に持 っプ ロヴァンス太公 ウー ゴUgo(在 位926一†947?， ドイッ名Hugo)が イ

タリアの豪族 に招 かれイ タ リア王位 に即 く。 ウー ゴは， アル プスを包含 す る

大帝国創設 を 目指 し帝位 を得 ん としてそれはな らなか った ものの，東 フラン

ク王 国国 王ハ ィ ン リヒ1世 及 び ビザ ンッ帝 国皇帝 ロマ ノス1世Romanos I.

(*870?一†948)と 同 盟を結 び， 国内で も安定 した政治を行 う。931年 ， 彼 はそ

の子息 ロ ター リォLothario(*926/928一 †950，ドイッ名Lothar)を 共 治王 に即 け

王統 を確 保 す る。937年 ， 高地 ブル グ ン ドHochburgund国 王 ル ー ドル フ2

世Rudolf II.(*880一在位912一†937)が 死 去す ると， ウーゴは， その未亡人 ベル

タBerta(シ ュヴァーベン太公 ブル ヒァルド1世Burchard I.[†926]の 娘)を 妻

に娶 り， ロ ター リォをベル タの娘， つ ま り王女 ア ー デル ハ イ ドAdelheid

27) ギ ー ゼ ラは ブ リア ゥル辺 境 伯 工 一バ ハ ル ドEberhardと 結 婚 した 。
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(*931?一999)と 婚 約 させ(947年 結婚)， プロヴァ ンスとブル グ ンドBurgundを

併 合 した大 ブル グン ド王 国の建 国を図 る。 ところが945年 ， べ 一 レンガル1

世 の孫 で亡 命先 の シュ ヴ ァーベ ンか ら帰 国 した イ ヴ レー アIvrea辺 境 伯 の

べ一 レンガル2世Berengar II.(在 位950-961一 †966)が ， オ ットー1世 の支援

を得て， 北 イ タリアで勢力 を伸 ば しウー ゴを脅 かす。947年 ， ウー ゴはべー

レンガル2世 に決戦 を挑 むが急死す る。 その子息 ロター リォ も950年11月

22日 に死 ぬ。彼 の死 によ りイ タ リア王位 の カーロ リング家男系 の血筋 が絶

え る。 す る とべ一 レンガル2世 は12月15日 ， パ ヴ ィァPaviaで 子 息 アーダ

ルベ ル トAdalbertと 共 にイ タ リア国王 に即位 し， その王位 を固あ るため，

アー ダルベル トを ロター リォの未亡人 アーデルハ イ ドと結婚 させん と し，そ

れを肯 ん じないアー デルハ イ ドを幽閉 す る。 このよ うなイ タ リアの動静 を

知 ったオ ッ トー1世 は彼 らの即位 を王位簒奪 と判 断，軍 を率 いてイ タ リアに

向か う。951年9月23日 ， オ ッ トー1世 は嘗て の ラ ンゴバ ル ド王 国Lango-

bardenreichの 首 都 パ ヴ ィァに姿 を現 す。 が， その前 日にはべ ー レンガル2

世 親子 はパ ヴ ィァを去 っていた。 その年 の暮 れ， オ ッ トー1世 は，選挙 も戴

冠 も無 しに イタ リア王位 に即 き， アー デルハ イ ドと結婚 す る。 この時 オ ッ

トー1世 は皇帝 戴冠 を考 え たが， ロー マの情勢 が それを許 さなか った28)。

952年 ， オ ッ トー1世 は ア ゥク ス ブル クAugsburgの 王 国会 議 で嘗 て の敵

ベー レンガル2世 及 びアーダルベル トを赦 し，両人 に，誠実誓約 をさせた上

で， イ タリアを授封す る。

 国 王 である実兄 に赦 され て948年 バ イエル ン太公 に任 じられたハ ィン リヒ

1世 は， 兄 オ ッ トー1世 に誠実を尽す。 彼 はハ ンガ リー人 と正面 か ら向 き合

い，彼 らに大 きな勝利 を収 めたこと もあ った。彼 は951年9月 のべ一 レンガ

ル2世 征討 の国王軍 に も従軍す る。 その見返 りにバ イエル ンに，前述 のア ゥ

クス ブル ク王国会議 で，辺境伯 領 トリエ ン トTrient， ヴ ェローナVerona，

ア キ レィアAquilejaと イ ス トリアIstrienを 含 む嘗 て の ランゴバ ル ド王国 の

28) LMA， Bd. VI， Sp.1565.
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太 公 国 ブ リア ゥル29)Friaulが 併 合 さ れ る こ と が 決 ま る。山国バ イエル ン

は念願 の海岸 を手 に入れ，東 フラ ンク王国 は南方へ の通路 をよ うや く確保す

る。

 953年 ， 王息 で シュヴ ァーベ ン太公 リゥ ドルフ(*930一 太公950-954一 †957)と ，

王女 リゥ トガル ド30)の夫 で ロー トリンゲ ン太公 コンラー ト赤毛公が， アルヌ

ル フ悪 玉 公 の三 男 で バ イエ ル ンの宮 廷 伯 ア ル ヌ ル フPfalzgraf Arnulf in

Bayern(*?一 †954)を 巻 き込 んで， オッ トー1世 に対す る謀反を起 こす。彼 ら

の謀反 はオッ トー1世 をその対象 に していたが，主敵 はバ イエル ン太公ハ ィ

ン リヒ1世 ハ ィ ンリヒのために彼 らは様 々な場面 で国王 か ら袖 にされ た，

とい うのがその主 因で ある。 この謀反 に反ハ ィンリヒ ・反 ザクセ ンの空気漲

るバ イエル ン人 もその殆 どが加 わ る。 この大 叛乱 の最 中，ハ ンガ リー軍 が

アゥクスブル ク近 郊 に現れ る。 リゥ ドルフか コ ンラー トかがハ ンガ リー人 と

手 を結 んだ ので はないか， と言 わ れ るが，真相 は不 明。 この事件 が転機 と

な って叛乱軍側 は一挙 に不利 な立場 に追 い込 まれ，955年5月 ， オ ッ トー1

世 はや っとこの大叛乱 の鎮 圧 に成功す る。

 上 に見 たよ うに， オッ トー1世 は，有力諸侯或 いは自分 の兄弟 ・子供 たち

か ら叛乱攻 めに遭 う。 東 フラ ンク王国 にとって非常 に危機的 な状況 の中で国

王オ ッ トー1世 がその支配の拠 り所 に したのは王国教会 であった。国王即位

の際の塗 油の儀式 か ら生 まれ る神政的観念が， オ ッ トー1世 にそのよ うな王

国教会 への関与 を正 当化 して いた。彼 は次 々と所領 や特権 を教会 に賦与 し，

代償 として司教 や僧院長 に対 して王国へ の奉仕Reichsdienstを 求 めた。 王弟

でケル ンK61n大 司 教 ブル ンBrun(*923一 在 位953一†965)は そ の典型 的な例 で，

29)K.Reindel， Von den Karolingern zu den Welfen，5.292.

30)LMA， Bd. IV， Sp.2161に よれば， 様々な状況でオットー1世 を支えたシ3

  ヴァーベ ン太公ヘルマ ン1世 が949年 に死去 し，後任に947年 に彼の娘イータ

  Ita(或 はIda)を 娶 っていた王息 リゥドルフが任命 される。 リゥ ドルフ及び

  リゥトガル ドはオットー1世 の最初の妻エドギスEdgithと の間に出来た王子と

  王 女，っまりタングマルの弟妹。エ ドギスはイギ リス国王エ ドアー ドEduard

  (在位901-925)の 王女。



70

彼 は， リゥドル フの大叛乱が頂点 に達 していた とき， 司教職 に加 えて ロー ト

リンゲ ン太 公職 を引 き受 け31)，国 王 である兄 を支 える。 オ ッ トー1世 を巡 る

窮境 か ら生 まれたのが所謂 「王国教 会制度Reichskirchensystem」 で ，929年

の約定 の落 し子 と言 え る。

 955年 ， 大叛乱 が収拾 されて一 ヶ月後 の6月 ， ハ ンガ リー軍 が嘗 て無 い程

の規模 で シュ ヴァーベ ン方面 に向か ってバ イエル ンに侵入 して来 る。 バ イエ

ル ン太公 ハ ィン リヒは即座 に抵抗 を諦 あ， オ ッ トー1世 に急使 を送 る。 オ ッ

トー1世 は， 大叛乱 の収拾 直後 か ら， ス ラヴ人Slawenと の対応 に追 われて

いた。 しか し彼 の決断 は速 か った。長期 に亙 った内戦 も収 あていることで も

あ り，西方世界 における東 フランク王国 の覇権確保 のたあ，彼 は，全国 に非

常召集令 を発 してハ ンガ リー軍 と戦 う決意 を直 ちに固 め，選 りす ぐりの近衛

兵 と共 にザ クセ ンを発 っ。 内戦 の しこ りは解 消 してい た。彼 は ウル ムUlm

周 辺 で，馳せ参 じたボヘ ミア人， フラ ンケ ン人， シュヴァーベ ン人，バ イェ

ル ン人 と合 流，8月10日 ， レヒ フ ェル ト(Lechfeld=レ ヒ河原)で ハ ンガ

リー人 と戦 いを交え る。 これが有名 な 「レヒフェル トの戦 いSchlacht auf

dem Lechfeld」 。 ハ ンガ リー人 は二度 と立 ち上 がれぬ程 の壊滅 的打撃 を受 け，

戦 い は東 フラ ンク王国側の圧勝 に終 る。以後， ハ ンガ リー人 の侵寇 は西方世

界 か ら絶 え る32)。こ の直後 の11月1日 ， バ イエル ン太公ハ ィ ンリヒ1世 は

死去， その後任 にその子息 で当時4歳 のハ ィン リヒ2世 喧騒公33)Heinrich II.

31) 東 フ ラ ンク王 国 の歴 史 上 ， 大 司 教 が 太 公 を 兼 任 した 例 は， 後 に も前 に も皆 無 。

32) オ ッ トー3世 治 下 で 東 フ ラ ン ク王 国 の政 情 が 不 安 定 に な っ た985年 ， ハ ンガ

 リー人 が ブ リア ゥル まで 侵 出 して 来 た が ，991年 にな って ハ ィ ン リヒ2世 喧 騒 公

 はや っ と彼 らに勝 利 を 収 あ る(K.Reindel， Von den Karolingern zu den

 Welfen， S.296及 びAnm.129)。

33)K.Reindel， Von den Karolingern zu den Welfen， S.297及 びAnm.133に よ

 れ ば， 「喧 騒 公 」 と い う綽 名 は 後 世 が 彼 に与 え た も の で ， ア ヴ ェ ンテ ィ ー ヌ ス

 Aventinus(本 名Johannes Turmair[*1477一 †1534])が 「バ イエ ル ン歴 代 太 公

 年 代 記Annales ducum Boiariae」 の 中 で 用 い た表 現rixosus「 喧 嘩早 い」 が

 き っか け に な った可 能 性 が 大 きい。
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der Z舅ker(*951一 太公955-976， 太公985一 †995)が 任 ぜ られ る。 オ ッ トー1世

は，同年，更 に レクニ ッ河Recknitz周 辺 の ス ラヴ人 も征圧 す る34)。これ ら

の勝利 は東 フランク王 国人 の帰 属意識 を強め ると共 に， オ ッ トーの名声 を世

に轟 かせ る。

 ハ ンガ リー人 問題 に決着 を付 けた オ ットー1世 を待 って いたのは， またま

た イ タ リアを巡 る問 題で あ った。959年 ， ベ ー レンガ ル2世 の子息 ウ ィ ド

Wido或 は グイドGuido(生 没年等は不詳)が スポ レ トSpoleto太 公 国 を征圧，

ローマ教皇 を脅 かす35)。 教 皇 ヨハ ネス12世Johannes XII.(在 位955-963)は

イ タ リア国 王 で もあ るオ ッ トー1世 の イ タ リア復帰 を望 む。961年 ， オ ッ

トー1世 は， 子息 オ ッ トー(後 のオットー2世)を 東 フ ランク王国 の共治王 に

即位 させて王位継承 を固あた上で，教 皇 とイタ リアの豪族 の要請 に応 えてイ

タ リアに入 り，漸 くべ一 レンガル2世 らの策動 に終止符 を打っ。皇帝 べ一 レ

ンガル1世 が没 して以来 凡 そ40年 振 りに962年2月2日 ローマで，西方世

界を震撼 させたハ ンガ リー人を打ち破 った強力 な皇帝， カ トリック世界 の星，

オ ッ トー1世(=大 帝)が 誕生す る。 彼 は， ローマ教皇座 の所領 や諸権利 を

保障 し，北 部及 び中部 イ タ リア の皇 帝支 配 を固 あた上 で，965年 に な って

や っと帰 国す る。

 か ねてか らオ ッ トー1世 はスラヴ人居住域 に対 して も東 フランク王国 の政

治力を及 ぼす と同時に， キ リス ト教 の布教 に努 力 して いた。 彼 は，948年 ，

オル デ ンブル クOldenburg司 教 座， ブラ ンデ ンブルクBrandenburg司 教 座，

ハ ー フ ェル ベ ル クHavelberg司 教 座 等 を，968年 ， メ ルゼ ブル ク司 教 座，

マ イセ ンMeiBen司 教 座， ツァィツZeitz司 教 座(後 にナゥムブルクNaumburg

へ移設)を ，972/73年 ， プ ラハPrag司 教 座 を設立 す る。 彼 は これ らス ラヴ

の諸司教座 を統 括す る大 司教座 を設 置 しよ うと したが， これ にはマ ィ ンッ

Mainz大 司 教，ハ ルバ シュタ トHalberstatt司 教 が強 く反 対 した たあ当初 は

実現 しなか った。 しか し皇帝戴 冠を終えた968年 ， オ ッ トーは皇帝 の権威 を

34) LMA， Bd. VI， Sp.1565.

35) Ebd.， Bd.1， Sp.1933.
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利 用 し， ビザ ンッ帝 国 との問題 で ローマ教皇 ヨハ ネ ス13世Johannes XIII.

(在位965-972)を 手 助 け した こともあ って， 教皇の同意を得て， マ クデ ブル

クMagdeburgの 聖 マ ゥ リテ ィゥスSankt Mauritius僧 院 を， ブランデ ンブル

ク司教座 ・ハ ー フ ェル ベル ク司教座 ・メルゼ ブル ク司教座 ・マ イセ ン司教

座 ・ッ ァィツ司教座 を属司教座 とす るマ クデ ブル ク大司教座へ と昇格 させて

教 会組織 の整備 に成功す る。 オ ッ トー1世 は， その後 も皇帝問題を巡 る ビザ

ンッ帝 国 と の 関 係 改 善 に努 力 し，972年 ， 彼 は次 の国王 オ ッ トー(後 の2

世)を ， ビザ ンッ帝国皇帝 ヨハネス1世 ツィ ミスケスJohannes I. Tzimiskes

(*925?一†976)の 同 意 の元， ツ ィ ミスケ スの姪 テ オー フ ァヌTheophanu或 は

Theophanoと 結 婚 させ る。 これ によ り， ビザ ンッ帝 国 もオ ッ トー朝 皇帝 を

承認 す る36)に至 った， と考 えて よか ろ う。 この よ うな， オ ッ トー大 帝 の聖

俗 ・国内外 に亙 る並 み並 みな らぬ努力 によ って，東 フランク王国 の統合 ・発

展の基盤が形成 され る。 オ ッ トー1世 は973年5月 ，死去 する。

 オ ッ トー1世 の死去 を受 けてオ ッ トー2世Otto II.(*955一 在位961/73一 皇帝

967一†983)が 円滑 に後 を継 ぐ。 しか し翌974年 ， ハ ィンリヒ2世 喧騒公が従

兄弟 の国王オ ッ トー2世 に対 して謀反を企て る。ハ ィ ンリヒ喧騒公の父 は，

既述 のよ うに， オ ッ トー1世 の弟ハ ィン リヒ1世 バ イエル ン太公，母 はアル

ヌル フ悪玉公 の息女 ユーデ ィ ト。ユ ーデ ィ トは， シュヴァーベ ン太 公 リゥ ド

ルフ(在 位950-954)と 彼 女 の実弟のバ イエル ンの宮廷伯 アル ヌル フ等 が企 ん

だ953年 の 大叛乱 の際 ル ー イ トポル ド家 の中で只一 人叛乱 側 に組 み さな

か った。 そのたあ彼女 は一時 バ イエル ンか らの所払 いを余儀 な くされていた

が37)，955年 ， 父 を亡 くして直 ぐ4歳 に して太公位 に即 いたハ ィンリヒ2世

喧騒 公 には後見役が必要 とされ， その役 を務 あたのが母 ユーデ ィ トとフラ イ

36)476年 の西 ロー マ帝 国 滅 亡 後 は， ビザ ンッが ロ ー マ帝 国 を継 承 した ， と一 般 に

 理 解 さ れ る。 カ ー ル大 帝 は， 自 ら ロー マ 帝 国 皇 帝 にな り更 にル ー トヴ ィ ヒ1世 敬

 虔 帝 を 共 治 帝 に す る こ と に よ って， この 問 題(=両 皇 帝 問 題)を 先 鋭 化 させ た

 が ，こ れ に け りを付 け る こ とな く死 去 した。 これ の解 決 は15世 紀 に持 ち越 さ れ る。

37)K.Reindel， Von den Karolingern zu den Weifen ，5.295.
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ジ ン グ司教 アブ ラハ ムAbraham(在 職957-993?)。 ハ ィ ン リヒ喧騒公 が いっ

か ら自立的 に太 公職 に就 いたか は不 明で あ るが， 当時の成人年 齢が16歳 と

されてい ることか ら， 彼 の場合 は967年 頃 か ら， と推定 され る。973年 ， ハ

ンガ リーの大 侯 ゲ ーザGroﾟf�st Gezaの 使 節 団 が ク ヴ ェー ドリン ブル ク

Quedlinburgに や って来たが， その 目的 は平和交渉を巡 っての ようで， 成人

に達 したハ ィン リヒ喧騒 公がハ ンガ リー領内 を盛 ん に荒 ら し所 領 の拡 大 を

図 って いたことに起 因 しての ようであ る38)。

 974年 ， このよ うなハ ィン リヒ喧騒 公がオ ッ トー2世 に謀 反を企む。 その

理 由は明 らかで な く様々 に憶測 されて いるが，理由の一っ は，彼 の実妹 ヘ ド

ヴ ィヒHedwigの 夫 シュヴァーベ ン太公 ブル ヒァル ド3世Burchard III.(在

位954一†973)が 死 去 した とき， その後任 にオ ッ トーOtto(在 位973一 †982，国王

オットー2世 の異母兄 リゥドルフの子，つまりハ ィンリヒ喧騒公の従兄弟，の子)が

シュヴ ァーベ ン太公 に任 じられ，ハ ィ ンリヒ喧騒公が，無視 された， と感 じ

た らしいこと， もう一つ は，バ ーベ ンベルク家 の二人 の兄弟，即 ち， ノル ト

ガ ゥ辺境伯 ベル トル ドBerthold(†980)と オ ス トマー クOstmarkに 勢 力を張

る新バ ーベ ンベルク家j�gere Babenbergerの 始 祖ルー イ トポル ド1世Luit-

pold I.(=レ ォポル ドLeopold I.†994)， の両兄弟 が夫 々の領地 で勢 力を伸ば

しつ つあ り，両兄弟 を国王 オ ッ トー2世 が，バ イエル ン太公 の権 力を弱体化

させるため，意識 的に支援 していた ことにハ ィン リヒ喧騒公 が脅威 を感 じた

らしい こと， とされ る39)。兎 も角，喧騒公 はルー イ トポル ド家 の肉親 及 び関

係 者 一 彼 の従 兄 弟 ラ ィゼ ンス ブ ル クの ベ ル トル ドBerthold von Rei-

sensburg(†976年 以 後)， 彼の叔 母(名 前不詳)の 配偶者 でオ ス トマ ーク辺境

伯兼 レーゲ ンス ブル ク城伯 ブル ヒァル ドBurggraf Burchard(在 職955-976)，

彼 の後 見役 の一人 フライジングのア ブラハム等  か ら支援 を受 けっっ， こ

の陰謀 にボヘ ミア太公 ボ レス ラフ2世Boleslav II.(在 位967或 は973?一†999)

及 び ポー ラン ド太公 ミエ シュコ1世Mieszko I.(在 位960?一 †992)を も引 き入

 38) Ebd.，5.296.

 39) Ebd.，5.297.
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れ た。 しか しこの陰謀 は発覚， その年 の内 にその共謀者 たちは捕 え られイ ン

ゲルハ イムIngelheimに 送 られ る。975年 に オ ッ トー2世 が ボヘ ミア太公 ボ

レスラフ2世 に軍 を向 けたの もこの陰謀 に関連 してで あろ う。976年 始 あ，

イ ンゲルハ イムか ら脱 出 したハ ィン リヒ喧騒 公 はバ イエル ンで支持者 を集 め

て再度謀反 を起 こす が， これ はオ ッ トー2世 に鎮圧 され る。 その後 もハ ィン

リヒ喧騒公 の策動 は続 くが， この事件 を きっか けに オッ トー2世 はバ イエル

ン関係 の太公領 の再編成 を行 う。 ルー イ トポル ド家 と姻戚 関係 にあ ったブル

ヒァル ドに替えて， ルー イ トポル ド1世(在 職976一 †994)を オ ス トマーク辺

境伯 に任命 し，更 に， ケル ンテ ン及 び ヴェ ローナ， アキ レィア とイ ス トリア

をバ イエル ンか ら切 り離 して ケル ンテ ン太公領40)と し， その太公 にルー イ ト

ポル ド家の元 バ イエル ン太公ベル トル ドの遺児ハ ィンリヒ3世Heinrich III.

(†989，ヘ ツィロHezilo41)と も呼ばれる)を 任 命，残余 の バ イエル ン太 公領 を

シュヴァーベ ン太公 オ ッ トーに委 ね る。 オ ットー2世 はこ うして東部辺境地

域及 びイ タ リアへ の出兵 に とって重要 な地域 を信頼 の置 けるハ ィ ンリヒ3世

(ヘツィロ)に 委 ね， 新興勢力 バーベ ンベル ク家 に も辺境伯 の地位を与え るこ

とにより，同家 に も配慮 した人的配置 を行 う。

 しか し977年 ， ハ ィ ンリヒ喧騒公 は， ボヘ ミアの援助 を得 て， ケル ンテ ン

太公 ハ ィン リヒ3世(ヘ ツィロ)と ア ゥク スブル ク司教 ハ ィン リヒ42)Hein-

rich(*?一 †982)と 共 に， バ イエル ンを奪取 しようとす る。 彼 らはボヘ ミア と

の交通 に とって重要 なパ ッサ ゥを 占拠す る。 オ ッ トー2世 はバ イエル ン太公

オ ッ トー と共 に，先 ずボヘ ミア太 公 ボ レスラフ2世 を圧伏 し， それか らパ ッ

40) Peter Rassow(hg.)， Deutsche Geschichte imﾜberblick ， ein Handbuch，

 Stuttgart，1. B. Metzlersche Verlagsbuchhandlung，1973.5.118.

41) Ludwig Schrott， Die Herrscher Bayerns-Vom ersten Herzog bis zum

 letzten K�ig， S�deutscher Verlag M�chen，1966.5.38.

42) この ハ ィ ン リヒ は， ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 の名 前 不 詳 の娘 とオ ス トマ ー ク辺 境 伯 ブ

 ル ヒ ァル ド との 間 の 子 息 ， っ ま りア ル ヌ ル フ悪 玉 公 の 孫 に あ た り，973年 か ら

 ア ゥ ク ス ブ ル ク司 教 に な って い た 。後 述 の よ う に南 伊 ア プ ー リ ェ ンApulien地

 方 の コ ロ ンネ岬Capo Colonneで 戦 死 す る。
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サ ゥを包囲，ハ ィ ン リヒ喧騒 公 を降す。喧騒公 はユ トレ ヒ ト司教 フォル ク

マーFolkmar von Utrecht(在 職976-991)の 許 に追放 され， ハ ィン リヒ3世

(ヘッィロ)も 追放 され る(追 放先不明)。 ケル ンテ ン太公 に は， ロー トリンゲ

ン太 公 コ ンラー ト赤毛公 の子息， つ ま りオ ッ トー2世 の甥 の ヴォル ムスの

オ ッ トー43)Otto von Worms(*?一 †1004)が 任 命 される。以上 のよ うな結末 で，

二人 の オ ッ トー対 三人 のハ ィン リヒの騒乱， つ ま り，国王 オ ッ トー2世 と

シュヴ ァーベ ン太公兼バ イエル ン太公 オ ッ トー，対，ハ ィン リヒ2世 喧騒公

とハ ィ ンリヒ3世(ヘ ツィロ)と ア ゥクスブルク司教ハ ィンリヒ， の叛乱 は

決 着す る44)。

 皇 帝 オ ッ トー2世 の イタ リア政策 は， 当初 か ら南 イタ リアをその支配下 に

置 くことを狙 うもので，それ は， アルプスを挟 む広大 な領域 を支配下 に収 め

ビザ ンッ帝 国を上 回 る帝 国を形成す る， とい う帝国政策 の一環 を成す。 当然，

南 イ タ リアを支配 して いる ビザ ンッ帝国及 びイスラム勢力 の排除が前提 にな

る。981年 ， 皇帝 オ ッ トー2世 は南 イタ リア支配 のため出兵， バ イエル ン太

公 オ ッ トー もそれに参加 す るが，皇帝 軍 は982年7月 ，南 イタ リアの アプー

リェン地方 の コロンネ岬にお けるイスラム勢力 との戦闘で決定的な敗北を蒙

り， オ ッ トー2世 は， ビザ ンッ帝 国 の船 で逃れ，辛 う じて命拾 いをす る有

様45)。 以 後 イ タリアにおける東 フランク王国 の影響力 は大 きく低下， バ イエ

ル ン太 公 オ ッ トー も帰国 の途上 ル ッカLuccaで11月 に死 ぬ。 イ タ リアでの

大敗 北 に直面 して皇帝 オ ッ トー2世 は強力 な諸 侯 との妥協 に追 い込 まれ，

983年5月 のヴェローナでの王国会議 では， 南 イタ リアで死 亡 したバ イエル

ン太公 オ ッ トーの後任 に， 追放 されて いたハ ィ ンリヒ3世(ヘ ッィロ)を 任

43)Otto von Wormsは ，985年 まで ケ ル ンテ ン太 公 職 に留 ま っ た と さ れ て い る

 た め ，Otto von K舐ntenと も呼 ば れ る。985年 ， 新 設 の ヴ ォ ル ム ス太 公 領 の太

 公 に 任 命 され ，995年 に は ヴ ェ ロ ーナ 辺 境 伯 ，1002年 に は再 び ケ ル ンテ ン太 公 の

 地 位 に 就 く。 彼 は バ イエ ル ン太 公 オ ッ トーの 従 兄 弟 に あた る。

44)K.Reindel， Von den Karolingern zu den Weifen，5.300.

45) LMA， Bd. II， Sp.1484.
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ず る一 一彼 は以後 オ ッ トー2世 に忠誠 を尽す。同王国会議で は，更 に， オ ッ

トー2世 の長男 オ ッ トー(後 のオットー3世)が 後継 国王に決 定 され る。983

年 夏 ，皇帝 不在 を衝 いて， エルベ河Elbe及 び ザー レ河Saale東 域 のス ラヴ

人が大叛乱を起 こす46)。彼 らは， オ ッ トー1世 が設立 した ブラ ンデ ンブルク

司教座，ハ ーフェルベル ク司教座を破壊， エルベ河及びザ ー レ河東域を取 り

戻す。 イ タ リアでの大敗北 に加 えて，王国東 域で の スラ ヴ人大叛 乱 は皇 帝

オ ッ トー2世 の晩年 に暗 い影 を落 とす。983年12月 オ ッ トー2世 は， ロー一

マでア ラブ人 との戦 闘準 備中にマ ラ リアに罹 って死亡， 享年28歳 。 彼の遺

骸 は  東 フランク王 国皇帝 としては彼 のみ  ローマのサ ン ・ピエ トロ寺

院San Pietroに 葬 られ る。

 王 位 を継 い だ の は，王 国 会議 の決 定通 り， 当年3歳 半 の オ ッ トー3世

Otto III.(*980年6月 或は7月 一在位983一†1002)。 彼 は， オ ッ トー2世 の死 を知

る直前 の983年 ク リスマ スに， アーヘ ンAachenで 国 王 に戴冠 されて いた。

追放先のユ トレヒ トか ら脱出 したハ ィ ンリヒ2世 喧騒 公が， オ ッ トー3世 の

摂政職 を巡 って，騒動 を起 こす，将 に世 間を騒 がす男。 オ ッ トー大帝を伯父

に持 つ彼47)は， 男系 でオ ッ トｮg世 に次 ぐ王位継承順位 にあ った。加 えて，

王母 テオー ファヌは当時未だイ タ リアに居 た。 これは摂政職 を握 る上 で もテ

オー フ ァヌよ り有 利，当時30歳 を超 えて いた喧騒 公 はこの幼 い国王 を奪 い

去 る。摂政職 を手 中に収 めて東 フランク王国 の支配権 を握 ろ う， とい う喧騒

46)LMA， Bd. VI， Sp.23f.に よれ ば， この 大 叛 乱 を主 導 した の は西 ボ ム メ ル ン

 Vorpommern及 び メ ク レ ン ブル クMecklenburg地 域 即 ち ペ ー ネPeene両 岸

 域 に 居 住 し て い た ス ラ ヴ 人 の 部 族 連 合 体 ル テ ィ ー ツ ェ ンLutizen(或 は

 Liutizen)。 この 集 団 はZirzipanen， Kessiner， Tolensanen(或 はTollenser)

 及 びRedarier等 の ス ラ ヴ諸 部 族 か ら成 る。 オ ッ トー 大 帝 は こ の地 域 の ス ラヴ人

 の 自立 的支 配 を排 除 ， 堡 塁 の網 を巡 らせ て こ の地 域 を ロ ー マ教 会 組 織 に組 み込 ん

 で い た。 この よ うな 東 フ ラ ン ク王 国 の 侵 出 に対 す る反 感 がRedarierを 主 体 とす

 る激 しい叛 乱 を 生 ん だ 。

47)ハ ィ ン リ ヒ2世 喧 騒 公 の 父 はバ イ エル ン太 公 ハ ィ ン リヒ1世 ， バ イ エ ル ン太 公

 ハ ィ ン リ ヒ1世 は オ●ッ トー大 帝 の 弟 。
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公 の野望 に対 し， マイ ンッ大 司教 ヴィ リギ スWilligisを 中心 とした諸侯 が抵

抗す る。結局984年6月 ，ハ ィン リヒ喧騒公 はオ ッ トー3世 の身柄 を返還 し，

王位簒奪 を断念す る。以後王母 テオー ファヌが，大 司教 ヴィ リギ スの後援 を

得 て， その死(991年6月)ま で国務 を司 る。 ハ ィン リヒ喧騒 公 は，今度 は，

バ イエル ン太 公領 をハ ィ ンリヒ3世(ヘ ツィロ)か ら武力 で奪 い返 そ うとす

る。 が， 旨い具 合に事 は運 ばない。 そ こで彼 は， ヘルマ ン伯48)Hermannの

仲 裁 に基づ き， バ イエル ンを断念 す る代 りに，嘗 てバ イエル ン太 公領 の一 部

であ ったケル ンテ ン太公領 を返還 す るよ う，要求 す る。 この彼の要求 を フラ

ンス国王 ロタール3世49)Lothar III.(*941一国王954一†986)も ロ ー トリンゲ ン奪

還が らみで支持す る。 そ こで985年1月 ， フランクフル ト王国会議 は事 態の

拡大防止 のため，調整 を行 い， ヴォル ムスのオ ッ トーを， ケル ンテ ン太 公職

か ら解 いて， ヴォルムス太公領 を新設 してその太 公に任 じ， ハ ィン リヒ3世

(ヘッィロ)を ， バ イエル ン太公職か ら解 いて， ケル ンテ ン太公 に任 じ， ハ ィ

ンリヒ2世 喧騒公 をバ イエル ン太公 に任命 す る。各 々が元 の古巣 に戻 った形。

986年 の 復活祭 に， 東 フランク王国国王 オ ッ トー3世 はクヴェー ドリンブル

クで王国会議 を開催，続 いて華 やかな祝宴 を催 す。祝宴 で は， バ イエル ン太

公ハ ィンリヒが内膳役 を， ケル ンテ ン太公ハ ィンリヒが献酌役50)を， 厳 か且

っ 円満 に，務 める。

 989年10月 ， ケル ンテ ン太公ハ ィンリヒ3世(ヘ ツィロ)が 死去 す る

ルー イ トポル ド家 の始祖 ルー イ トポル ド伯 が895年 に バ イエル ンの辺境域 の

48)K.Reindel， Von den Karolingern zu den Welfen，5.301に よ れ ば， ヘ ル マ ン

 伯 は ア ル ヌ ル フ悪 玉 公 の子 ， と想 定 さ れ る。 だ とす れ ば ヘ ル マ ン伯 は ハ ィ ン リヒ

 2世 喧 騒 公 の 「伯(叔)父 」 に当 た る。

49) ロ タ ー ル3世 の 父 は西 フ ラ ンク王 国 国 王 ル イ4世Louis Iv.で あ るの で ， ロ

 タ ー ル3世 は カ ー ロ リ ング家 の末 裔 。 母 は オ ッ トー1世(=大 帝)の 妹 ゲ ル ベ ル

 ガ， 従 って ロ タ ー ル3世 とハ ィ ン リ ヒ2世 喧 騒 公 は従 兄 弟 同士 の 関係 に あ り， こ

 の 両 者 は オ ッ トー3世 の祖 父 オ ッ トー1世 を伯 父 に持 つ。 ロ ター ル3世 は ロー ト

 リ ンゲ ン奪 還 を巡 って オ ッ トー2世 と戦 火 を交 え て い た。

50) 本 稿 註18参 照 。
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統括を委ね られてか ら凡そ100年 の 間ル ー イ トポル ド家 はバ イエル ンの政治

に関わ った  そ の結果，ル ーイ トポル ド家男系 は絶え る。そ こで，ハ ィ ン

リヒ3世(ヘ ツィロ)の 太公領 ケル ンテ ンをハ ィン リヒ喧騒 公が受 け継 いだ

結果， 喧騒公 は嘗 てのバ イエル ン太 公国の全領域を手中にす ることにな る。

以後， 彼 の喧騒 ぶ りは姿 を消 し， 死 ぬ(995年)ま でオ ッ トー3世 に忠誠 を

尽 す。彼 は ブランデ ンブル ク奪還 を 目指すオ ットー3世 の スラヴ人征圧 に も

従軍 する。

 991年 ， 王母 テオー ファヌが死去 す ると， 祖母 であ る皇太后 アーデルハ イ

ドが オ ッ トー3世 の摂政 を務 める。994年9月 ， 彼 は帯 刀の儀を行 い， 自 ら

政務 を執 り始 ある。早速彼 は， ローマ行 きの決心 を表 明， その政策 の基本構

想を明示す る。 当時， 彼 は， カラブ リア出身の ヨハ ネス ・フィラガ トスJo-

hannes Philagathosや 王 宮礼拝堂司祭ベル ンヴ ァル ド51)Bernward(*960年?一

†1022)か ら， キ リス ト教 の在 り方 や王 国の基本 的政策 にっ いて充 分 な教 育

を受 けていた。後 に彼 は，時代を代表す る精神生活の指導者 プラハの アーダ

ルベ ル ト52)Adalbert等 を そ の身辺 に集 め， イ タ リアの隠者 カマル ドリの ロ

ム ァル ド53)Romuald von Camaldoliに も深 く共鳴す る。

51)LMA， Bd.1， Sp.2012f.に よれば，ベルンヴァル ドはザクセンの大豪族の出，美

  術 ・工芸にも明るいルネッサンス的人物。ユ トレヒトの司教 フォルクマー(本 稿

  75ペ ー ジ)は 彼の叔(伯)父 。987年 王宮礼拝堂司祭になり，989年 オ ットー3

  世 の教育係を命 じられる。993年 ヒルデスハ イムHildesheimの 司教になる。彼

  は，オットー朝司教の典型的人物で，精神生活の向上，教会規律の淳化及び教養

  の深化，教会組織の拡大に意を用いた。

52) LMA， Bd.1， Sp.101f.に よれば， アーダルベル ト (*956一†997)は ザ クセンの

  リゥドルフィング家と姻戚関係があるとされる侯家の出，983年 プ ラハ司教にな

  り，988年 その職を辞 しローマに行 く。彼がオットー3世 と交流を持ったのは，

  サ ン・ボニファッィォとアレッシォの僧団にいた時。彼はプロイセンの異教徒へ

  の宣教活動中， 殉死する。 ポーランド太公ボレスラフ1世 フロブリBoleslaw I.

  Chrobry(*966?一 †1025)は その遺骸をプロイセン人から買い取 り， 首都グネー

  ゼ ンGnesenに 葬 る。1000年 オ ッ トー3世 はアーダルベル トの墓に詣で この地

  に大司教座を設置する。

53)LMA， Bd. VII， Sp.1019f.に よれば，ロムァルド(*950?一 †1027)は ，公子 とし
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 996年 初 め， オ ッ トー3世 はイ タ リアに向か う。 その途 中 ヨハ ネ ス15世

Johannes XV.(在 位985-996)の 死 去 の知 らせ を知 り， 従兄弟 ヴォルムス太公

オ ッ トーの子息 ブル ンBrunを 教 皇 に指名， その名 を グ レゴ リゥス5世Gre-

gorius V.(在 位996一†999)と す る。 東 フランク王国 出身 の教皇 の誕生 であ る。

オ ッ トー3世 は身 内であ るこの グレゴ リゥス5世 の手か ら同年5月 皇帝 に戴

冠 され る。皇帝 オ ッ トー3世 は政教合 同の王 国会 議を開催 し，聖俗の協調 ・

連帯 を世 に明 らか にす る。が，実 態 は，東 フ ランク王 国国 王が教 皇座 を牛

耳 った ことに他 な らない。 ロ ーマの豪族 ク レシェ ンツ ォ2世Crescenzo II.

(*?一†998)を 筆 頭 とす るローマ人 は当然 これ に反 発， オ ッ トー3世 が ローマ

を去 ると直 ぐ，彼 らはグ レゴ リゥス5世 を追放， オ ッ トー3世 の信 任厚 い

フ ィラガ トスを対立教皇 に立て， ヨハ ネス16世Johannes XVI .(在 位997-

998)と す る。今 やオ ッ トー3世 が殴 り返す番，998年 彼 は再 び ローマ入 りし，

ク レシェンツォ2世 及びその一派を捕えてその首 を斬 り，逃走 したフ ィラガ

トスを捕縛， 肉体を切 り刻む体罰を科 し，僧院 に押 し込む54)。

 999年 ， 返 り咲 いた グレゴ リゥス5世 が死去 す ると， オ ッ トー3世 は前年

 て10世 紀 半 ば ラ ヴ ェ ンナRavennaに 生 まれ た。 彼 は父 と共 に私 闘 に巻 き込 ま

 れ， こ れ を き っか け に 僧 に な る。 多 くの転 変 を 経 て，1021年 皇 帝 ハ ィ ン リ ヒ2

 世 に よ り彼 は モ ンテ ・ア ミア ー タMonte Amiataの 僧 院 長 に任 命 さ れ， カ マ ル

  ド リに隠 者 庵 を作 る。 ロ ム ァル ドの生 涯 は論 争 に 明 け暮 れ た。 彼 は聖 職 者 の腐 敗

 を厳 し く指 摘 ， 多 くの ベ ネ デ ィ ク ト会 士 の凡 庸 さ を も鋭 く批 判 ， 常 に全 ヨー ロ ッ

 パ の 優 れ た 人 士 と交 流 ， そ の 死 後 も， 例 え ば， ペ トル ス ・ダ ミ ア ー 二Petrus

 Damianiに 影 響 を 及 ぼ す 。 ロ ム ァル ドは11世 紀 の教 会 改 革 運 動 の精 神 的土 壌 を

 準 備 した 人 物 ， と され る。

54)LMA， Bd. V， Sp.542f.に よ れ ば， ヨハ ネ ス16世 フ ィ ラ ガ トス(*?一 †1001?)は

 カ ラ ブ リアKalabrien出 身 の ギ リ シ ア人 。 オ ッ トー3世 の 信 任 厚 く， ピ ァチ ェ

 ン ツ ァPiacenza大 司 教 及 び パ ヴ ィ ァ王 宮 長 を務 め ， 皇 帝 オ ッ トー3世 の 花 嫁 選

 び の特 使 と して ビザ ン ッ帝 国 に赴 く。 そ こか ら帰 国 した と き彼 は対 立 教 皇 に推 さ

 れ た。 彼 は押 し込 め られ た 僧 院 で1001年 頃 死 ん だ ， と さ れ る。 彼 の 受 け た体 罰

 は，verst�meltと 形 容 され て い る こ とか ら， よ ほ ど陰 惨 で 惨 忍 な刑 罰 ， 時 に

 17歳 の皇 帝 オ ッ トー3世 に す れ ば， 可 愛 さ余 って憎 さ百 倍， だ った の だ ろ う。
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に ラ ヴェ ンナ大 司 教 に任 じて い た55)オ リヤ ックの ジェル ベール56)Gerbert

von Aurillacを そ の後任 に指名， シル ヴェスタ2世Silvester II.(在 位999-

1003)を 名 乗 らせる。 この名 はオ ッ トー3世 とジェルベールの支配意図 を明

示す る。 と言 うの も，4世 紀， シルヴェス タ1世(在 位314-335)は コ ンスタ

ンティーヌス1世Constantinus l.(在 位 副帝306-324， 皇帝324-337)と 完 全 な

協調 行動を とった， と言われ， その再現 を目指 しての命名， と理解 されるか

らで あ る。 オ ッ トー3世 は， ジェルベ ールや後 のケル ン大 司教 ヘ リベル ト

Heribert(在 位999-1021)及 び ヴェル チェ ッリの レオLeo von Vercelli(*?一 †

1026?)の 助 力 を得 て 「ローマ帝 国の復興Renovatio imperii Romanorum」 の

理念 を明確 に し， ローマこそ聖権 と俗権 の各代表者 が職務 を執行すべ き場，

この ローマか ら皇帝 はキ リス ト教国 の人民 ・支配層 を統御すべ し， との固 い

信念 を抱 くに至 り  オ ッ トー3世 は伝統的 な 「コ ンスタ ンテ ィーヌスの定

あ57)」を 無視 し教皇 領 の存在 そ の もの を否定 す る一一 ローマ皇帝 ア ゥグス

55) Josef Fleckenstein， Horst Fuhrmann， Joachim Leuschner， Deutsche

 Geschichte：Sonderausgabe， Bd.1Mittelalter， G�tingen， Vandenhoeck&

 Ruprecht，1985. S.162(こ の 項 の 執 筆 者 はJ. Fleckenstein).

56)LMA， Bd. IV， Sp.1300ff.に よ れ ば， ジ ェル ベ ー ル(*950年?一 †1003)は ア キ

 タ ニ アの オ リヤ ック の質 素 な家 庭 に生 ま れ，970年 頃 ロー マ に 出 て教 皇 ヨハ ネ ス

 13世 の仲 介 で オ ッ トー1世 の 知 己 を 得 る。 オ ッ トー2世 の執 り成 しで982年 か

 ら1年 間 北 イ タ リアの 僧 院 ボ ッ ビ ォBobbio(現 イ タ リア領 で トレ ッ ビ ア河 谷 の

 町)の 僧 院 長 に な る。996年5月 彼 は オ ッ トー3世 に ロ ー マで 会 い，997年 オ ッ

 トー3世 に依 頼 され 彼 の 個 人 的 師 及 び政 治 上 の助 言 者 に な る。

57)Constitutum Constantini或 はKonstantinische Schenkung「 コ ンス タ ン

 テ ィ ー ヌ スの 寄 贈 」。LMA， Bd. V， Sp.1385f.及 びBrockhaus-Enzyklopadie，19.，

 vollig neu bearb. AufL， Mannheim，1990(以 下Brockhausと 省 略)， Bd.12， S.

 292等 に よれ ば ，1433年 ， この 文 書 は ロ ー マ に よ る偽 作 ， と断 定 され た。 この文

 書 はConfessio部 分 とDonatio部 分 か ら成 り， 前 者 は， ロ ー マ教 皇 シ ル ヴ ェ ス

 タ1世(在 位314-335)が 癩 病 と戦 う皇 帝 コ ンス タ ンテ ィー ヌス1世(=大 帝 ，

 在 位324-337)に 洗 礼 を 授 け た こ とか ら大 帝 の病 が 快 癒 した と い う シ ル ヴ ェ ス タ

 伝 説 ， 並 び に大 帝 の 信 仰 告 白 を 含 み ， 後 者 は， 教 皇 へ の感 謝 の念 か ら大 帝 が 教 皇

 に与 え た 諸 権 利 及 び 寄 贈 内 容 を 含 む 。 ロ ー マ教 皇 庁 は こ の文 書 を拠 り所 に して教

 皇 領 の 所 有 ・支 配 を 正 当 化 して 来 た 。 こ の偽 作 文 書 の成 立 時 期 は 「ピ ピー ンの寄
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ト ゥスAugustus(在 位 紀元前27一紀元後14)が そ の宮殿 を置い たパ ラテ ィー

ノPalatinoの 丘 に王宮 を造営 させ る。彼 の真意 は，聖権 を俗権 の下 に置 き，

ローマは もとよ り，全 キ リス ト教世界 に君臨す る ことにあ った。彼 は， その

意図 の実現 を図 る際，現実 の力関係 を熟慮す ることはな く，言 わば，机上 の

空論 を，即，実行 に移 した。 その結果， ローマにとっては異国人以外 の何物

で もな い人 間 オ ッ トー3世 は，1001年 ， ロ ーマ の豪族 及 び市 民 によ って

ローマか ら追 い出され る。教皇 と共 にラヴェ ンナに逃 げた彼 は， ローマ奪還

準備中， マ ラ リアを病 んで死去す る(1002年1月24/23日)。 享年21歳 ， 独

身で あった。彼の業績 と して挙 げ られ るの は，信仰上及 び政治的 に尊崇 して

いた アーダルベル トの墓を グネーゼ ンに詣 で同地 にポーラン ド大司教座 を設

置(1000年)， グ ラー ンGran(現 エ ステルゴムEsztergom)に ハ ンガ リー大 司

教 座 を設 置(1001年)， ハ ンガ リー太公 イ シュ トヴ ァー ンIstv舅を シュ テ

ファン1世58)Stephan I.(*970?一 国王1001一 †1038)と してハ ンガ リー国王 に即

位 させ， ビザ ンッ帝国 の影響力 を排除 しっつ東方地域 のカ トリック教会組織

及 び国家体制 を固 めた こと， であ ったろ うか。 「レヒフェル トの戦 い」(本 稿

70ペ ー ジ参照)か ら半世紀 を経ず して， ハ ンガ リーは西 方世界 の一員 になる

が，留意すべ きは， オ ッ トー3世 の真意 は， ポーラ ン ド及 びハ ンガ リーを東

フ ランク王 国 に で は な く， 彼 の想 念 に 厳 存 す る 「ローマ帝 国imperium

Romanorum」 に組 み込 む ことにあ った点， であ る。

  贈Pippinische Schenkung」(ラ ンゴバル ド人が奪 った教皇領 を小 ピピー ン

  Pippin der J�gere[*714/715一 宮宰741一国王751-768]が 奪回 し教皇に返還す

  ると約 した小ピピーン文書)の 成立当時(754/56年)か らフランク国王カール

  の皇帝戴冠(800年)を 経て850年 頃迄， と想定 されている。J. Fleckenstein，

  Deutsche Geschichte：Sonderausgabe， Bd.1， S.161に よれば，オットー3世 は

  1001年 に この 「定め」を偽作， と非難 している。

58)J.Fleckenstein， Deutsche Geschichte：Sonderausgabe ， Bd.1， S.163に よれ

  ば， シュテファン1世 は996年 プ ラハ司教アーダルベル トか ら洗礼を受け，オッ

  トー3世 が代父になった， とのこと。彼は997年 にバ イエルン太公ハィンリヒ2

  世 喧騒公の息女ギーゼラGiselaと 結 婚 していた。ギーゼ ラとバ イエル ン太公

  ハ ィンリヒ4世(=皇 帝ハィンリヒ2世)は 兄妹の間柄。
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 オ ッ トー3世 の後 を継 いだの は， ハ ィン リヒ2世 喧騒 公 の死去(995年)

当 時，既 に国王 の許可 を得 て共治太公 と してバ イエル ン太公 の地位 にあ った

その子息ハ ィンリヒ4世Heinrich IV.(在 位995-1004，1009-1018)で ， 国王 と

してはハ ィンリヒ2世Heinrich II.(*973/78?一 在位1002一 皇帝1014一 †1024)を 名

乗 る。 バ イエル ン太公ハ ィン リヒ4世 は，父ハ ィンリヒ2世 喧騒公 が974年

以 来余 りに世間 を騒 がせ続 けたため， 当初，太公位 の相続 か らも排 除された

かに見 えた。父太公 がユ トレヒ ト司教 フォルクマーの許 に追放 された とき，

幼児ハ ィンリヒもその側杖 を食 ってバ イエル ンを追 われてザ クセ ンの司教座

教会 ヒルデ スハ イムHildesheimに 送 られ，聖職 に就 くよ う定 め られ る。 こ

れは国王 オ ッ トー2世 の差 し金 と推定 され る。 オ ッ トー2世 は王座 を競 い合

う者 を排除す ることを狙 って この措置 を採 ったが， この彼 の差 し金 は，幼児

ハ ィンリヒへ の父公 の影響 を遮断す る上で は， 好 ま しい結果 を生 む。985年

以 後，国王 と和解 した喧騒公 は，ハ ィンリヒ等子供 たちの教育 を レーゲ ンス

ブルク司教 ヴォルフガ ングWolfgang(在 職972-994)に 委 ね る。 この地 の僧

院聖 エメラムst. Emmeramで ハ ィンリヒは， 司教 ヴォル フガ ングを介 して，

ロー トリンゲ ンの ゴルツェGorze僧 院 に端を発す る僧院改革運動 を知 る。 父

太公 によりバ イエル ンに呼 び戻 され政務 に携わ り始め たハ ィンリヒは，喧騒

公の死去後， バ イエル ン豪族の協力 によりバ イエル ン太公 に選出 され る59)。

彼 は， オ ッ トー3世 の死去を知 るや早速，王座 に即 く決意 を固 め，国王 の遺

骸 に付 き添 いつつ王国権標を手中 に し， ケル ン大司教 ヘ リベル トか ら 「マ ゥ

リティゥスの槍60)Mauritiuslanze」 を も奪 い去 る。 彼 は， 当初反抗的態度 を

 59)K.Reindel， Von den Karolingern zu den Welfen， S.303 u. Anm.5.こ の こ と

   か ら当時 バ イエ ル ンの豪 族 が 太 公 選 出権 を持 っ て い た こ とが分 る。

 60) 聖 槍Heilige Lanzeと も言 わ れ， 日 本 の 三 種 の 神 器 に 当 た る 王 国 権 標

   Reichsinsignienの 一 っ 。1806年 神 聖 ロ ー マ帝 国 が 崩 壊 す る ま で ， 王 冠 ・十 字

   架 付 き宝 珠 ・王 笏 ・王 剣 ・聖 槍 な どが 王 国 権 標 と され るが ， 時 代 に よ って そ の 内

   容 は異 な る。LMA， Bd. IV， Sp.2020f.に よ れ ば， 何 故 こ の聖 槍 が11世 紀 に王 国

   聖 人 で あ る マ ゥ リテ ィ ゥス の槍 と呼 ば れ る よ う に な っ たか は不 明 で， 聖 槍 が王 国

・  権 標 と して 用 い られ た の はハ ィ ン リ ヒ2世 の即 位 の場 合 が 最 初 。 この聖 槍 は 「ロ
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取 って いたヴォル ムス太公 オ ッ トーに自分 の省轄 下 のケル ンテ ン太公領 の移

譲を約 し， 彼 を懐柔す る。 と言 うの も， ヴォル ムス太 公オ ッ トー は， オ ッ

トー大帝の孫  太 公オ ットーの両親 はオ ッ トー大帝の息女 リゥ トガル ドと

ロー トリンゲ ン太公 コンラー ト赤毛公61)_一一 に当 たるため， 王座を狙 うバ イ

エル ン太公ハ ィン リヒ4世62)に と って，血統上， ライヴ ァル にな る可能性を

秘 めて いたか らで あ る63)。ハ ィ ン リヒ4世 は，1002年7月7日 ，即 ちオ ッ

トー3世 の没後半年 を経 て， バ イエル ン， フラ ンケ ン及び高地 ロー トリンゲ

ンOberlothringenの 豪 族 の支持 を受 けてマイ ンッ大 司教 ヴィ リギ スに より王

冠 を授 け られ， ハ ィン リヒ2世 と して東 フラ ンク王国王位 に即 く。 「夢追 い

人Vision舐オ ッ トー3世 の後 を した たか な現 実 政 治家z臧er Realpolitiker

ハ ィ ン リヒ2世 が襲 った」 というAlfred Wendehorstの 表 現64)は， 彼の即 位

  ンギヌスLonginusの 槍」とも呼ばれることからも知れるように，聖槍伝説は

  ヨーロッパに広範に存する。この聖槍はイタリアの支配権を象徴する，とされ，

  イタリアの豪族が高地 ブルグンド国王ルー ドルフ2世 に献上 した もの，それを

  ル ードルフが，東フランク国王ハ ィンリヒ1世 か らシュヴァーベ ン南部を授封さ

  れたのと引換えに，926年 ， ハィンリヒ1世 に贈った， と言われる。 オットー1

  世 は この聖槍を手に955年 マ ジャール人 との 「レヒフェル トの戦い」に臨んだ

  一 一聖槍は武運長久と弥栄を約するとされる。尚，オ ットー1世 の2度 目の妻

  アーデルハイドはルー ドルフ2世 の息女(本 稿67ペ ージ参照)。

61)本 稿66ペ ー ジ参照。

62)バ イエルン太公ハィンリヒ4世 の父はバイエル ン太公ハィンリヒ2世 喧騒公，

  祖父はオットー大帝の弟バイエルン太公ハィンリヒ1世 。従ってハィンリヒ4世

  は リゥドルフィング家(=オ ットー家)直 系の男系子孫。

63) ヴォルムス太公オ ットーの他に，血統上，彼のライヴァルとされるのはシュ

  ヴァーベン太公ヘルマン2世Hermann II.(*?一†1018/19)。 LMA， Bd. IV. Sp.

  2161に よれば，彼 は母方 を通 して東 フランク王国国王ハ ィンリヒ1世 の兄

  Thangmarタ ングマル(†912以 前) 一本稿64ペ ー ジに記述 されているオッ

  トー大帝の兄タングマル(†938)の 伯父一 の玄孫 と推定されている。彼は迫 り

  来 るハ ィンリヒ2世 軍を前 に1002年10月1日 降伏す る。血統 と関係無 しに，

  マ イセン辺境伯 エケハル ドEkkehardが 王座への名乗 りをあげた。彼はオッ

  トー3世 を支えた重臣の一人であったが，1002年4月30日 彼 は何 らかの恨みが

  原因で惨殺された(LMA， Bd. III. Sp.1764f.に よる)。

64) LMA， Bd. IV， Sp.2038.
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経過か らして も，彼の治世内容か ら して も， 至言 と言 えよ う。

 即 位後， 彼 は即位式 に欠席 したザ クセ ン， テ ィー リンゲ ンThUringen， 低

地 ロー トリンゲ ンNiederlothringen及 び シュヴ ァーベ ンの諸 太公国 を歴巡 し

その支配 を固 あ る。東 国ポー ラン ド対策 で も彼 は現実政治家 の実 を発揮 し，

ス ラヴ人 の異教徒集 団ルテ ィーッェ ン65)と反 ポー ラン ド66)同盟 を結 ぶ。 これ

はアルヌルフ悪玉公 を思 い起 こさせる戦略 であるが， これに対 して国 内か ら

轟 々たる非難 の声 が挙 がる。彼 は， それを意 に も介 さず，彼 ら異教徒 を も率

いてキ リス ト教国 ポーラ ン ドの国王 ボ レスラフ1世 フロブ リに三度 に亙 って

襲 い掛か る。 結局，1018年 の 「バ ゥツェンの和約Frieden von Bautzen」 で

ハ ィ ン リヒ2世 はボ レス ラ フに ミルゼ ン地域67)Milsener Landと ラ ゥジッ

Lausitzを 封 と して与え るに留 まる。

65)ハ ィ ン リヒ2世 に よ るル テ ィー ツ ェ ン (本 稿 註46参 照)と の 協 同 行 動 は彼 ら

 ス ラ ヴ人 の結 束 強化 及 び異 教 の復 活 を結 果 し， ハ ィ ン リ ヒ2世 の 後継 者 に よ る彼

  らへ の攻 撃 も， せ い ぜ い， 東 フ ラ ン ク王 国 の主 権 の名 目 的承 認 ， 及 び 王 国 へ の 朝

 貢 義 務 の設 定 しか生 ま な か った 。 しか し1056/57年 ， ル テ ィ ー ッ ェ ン内 部 に主

 導 権 争 いが 発 生 ， 連 合 体 と して の 機 能 は低 下 ，12世 紀 半 ば に ザ ク セ ン部 族 の 支

 配 下 に入 る。

66)P.Rassow， Deutsche Geschichte imﾜberblick ， S.126f. u.129及 びJ.

 Fleckenstein， Deutsche Geschichte：Sonderausgabe， Bd.1， S.168に よ れ ば，

 ポ ー ラ ン ド国 王 ボ レス ラ フ1世 フ ロ ブ リは ボ ヘ ミアの 王 位 を巡 る混 乱 に乗 じて 君

 合 国 の 形 で ボ ヘ ミア を併 合 ， 東 フ ラ ン ク王 国 東 境 に一 大 ス ラ ヴ王 国 を誕 生 さ せ

 る。 これ は従 来 か らの 東 フ ラ ンク王 国 との 友 好 的 路 線 を 敵 対 的 政 治 路 線 へ と変 質

 させ る もの ， と判 断 した ハ ィ ン リヒ2世 は， 東 フ ラ ン ク王 国 の 利 益 擁 護 を 最 優 先

 させ ， こ の ボ レス ラ フの 勢 い に 脅 威 を感 じた ル テ ィ ー ッ ェ ン と同 盟 した。 これ

 は， オ ッ ト_3世 の 「ロ ーマ 帝 国 の 復 興Renovatio imperii Romanorum」 路

 線 か らハ ィ ン リヒ2世 の 金 属 印璽(1003年)に あ る 「フ ラ ン ク王 国 の 復 興Reno-

 vatio regni Francorum」 路 線 へ の転 換 ， い わ ば カ ー ル大 帝 当 時 の 路線 へ の 復帰

 を意 味 す る。 これ と関連 す る が， ハ ィ ン リ ヒ2世 の ロー マ で の皇 帝 戴 冠 も長 期 に

 亙 って 国 を 留 守 に して も心 配 の無 い 客観 情 勢 が 生 ま れ た1014年2月 に な っ て初

 め て実 現 して い る。 彼 は ロー マ や教 皇 座 に殆 ど 口 出 しを しな い。 この よ うな彼 の

 対 応 が ビザ ンッ帝 国 に イ タ リア南 部 へ の干 渉 を容 易 に させ た， と も言 え る。

67)LMA， Bd. VI， Sp.628f.及 びebd.， Bd.1， Sp.1692f.に よれ ば ， Milsener Land

 は ス ラ ヴ系 ミル ゼ ン人Milsener或 はMilzenerが 居 住 した 地 域 で ，現 在 の バ ゥ
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 内政 においてハ ィン リヒ2世 は 「国王 に して祭 司rex et sacerdos」 とい う

神政観念 に基づ き， オ ッ トー大帝及 びオ ッ トー3世 の王国教会政策 を引 き継

ぐ。 既 にカー ロ リング朝時代 か ら， 聖職者 の間に聖職売買simoniaと 妻 帯 ・

蓄妾Nikolaitismusの 悪 弊が広 が って いた。 この よ うな悪 弊 を放 置す れば，

教会 はその司牧上 の意義 を失 い，教会 に依存す る王国 が結果 的に崩壊 しかね

なか った。 それ故， これまで もこれ らの悪弊 を排除 する動 きが聖俗双方 か ら

繰 り返 されて きた。 古 くは888年 の マイ ンッ教会会議916年 の ホーエ ンア

ル トハ イムの会議(本 稿120ペ ージ)な どで シモニ アが禁止 され，909年 の マ

インッ教会会議 などで ニコラ ィテ ィズムが批判 され禁止 され た。ハ ィン リヒ

2世 も1014年 の ローマ公会議 で シモニ アを禁 じて いる。 しか しなが らそ の

一方 で
，彼 は，王権の支柱た る各司教区 に寄贈を行 い， その代償 と して教会

側 に対 して王権 へ の奉仕 を求 め，教会 と王 国 の癒 着を強 めん とす る。1004

年68)，彼 はメル ゼ ブル ク司教 区 を再建1007年 ， マ イ ン上 流 のバ ンベル ク

Bambergに 司 教 区を創設 して国境 防備 とス ラヴ人宣 教 に備 え るが， この創

設 によ り彼 はマイ ン上流域 を 自己の権 力の中心， 王国教 会の新たな戦力 と し

て活性化 せん とした。彼 は，彼 の意 に適 う有能 な司教 や僧院長を起用 し，王

国教会諸機 関を追認機 関に堕 さしあ， その一方 で僧院改革運動 を助成 ，王国

教会 に王権 を定着 させ る努力 をす る。彼 は子 を成す ことな く1024年 死 去，

1146年 ， 聖 人 に列 せ られ る。彼 の 死 を もって リ ゥ ドル フ ィ ング家，即 ち

オ ッ トー朝， の男系子孫 は断絶 する。

3.バ イエル ンとキ リス ト教

11世 紀以後のキ リス ト教会及 び東 フランク王国を巡る諸変動にっいて述

 ツ ェ ン周 辺 。10世 紀 ， バ ゥ ツ ェ ン は メ ル ゼ ブ ル ク(ザ ー レ河 畔)と ク ラ ク フ

 Krakauを 結 ぶ 通 商 路 の 中継 点 と して栄 え た た め， 近 隣 列 強 の干 渉 を しば しば受

 け る。 尚 ， バ ゥ ツ ェ ン地 域 に 現 存 す る ゾル ベ ン人Sorbenは ミル ゼ ン人 等 の 後

 裔 ， とす る説 もあ る(Brockhaus， Bd.20， S.482)。

68) P.Rassow， Deutsche Geschichte imﾜberblick， S.128 .
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べ る前 に， ここでバ イエル ンとキ リス ト教 との関わ りを概観す る。 この概観

は，当然の ことなが ら，紀元前 か ら約400年 に亙 って アル プス東部及 び北部

前縁地 を支配 した ローマ帝 国の存在 と密接 に関わ る。 しか し本稿 にお いて は

で きる限 りバ イエル ンにおけ るキ リス ト教 を巡 る諸 問題 に焦点 を合わせ るこ

ととし，具体 的には， バ イエル ン， シュヴァーベ ン， フランケ ンにお いて司

教 区が成立 す るに至 る8世 紀過 ぎまでにっいて は， それ ら地域 へのキ リス ト

教 の伝播及 びそれ ら地域 での教会組織 の生成 に的を絞 り，9世 紀以後 にっ い

ては，一連 の聖職者倫理 の改革 とローマ教皇座 の関わ りに論点 を合 わせて，

凡 そ11世 紀 末 までのキ リス ト教 を巡 る問題 を，便宜的 に10項 目に分 けて，

概括す る。

 紀 元前15年 頃 以来， アルプ ス前縁地 か ら ドナウ河 に至 る地域 が ローマの

支配下 に入 る。当時， ローマ は北方か らこの地域 に迫 って来 るゲルマ ン諸族

か ら身を護 る必要 に迫 られていた。 ローマは占拠 した地域を属州化 し，現在

の スイ スか らイ ン河に至 る地域 を彼 らはラェティア，その東部を ノー リクム

と名付 け る。 ライ ン河東部地域， つま りライ ン右岸地域， か らドナ ウ河北方

地域 にかけては 「自由ゲル マニアfreies Germanien」 と呼 ばれた。紀元後3世

紀後半 か ら4世 紀初頭 にかけてノー リクムにア レマニア人， つま り後 に シュ

ヴ ァーベ ン人 と呼 ばれる民族集 団， が流 れ込 んで くる。 ローマ皇帝 デ ィォク

レテ ィアーヌスDiocletianus(在 位284-305)の 治 世下 で， ラェテ ィアは クー

ルChurを 首 都 とす るラェテ ィア1と ア ゥクス ブルク(ラ テン名Augusta Vin-

delicum)を 首 都 とす るラ ェテ ィアIIに ，ノー リクムは ドナウ河畔 ノー リク

ムNoricum ripenseと 地 中海側 ノー リクムNoricum mediterraneumに 夫 々分

割 され る。それ ら各地域 の統括者 と して，前二者 各 々に太公duxが ， 後二

者 各 々に長官praesesが 置 かれ る。 ローマ末期 に ノー リクムで民政 ・軍政 の

双方 を掌握 していたの はキ リス ト教 界の代表者だ った， とされ る69)。

69)Wilhelm St�mer， Fr�es Christentum in Altbayern， Schwaben und

  Franken， in：Walter Brandm�ler(hg.)， Handbuch der bayerischen

  Kirchengeschichte， Bd.1，1， St. Ottilien， EOS-Verl.，1998.5.3.
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 ア ル プス北部 に はローマ時代以前 に既 にケル ト人 の城砦都市oppidumが

あ り， それ をローマは都市 に発展 させ た。初期 キ リス ト教 は都市文化 と密接

な関係を持 って いたので， アルプス北部 に も2世 紀以後 のキ リス ト教伝播 の

痕跡が あって良か ろ うと思われ るが， その裏付 けは未 だ検 出されていない。

その原因 は色 々考え られ よ うが， デ ィォク レテ ィアーヌス帝 のキ リス ト教徒

迫害(303/304年)が その最 た る原因 を なす ものであ ろ う。 この迫害 によ り

パ ンノーニアの教会組織 は破壊 され， ドナウ河畔 ノー リクムでは ローマの行

政官， 聖 フロ リアー ヌスder heilige Florianが そ の犠牲 にな り，304年 エ ン

ス河畔の ロル ヒ近傍で水死 させ られ た， とされ る70)。聖 フロ リアー ヌスの背

後 にキ リス ト教徒集団が存在 した ことは明 らかで あ る。 アルプス前縁地 では

ア ゥクスブルクに住んで いた聖 アフ ラdie heilige Afraも この迫害 の犠牲 に

な り，聖 フロ リアー ヌス同様，304年 に死亡 した， と推 定 されてい る。彼女

の存在及 び彼女への信仰が明 らか になったのは6世 紀 にな ってか らの ことで

あ る71)。 この両犠牲者信仰が後世 に引 き継 がれたの も，313年 ， コンス タン

テ ィー ヌス大帝が キ リス ト教の公認 ・国教化 と信教 の自由を保証す る ミラー

ノ勅令を発布 した ことが大 いに貢献 して いよ う。

 ドナ ウ沿岸地域や アル プス前縁地のバ イエル ンや ア レマニアのキ リス ト教

の伝播状況 は， スイスや ライ ン地域 にお けるほどには，明 らか にな っていな

い。例え ば スイスで は517年 に既 に最初 の司教 が存在 した ことが 明 らか に

な ってい る72)。聖 ア フラ信 仰 の根拠 地 ア ゥクス ブルク はラェテ ィアIIの 首

都であ り， また都市文化 と密着 したキ リス ト教が この地 に定着 して いた こと

が考え られ る以上， ア ゥクスブル クに も古代 の司教座が あ った， と想定 され

るが，確認 され るに至 って いな い。 ローマ帝国 の辺境域で キ リス ト教 との関

70)W.St�mer， Fr�es Christentum，5.5.

71)Ebd.， S.5.に よれ ば， 詩 人Venantius Fortunatusの 著 したVita S. Martini

 の 中 で ， 彼 が ラ ヴ ェ ンナ か ら トゥ ール に向 か った565年 の 巡 礼 の 旅 の 記 述 にお い

 て聖 ア フ ラ信仰 に つ い て 触 れ て い るが ， 彼 女 の 生 年 等 は不 明 。

72)  Ebd.，5.6.
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連 を窺 わせる遺物が 出土 して いる地域 は， ア ゥクスブルク周辺，パ ッサ ゥー

レーゲ ンス ブル ク間 の ドナ ウ流 域， そ して テ ィロ ールTirolの イ ン河 谷

Innta1及 び ア ィザ ク河谷Eisacktalの3ヶ 所 に集 中 してい る。 この ことか ら，

キ リス ト教 はアル プス地域及 びその前縁地の主要道路 に沿 って伝播 し， その

地域 の中心 的都市 を介 して広 まった， と想 定 し得 る。 これ ら地域 への キ リス

ト教 の伝 播 ルー トは南 東 の シル ミゥム73)Sirmiumか ら ドナウ河 経 由， ラェ

テ ィアIIへ は主 と して イタ リア経 由，部分 的 には フラ ンス経 由，が考 え ら

れよ う74)。バ イエル ン地域 には古代後期 の教会建築 の遺跡 が発見 されていな

いが， その原因 として， キ リス ト教徒 たちの自己防衛本能 も挙 げ られよ う。

彼 らは，隠れ た信仰 に追 い込 まれて いたため， ごくあ りふ れた建物 で礼拝 を

行 った可能性が あるので ある。 この種建築物 の検出 は考古学的 には不可能 で

あ ろう。 しか しイ ン河谷で はかな り大 きな5世 紀の教会 と推定 され る建築物

が若 干発 掘 されてい る75)。

A.バ イ エル ンの場 合1： バ イエル ンにお ける初期 キ リス ト教 の比較 的纏

ま った姿 を我 々が知 り得 るのは 「聖セ ヴェ リーヌス伝76)」 に よる。聖 セ ヴェ

リーヌスder heilige Severinus(ド イツ名：ゼヴェリーンSeverin，*?一 †482)は ，

73) シル ミ ゥ ム は ドナ ウ支 流 サ ヴ ァ河 左 岸 に あ っ た町 。 こ こ に は パ ン ノ ー ニ アII

 の 首 都 が 置 か れ た(現 セ ル ビ ア 領 の 町 ス レ ム ス カ ・ミ トロ ヴ ィ ッ ァSremska

 Mitrovica)。 前1世 紀 末 ロ ー マ は ビ ザ ン ッ帝 国 及 び ア ル プ ス東 部 に 向 か う要 衝

 の 地 で あ る.この ケル ト人 城 砦 都 市 を 攻 略 ， 後1世 紀 に ロ ー マ は こ の地 を重 要 な軍

 事拠 点 とす る と同 時 に宮 殿 も設 置 ，4世 紀 後 半 に は こ こで ア リ ゥス派 の 異 端 を決

 定 づ け る公 会 議 が 度 々 開 か れ る。568年 ノ ー リク ム及 び パ ン ノ ー ニ ア地 域 に居 住

 した ラ ン ゴバ ル ド入 の北 イ タ リア 移住 に 伴 な い ア ヴ ァー ル 人 が パ ンノ ー ニ ア に入

 植 ， 彼 らは更 に南 に勢 力 を広 げ，582年 シル ミ ゥムを 奪 取 す る。 しか し この 町 は

 796年 カ ー ル大 帝 に よ り落 城 ， ア ヴ ァー ル人 は歴 史 の舞 台 か ら姿 を 消 す 。 近年 の

 発 掘 調 査 で ロー マ時 代 の遺 構 の概 要 が 明 らか に さ れ て きて い る。

74)W.St�mer， Fr�es Christentum， S.7.

75) Ebd.，5.7.

76) 「聖 セ ヴ ェ リー ヌ ス伝Vita Sancti Severini」 は聖 セ ヴェ リー ヌ ス の弟 子 エ ゥ

 ギ ピゥ スEugippiusが 著 した， とさ れ る。
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イ タ リアの出身77)， ドナ ウ河畔 ノー リクムや ラェテ ィアIIの 東 部で僧及 び

政治家 と して活動 した身分の高 い，影響 力を持 った人物で， ビザ ンツ帝国王

室 とも関係を持 って いた， と言 われる78)。彼 の主滞在地 はフ ァヴ ィアーニス

Favianis(下 オース トリアNieder6sterreichの マ ゥタンMauternか?)と さ れて

い る。 この地 に彼 は僧院を築 き，それを基地 に僧院集落 を作 って行 く。 その

例 と してパ ッサ ゥ近 傍 ボ ヨー トロBoiotroの セ ヴ ェ リー ン教 会Severins-

kircheが 挙 げ られる。 セ ヴェ リー ヌスは， 開放的な性格だ った らしく， その

上，住民の生活向上 に も意 を用 いたたあ，ゲ ルマ ン諸部族か らも大 いに信頼

された らしい。 こ うい う彼 の人 とな りが ローマ人捕虜 をア レマニア人か ら釈

放 させ るの に役立 った， とされている79)。 エ ゥギ ピゥスの報告 によれば， ド

ナ ウ河畔 ノー リクムの ラテ ン系人，及 び聖 セヴェ リーヌスが訪れ た諸地域 の

住民 はキ リス ト教徒で あった らしい。 例えば， パ ッサ ゥ(ラ テン名Batavis)

西 方 の今 日の村落 キ ンツ ィングK�zing(ラ テ ン名Quintanis)は 当 時 は大 き

な町で， この町のキ リス ト教徒 は数が多か った らしく， エ ゥギ ピゥスは， そ

の地 の司祭 ・僧 ・助祭 ・副助 祭 ・衛士janitor， 及 び尼 僧 などにっ いて述べ

てい ることか らして，階層的 に分化 した教会組織 のあ った ことが想定 され る。

ローマの二つの属州 ドナウ河畔 ノー リクムとパ ンノーニアとの境界点 に位置

す るパ ッサ ゥは， ドナウ河 ・イ ン河 ・イル ッ河Ilzの3河 川が交 わ る交通 の

要衝で， パ ッサ ゥにあ る現在の尼僧院 ニーダ ンブルクNiedernburgは ， 発掘

調査の結果，5世 紀 頃， 城砦 の内側，・嘗 ての僧 院ハイ リヒ ・クロィッHeilig

Kreuzの 上 に建て られ たことが分 り， 発掘現場 か らはゲルマ ン地域 との交流

を証明す る遺物 も出土 して いる80)。

 ドナウ河北 部地域 に広 が る上パ ル ッOberpfalz， フ ランケ ン地域 に はキ リ

ス ト教の痕跡 は見当 た らない。 ローマはア ゥグス トゥス帝 の時代 に西方 か ら

77) LMA， Bd. VIL， Sp.1806.

78)W.St�mer， Fr�es Christentum，5.8.

79) Ebd.，5.8.

80) Ebd.，5.8.
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マ イ ン河三角地帯Maindreieckに 侵 入 したが， 直 ぐ引 き上 げて しま った らし

い。従 って， ローマとの接点 を持 たなか ったに等 しい この地域 にはキ リス ト

教の痕跡 は窺えな い。 この ことか らして キ リス ト教の影響 は リーメスLimes

の 内 側に限定 され る， と言 えよ う。 しか しリーメスの内側 にお いて も
，253

年 か ら260年 に か けて ア レマニ ア人 や フラ ンク人 による度重な る侵寇 によ り

リーメスがその機能 を完全停止 す るに及 び， キ リス ト教 の残 滓す ら失 くな る。

5世 紀後半， 西方 の ドナ ウ河北部 に居住 していたア レマニア人 やテ ィー リン

ゲ ン人Th�ingerは そ の大多数が異教を信仰 して いたよ うで あるが， 東方 の

ドナ ウ河北部 に居 住 していた ゴー ト人 やル ーギ ァ人Rugierは ア リゥス派 キ

リス ト教徒 になって いた。聖 セヴェ リーヌスが良好 な関係 を結ん だのは この

ようなル ーギ ァ人で あった。

 476年 ， ロ ーマ皇帝 ア ゥグス トゥールスRomulus Augustulus(在 位475-

476)が 東 ゲルマ ン民族 スキー レン人Skirenの 傭 兵 隊長 オ ドアーカOdoaker

(在位476-493)に 帝 位 を奪われ， ローマ帝 国 は瓦解 す る。 フランク王 国で は

国王 ク ロー ドヴィヒ1世Chlodwig I.(在 位481-511)が486年 ローマのガ リア

総督 シャグ リゥスSyagriusを 打 ち破 る。 これ ら一連 の激動 はローマ教皇座

の影響力を益 々強 める。 それ まで ア リゥス派教徒 だ ったフ ランク国王 ク ロー

ドヴ ィヒ1世 も， オ ドアーカを破 って東 ゴー ト王国Ostgotisches Reichを 建

国 した国王 テオ ーデ リヒTheoderich(在 位474-526)の 後 継者 ヴ ィテ ィギ ス

Vitigis或 はWitigis(在 位536-540)も ， カ トリック信仰 に改宗 す る。 ラ ンゴ

バル ド王 国の場 合，上層部 ・民衆共 にア リゥス派 とカ トリック信仰の間を行

き来 するが，589年 国 王 ア ゥタ リがバ イエル ン太公 ガ リバル ド1世 の息女 で

カ トリック信徒 テ ゥデ リンデを妃 に迎 えて以後， カ トリック信仰 に定着 す 乙。

フラ ンク国王 テ ゥデベル ト1世Theudebert I.(在 位533-548)が545年 頃 「余

は神Gottの 加 護 によ り大洋 の波打 ち際 か ら ドナウ沿岸 ・パ ンノー ニアにま

で広 が る王国を建 設 した」 とビザ ンツ帝国皇帝 ユステ ィニアー ヌス1世Jus-

tinianus I.(在 位527-56ら)に その勢威を ひけ らかす とき， テ ゥデベル トの言

うそれ ら地域 においては， バ イエル ン， ア レマニ アを中心 と して， その上層
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部 が カ トリック化 されて いた， と考えて大過 あるまい。 これ ら地域で古 ゲル

マ ン人の異教の神 々が克服 され るのは凡 そ700年 頃 ，つ ま りカーロ リング家

宮宰が メーロヴィ ング朝 フラ ンク王国 の実権を掌握 した頃， とされ る。 この

時点を境 に墓所 に副葬品が見 られ な くなり，副葬品を排除す るキ リス ト教 の

埋 葬方式が広 まる81)か らで ある。

 さて， ローマ帝国 は瓦解 して もバ イエル ン地域 にはローマの豊か な遺産が

遺 された。諸地域を横断す る道路網 は無傷であ った し，古代 の中心的諸都市，

レーゲ ンスプル ク， パ ッサ ゥ， ザルッ ブル クも生 き長 らえ，6世 紀半 ば以後

これ らの都市 はバ イエル ン太公国及びその教会を支え る拠点 とな る。一方，

フランク王国は6世 紀末 に集 中的に東部 アル プスのキ リス ト教化政策を推 し

進 め るが，彼 らの努 力 も空 しく終 る。 と言 うの も，彼 らが建 設 した東 テ ィ

ロールOsttirolや ケ ル ンテ ンの司教区 も600年 頃 に はスラヴ人 の侵入 のたあ

消滅 して しま うか らであ る。 この頃アルプス前縁地 を訪 れたのがエ ゥスター

シ ゥスEustasiusで ， 彼 はボ ッビォに いたア イル ラ ン ド人聖 コル ムバ ー ヌス

der heilige Columbanus(ド イッ名 ：コルムバーンKolumban，*543一 †615)か ら指

示 を受 けてアルプス前縁地 を訪 れた。彼 は多数 の信者 を獲得 す る。 このエ ゥ

スターシ ゥスの宣教活動 がバ イエル ンにおける文書 に記録 された最初 の宣教

活動 となる82)。 これ らの宣教 活動 は従来 「ア イル ラン ド・ス コッ トラン ド系

のiro-schottisch」 と呼 ばれ て来 たが，「ア イル ラ ン ド ・フ ラ ンク系 のiro-

fr舅kisch」 と 呼ぶ 方 が適 切， との主 張が 近年 な されて い る。 そ の根拠 は，

ア イル ラ ンド人僧 らの大陸で の活動が成果 を収 めたとす れば， それは，彼 ら

が メーロヴ ィング王家 の支持 を得 られ た故，及 び，聖 コルムバ ーヌスを祖 と

す るアイルラ ンド系僧院 もフラ ンク王国 にお いて は速やか にフ ランク化 され

た故， とい うもの83)。バ イエル ンで のア イルラ ン ド・フラ ンク系宣教活動 に

81) Ebd.，5.14.

82) Ebd.， S.17.

83)Ebd.， S.17.同 様 の 見 解 をFriedrich Prinzも そ の 著 書Grundz�e der

 Entfaltung des abendl舅dischen M�chtums bis zu Karl dem Groﾟen， in：
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っ い て は， 文 献 上 の 記 録 は殆 ど無 い が ， 民 間 伝 承 ・信 仰 に は 残 さ れ て い る よ

う で あ る。 例 え ば ， 鐘 の 鋳 造 技 術 に 優 れ て い た ア イ ル ラ ン ド人 の 造 っ た 鐘 が

イ ル シ ェ ン ベ ル クIrschenberg(ミ ュ ン ヒ ェ ン南 東40km)近 傍 の 僧 院 ヴ ィ ル パ

ル テ ィ ン グWilpartingに あ る ， と さ れ て い た り， ア イ ル ラ ン ドの 聖 人 モ ヌ

スMonusは 梅 毒 の 守 護 聖 人 ， ま た ア イ ル ラ ン ド の 僧 フ ォ ル ト ヒ ャ ンFort-

chernは 今 日 で も鐘 鋳 造 者 の 守 護 者 と さ れ た り ， そ の 他 ， ア イ ル ラ ン ド人 は

農 業 に お い て も様 々 な 事 象 の 守 護 者 と な る 。 こ れ ら は ， 彼 らが 伝 道 の 際 ， 病

の 克 服 ・農 作 へ の 助 言 に 意 を 用 い た こ と に 発 す る の で あ ろ う84)。

 エ ゥ ス タ ー シ ゥ ス の 努 力 は あ っ た も の の ， バ イ エ ル ン に 当 時 ど の 程 度 キ リ

ス ト教 が 根 づ い て い た か は 明 ら か で な く， そ の 状 況 を 知 る に は， コ ル ビ ニ

ア ー ヌ スCorbinianus (ド イ ッ名 ：コ ル ビニ ァー ンKorbinian ，*700以 前 一†728/

730)が レ ー ゲ ン ス ブ ル ク に 到 着 し た と き の フ ラ イ ジ ン グ 司 教 ア ル ベ ォ に よ

る 「コ ル ビ ニ ア ー ヌ ス 伝 」 の 記 述 ： 「司 祭 た ち は こ の 地(； バ イ エ ル ン)で 高

  Johannes Erichson(hg.)， Kilian， M�ch aus Irland-aller Franken Patron：

  Aufs舩ze， M�chen， Haus der Bayer. Geschichte，1989， S.119で 表 明 して い

  る。 キ リス ト教 を 国 家 宗 教 と観 じ確 か な文 献 史 料 に基 づ い て 分 析 す る場 合 に は

  「ア イル ラ ン ド ・フ ラ ンク系 」 と い う形 容 も適 切 で あ ろ うが ， ア イ ル ラ ン ド系 僧

  院 自身 が 「ス コ ッ トラ ン ド人 僧 院Schottenkl6ster」(レ ー ゲ ンス ブ ル ク に 根 付

  い た 僧 団 で ハ ィ ン リヒ4世 の 保 護 を 受 けた)を 名 乗 って い る こ と も考 え合 わせ る

  と 「ア イ ル ラ ン ド ・ス コ ッ トラ ン ド系」 とい う表 現 もそ れ な りの 意 義 を持 と う。

  フ ラ ン ク王 国 の影 響 を重 視 す る とな る と， ドイ ッ史 な どの 叙 述 の 際 ， 随 所 で 「フ

  ラ ンク の」 とい う形 容 が必 要 に な ろ う。

84) Romuald Bauerreiﾟ， Irische Fr�mission舐e in S�bayern ， in：Joseph

  Schlecht(hg.)， Wissenschaftl. Festgabe aum 1200j臧rigen Jubil舫m des hl.

  Korbinian， M�chen， Anton Huber，1924， S.47ff.21世 紀 に入 った今 日の これ

  ら伝 承 の姿 を現 地 調 査 す る ゆ と り は， 残 念 なが ら， 筆 者 に恵 ま れ な か った。

85) F.Brunh�zl， Vita Corbiniani ，5.109.

86) リク セ ーユLuxeuil僧 院 の 影 響 下 に あ っ たEmmeramus(ド イ ッ名 ：エ メ ラ

  ムEmmeram) は， 彼 の 伝 記 「聖 エ メ ラ ー ム ス伝Vita et passio Sancti

  Haimhramni Martyris」(772年)を 著 した ア ル ベ ォ に よれ ば ，7世 紀 末 に レー

  ゲ ン ス ブ ル ク に宣 教 に 来 る前 は ポ ァテ ィ エPoitiers司 教 を 務 め た。 彼 はバ イエ

  ル ン太 公 テ ー オ ドか ら教 会 組 織 化 の任 を与 え られ る が， 数 年 後(714年?)太 公
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く評 価 されていた85)」， 或 いは同 じくアルベ ォによる 「聖 エメラームス伝86)」

の叙述 ：「バ イエル ンには既 に多数 の聖職者 が居 た」 な どか ら推 測す る以外

に無 い。 ここに述 べ られてい る聖職者 が， どこで教育 を受 け， どこか らバ イ

エル ンに来 たか， は分 っていないが，彼 らの一部 がア イル ラン ド ・フランク

系宣教 の流 れを汲 んでい ることに疑 問はない。

 エ メ ラームス と異 な って， その宣教活動 ゆえに高 く評価 され る聖人 がザル

ッブルク司教 ルペル トゥスRupertus (ドイッ名 ：ルーペァトRupert，*?一 司教

696?一†718?)で あ る。 彼 は晩 くも695/696年 に はバ イエル ンを訪 れて いたよ

うで，太公 テーオ ドに招 かれて レーゲ ンス ブルクに来 るが，彼 は レーゲ ンス

ブル クを早 々 に後 に し， エ ンス河 口の ロル ヒを経 て，太 公 か ら拝領 したユ

ヴ ァー ヴムIuvavum(ニ ザ ルッブルク)に 入 る。 この と き既 に城 砦 に はマル

テ ィー ン教会Martinskircheが 存 在 して いた。696年 頃 ，ザ ル ッブル ク司教

とな った彼 は ノ ンベ ル クNonnbergを 建 立 す る。 この尼僧 院 は，文献 上，

バ イエル ン初の尼僧院 とされ る。 僧 院ザ ンク ト ・ペー タSt . Peterが 彼 の手

に成 ったか どうか，彼 は単 にそれを改修 したのみか どうか， は明 らかで はな

いが， ザル ツ ブルクの遙 か南 方 ポ ンガ ゥPongauの ビ シ ョフ スホー フ ェ ン

Bischofshofenに あ るマ クシ ミー リァン僧院Maximilianszelleは 彼 とラテ ン系

のあ る家族 によ って711年 頃 造 られ たことは明 らか にな って いる。ザ ルッブ

ル ク地域 に は715年 以 前 に既 に三っの僧院が建立 されて いた訳であ る。 この

よ うな聖 ルペル トゥスの活動か ら我々 は，ザル ッブル ク及びその周辺 には当

の 息 女 ウー タUtaを 誘 惑 し妊 娠 さ せ た ， との 濡 れ衣 を 着 せ られ， そ の兄 ラ ン ト

ペ ル トLantpertに よ り拷 問 の上 惨 殺 さ れ る。 W . St6rmer， Fr�es Christen-

tum， S.20に あ るよ う に， エ メ ラー ムス が 聖 人 に な った の は この 惨殺 事件 に よ る

ので あ って， 彼 の布 教 活 動 か ら来 る もの で は な い。 エ メ ラー ム ス が レー ゲ ンス ブ

ル ク に居 た の は 前 述 の 伝 記 に よ れ ば3年 間。 彼 の 没 年 につ い て は，8世 紀 後 半

説 ，714年 説 ，652年 説 等 ，様 々 な議 論 が あ る(W.St6rmerの 上 述 書S.21)。 尚，

「司 教」 に つ い て 付 言 す れ ば， 当 時 の 司 教 は， 若 干 例 を 除 け ば， 国 王 や 太 公 ，

ロ ー マ教 皇 か ら任 命 さ れ る の で は な く， 当該 地 域 の聖 職 者 会 議 等 で聖 職 者 に よ り

選 出 され た。
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時 既 に多 くのキ リス ト教信者が存在 した， と推定 して よい。バ イエル ン太公

テーオ ドは，領国政策 に積極的 に取 り組む と同時 に，各領域 のカ トリック信

仰の芽生 えを大切 に し，教 会政策 にも先進 的 に対 応 した， と言え よう。

B.シ ュヴ ァーベ ンの場 合1： ア ラマ ンニAlamanniの 名 が史料 に初 出す

るの は213年 で87)， この年， ローマの カ ラカラ帝Caracalla(在 位211-217)は

マ イ ン河畔 で騎馬 によ る戦 いに優 れたゲルマ ン人 と戦 う。 このゲルマ ン人集

団 が ア ラマ ンニ，所謂 ア レマ ニ ア人Alemannenで あ った。彼 らは， シ ュ

ヴァーベ ン人Schwabenと も呼ばれてい るとごろか ら， ゲルマ ン人 の一・部族

スエ ーベ ン人Sueben或 はSwebenの 出 自と推定 されて い る。 そ の居 住域 が

ア レマ ニアAlemannien， シ ュ ヴ ァーベ ンSchwabenと も呼 ばれ る所以 で あ

る。 彼 らはマイ ン河畔 にその居住域を拡大 ・確保 し，233/234年 頃 か ら十分

の一税地域88)agri decumatesに 侵 入，259/260年 に は リーメスを突破， ドナ

ウ河越 えを果 た して入植地を拡大 す る。270年 頃 に はゲル マ ンの一部族ユ ー

トゥング族Juthungenも ア レマニア人 に合流 す る。 当時の ア レマ ニア人 は国

王 を持 たず諸部族 が分立 す る89)が， 諸部族 の首領 たちは相互 に血 縁関係にあ

り， その政治力 ・軍事力 で他 の豪族 たちを上 回る， とい う諸部族 中心 体制の

元 に暮 して いた よ うで あ る。456年 に は彼 らの存在 が ライ ン左 岸 で記 録 さ

れ90)，彼 らは この頃には， 東 ゴー ト王国国王 テオーデ リヒTheoderich(在 位

451-526)の 統 治下 に置か れていた模様 で， その庇護 の元， エルザスElsaB，

87) Johannes Hoops(hg.)， Reallexikon der Germanischen Altertumskunde

 (以 下RGAKと 省 略)， Bd.1， StraBburg， Verlag von Karl J. Tr�ner，1911-13，

 5.57.

88)Dekumat[en]1andと も言 わ れ， ライ ン右 岸 の マ イ ン下 流 域 辺 り か ら ドナ ウ上

 流 域 に達 す る地 域 を言 う。

89)RGAK， Bd.1， S.58に よ れ ば， Brisigavi族 は ラ イ ン上 流 フ ラ ィ ブル クFrei-

 burg周 辺 の ブ ラ ィ ス ガ ゥBreisgauに ， Lentienses族 は ボ ー デ ン湖 の 北 岸 リン

 ッ ガ ゥLinzgauに ， Bucinobantes族 は マ イ ンッ周 辺 に， それ にRaetiaと の 関

 連 で 名 を得 たRaetobarii族 等 が 分立 した 。

90) RGAK， Bd.1，5.59，
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パ ル ツPfalzに 侵 入，或 いはパ ッサ ゥまで侵 出 して ドナウ南岸 に植民 を試 み，

南方で は現 スイスSchweizを も勢力下 に収 あ る。

 この ような ア レマニ ア人の勢力拡大 は，当然，西方 のフラ ンク人 との軋轢

を生 む。496/497年 以 後 ， フランク国王 クロー ドヴィ ヒ1世 はア レマニア人

と戦 いを構 え る。 ア レマニ ア人 との戦 いで九死 に一生を得，更 にフラ ンク軍

を勝利 に導 いた異教徒 クロー ドヴィヒは， これを機会 にカ トリックに宗 旨替

えす る。彼 の妻 ， ブル グン ド王 女 で 敬 虔 な カ トリック教 徒 ク ロテ ィルデ

Chlothildeの 影 響 に重ねて， 若 い時か らの ラ ンス司教 レミ-ギ ゥスRemigius

(*438一†533?)と の 良好な関係 もこれ には作用 して いたで あろ うが， フランク

国王 のキ リス ト教入信 はゲルマ ン世界 にキ リス ト教 を広 あ る大 きなキ ッカケ

となる。536/537年 に東 ゴー ト王国 が滅亡す ると， 時の フランク国王テ ゥデ

ベル ト1世 はア レマニア人 をその支配下 に置 く91)
。 フ ランク王国 はア レマニ

アに太公制度を導入， フラ ンク国王 によ り太公 が任免 される こと となる。最

初 の太 公及 び軍 司令官 にア レマ ニア人 の中か ら二人 の兄弟 レゥタ リ92)Leu-

thari(生 没年等は不詳)と ブテ ィ リンButilin(生 没年等は不詳)が 任 ぜ られ る
。

539年 テ ゥデベル ト1世 の命 によ りイ タ リアに出兵 した この両人 は，553年

頃以降， イタ リアで 自立性 を高 める。 フランク国王 テゥデバル ド93)がビザ ン

ッ帝国 への配慮 か らイ タ リアへの深入 りを避 けたの に対 し， この二 人 はイタ

リアを蹂躙す る。 しか しフランク王 国に とって大事 に至 らぬ うちに， レゥタ

91)W.St�merはFr�es Christentum， S.26で ， 東 ゴー ト王 国 ・フ ラ ン ク王

 国 ・ア レマ ニ ア ・バ イエ ル ンの4者 の関 係 にっ い て， ご く簡 単 に纏 め れ ば， 以 下

 の よ う に述 べ る ：536/537年 に東 ゴ ー ト王 国 が 滅 亡 して 初 めて テ ゥデ ベ ル ト1世

 は ア レマ ニ アを そ の 支 配 下 に置 くこ とが で き た ので あ り， ま た ア レマ ニ ア が フ ラ

 ン ク王 国 に服 属 して 初 め て バ イ エル ン太 公 国 が 誕 生 す る こ と と な る， と。 的 を射

 た発 言 で あ る。

92)LMA， Bd. v， Sp.1921に よ れ ば， レ ゥタ リは ダ ー ゴ ベ ル ト1世 及 び宮 宰 大 ピ

 ピー ンPippin der Altereの 死(639年)後 ， ア ゥス トリアAustria宮 廷 内 の陰

 謀 に介 入 した。

93)本 稿53ペ ー ジ参 照 。
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リは病に倒れ ブテ ィ リンは兵 と共に敗死す る。 その後 もア レマニ ア人の太公

たちがア レマニアを総 括す るが，それ ら太公がカ トリック信徒 であ った こと

は疑 い無 かろ う94)。

 フ ランク王 国はア レマニ アにお ける活 動拠点 を， フラィブル ク南方 で大 き

く東方 に屈 曲 して上 流 に向か う辺 りの ライ ン河南部及 び ボーデ ン湖Boden-

see周 辺 に置 いた。 その理 由は， この地域 に は長期 に亙 って既 に ローマの風

習及 びキ リス ト教 が伝播 し， それが彼 ら支配者 に有利で あったか らで95)， こ

の地域一 アルプス北側 の現 スイス地域一 一は文化 的に も宗教 的に もア レマ

ニアの核を成 して いた。 クロータル2世 及 びその子 息 ダーゴベル ト1世Da-

gobert I.(ア ゥス トリア国王在位623-632， ノ ィス トリア及びブルグンド国王在位

629-639)は ， 当時 その多 くが未 だ異教徒 であ ったア レマニア人 を宣教 するた

あ， チュー リヒZ�ich西 方 の ヴ ィンデ ィシWindisch司 教 区を ボーデ ン湖

畔 のコ ンスタ ンッKonstanzに 移 す。

 先 に触れ たア イルラ ン ド・フラ ンク系宣教者聖 コルムバ ーヌスは，590年

頃 ア ゥス トリアに接す るブルグ ン ドの町 リクセーユに僧院 を建立， そこを彼

の宣教 基地 と して いた。彼及 び彼 を信奉す る僧 たちの厳 しい禁欲生活 はメー

ロヴィング朝国王及 び地元豪族 の支持 を生む。 しか し彼 は， メーロヴ ィング

朝国王か ら彼の建立 した諸 僧院を フラ ンク王国 の既 にきっち り固 まった階層

的教 会組織 の中 に組 み込 む よう求あ られ たとき， それを敢然 と拒否す る。彼

は更 にテ ゥデ リヒ2世Theuderich II，(ブルグンド国王在位596-613， ア ゥス トリ

ア国王在位612-613)の 不 行跡 を厳 しく批判， 王の庶 子 に対 す る祝福を拒絶 し，

609/610年 ， 彼 は リクセ ーユか ら追 われ る96)。610年 彼 はボーデ ン湖 に腰 を

落着 け， 聖 ガル スSankt Gallus(*?一 †650?)と 共 にア レマ ニア領内を宣教す る

が， この地 におけ るコル ムバー ヌスの宣教 は成果 を挙 げた， とは言 い難 い。

即 ち， ブレーゲ ンッBregenzは ゲ ルマ ン人居住域 とラテ ン系人居住域 の境 に

94)W.St�mer， Fr�es Christentum，5.26.

95) LMA， Bd.1， Sp.264.

96) Ebd.， Bd. III， Sp.65f.
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位 置 し， その地 の アレマニア人 はカ トリック信仰 を受入 れはす るものの異教

の神 々崇 拝か ら遠 ざか り もしなか った。 ところが，妥 協 を知 らぬ聖 コル ム

バー ヌスは， ブ レーゲ ンッのア ゥレー リァ教会Aurelia-Kircheに 置 かれて い

た異教 の神 々の三 つの像 を撤去す る。 この事件 は地元民 との対立 を敵対 的関

係 にまで悪化 させ て しまい，彼 はブ レーゲ ンッを去 る。彼 は ランゴバル ド王

国 を経 て，613年 ， ラ ンゴバ ル ド国王 アギル ル フ及 びそ の妃 テ ゥデ リンデ

(本稿53ペ ージ参照)の 元に身を寄せ， 彼 らか らカ トリック僧院 ボ ッビォの建

立 を許 される。 フランク王 国を統一 した クロー タル2世Chlothar II.(ノ ィス

トリアNeustria国 王在位584-629， ブルグンド国王613-629， ア ゥストリア国王在位

613-623)は コル ムバー ヌスを王国 に呼 び戻 そ うとす るが，そ れ は果 たせ な

か った。彼 はその後間 も無 い615年 に ボ ッビォで死去す る。

 一 方，聖 コル ムバ ーヌスの ア レマニ アにお ける同伴者で あった聖 ガルスの

宣教 は著 しい成 果を挙 げ る。 ガル スは ボーデ ン湖南岸 アル ボ ンArbon近 傍

の シュ タイナハ タールSteinachta1で 隠 遁生 活 を送 りつっ， ここを基地 に彼

は布教 活動を繰 り広げ る。 リクセーユか ら宣教 者が来 る以 前に既に コ ンスタ

ンツに は司教座 が置かれていたが， この司教座 の司教職 が前 任者の死去 によ

り空席 にな った とき， ラェテ ィア生 まれの ヨハ ネ スJohannesが そ の後任 に

任 じられた。 この ヨハ ネスを推薦 したのが ガルスだ った97)。隠遁 者た る聖 ガ

ルスは，聖 コルムバー ヌスが抱 いた僧集 団の理念 をア レマニアの地 で現実化

した， とされ る。

 メ ー ロヴィング朝 フランク王国 はク ロー ドヴィヒ2世Chlodwig II.(ノ ィス

トリア及びブルグンド国王在位639-657， ア ゥス トリア国王656-657)の 治 世 を経 て

衰退 に向か う。 フランク王国 の国有地 は一部 ア レマニア人 によ り私領化 され

豪族が力 を得 る。 カー ロ リング家宮宰中 ピ ピー ンPippin der Mittlere(在 職

687/688一†714)及 び カール ・マルテル(在 職720以 前一†741)は ， ア レマニアに

お ける フラ ンク王 国支配 の再興 を意図 し， ア レマニア太 公 ゴ トプ リ ドGott一

97)W.St�mer， Fr�es Christentum，5.27.
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frid(*?一 †709)が709年 に死去 す ると， 宮宰中 ピピー ンは数次 に亙 って ア レ

マニ アを攻撃 す る。 ア レマニア人 は屈服 しない。 この間を縫 って719年 頃 聖

ガ ルスに因 んだ僧 院 ザ ンク ト ・ガ レンSt. Gallenが ア レマニ ア人 オ トマー

Otmarに よ り建設 され る。722年 の カール ・マルテルの ア レマニア攻撃 の後，

723年 カ ーロ リング家宮宰 に よるフラ ンク王 国支配 に反抗す る暴動 が起 こる。

それが鎮圧 され ると太公側 とフ ランク王国宮宰 との間 に休戦状態 が続 いたよ

うで， その間の724年 頃， 僧院 ラ ィヒェナ ゥReichenauが 宮 宰 カール ・マル

テル と ピル ミーニ ゥスPirminius(*?一 †755)に よ り建立 ・完成 され る。 カー

ル ・マル テルの僧院建立 の意図 はこの僧院 を自分 の支配拠点 と して活用す る

ことにあ り98)，彼 は僧院長 に ピル ミーニ ゥスを起用 す るが， ピル ミーニ ゥス

は727年 に ゴ トブ リドの子息 で太 公の ラ ントブ リドLantfrid(*?一 †730)に よ

りラィヒェナ ゥか ら追 い出される。 この追 い出 し騒 ぎはカール ・マル テルを

刺激 し，730年 カ ール ・マル テルとの戦闘 でラ ン トブ リ ドは死去 する。

 考 古学 は レヒ河 まで のア レマニアにおけるキ リス ト教 の広 ま りを どう判 断

す るか， とい うと，死 者 の埋 葬 状況 か らす る と，7世 紀 末， 或 い は場所 に

よって は8世 紀 初頭 まで， ア レマニア全域 において副葬品 を伴 う異教 的埋葬

法が行 われていたが， その後，教 会周辺で の埋葬 は副葬品 を伴 わないキ リス

ト教 的埋葬 に替 わ る。 とは言 うものの，副葬品 を伴 う埋葬が行 われ たア レマ

ニア人 の間に もキ リス ト教徒 の存在 が推定で きる
， とす る。 その根拠 は，富

裕層 の墓地 で，遺体 に掛 け られた布 に金箔 を十 字形 に切 った金箔十字Gold-

blattkreuzが 縫 い込 まれ， 副葬品 と して用 い られて いることで ある。 この金

箔十字 は ランゴバ ル ド地域か ら伝 わ った もので， アルプス北部 で はア レマニ

アにのみ 出土 して いる。 その出土地域 は広範 に亙 り， ライ ン上流域 か ら東 は

レヒ河 まで，北 はネッカ ーNeckar流 域 か ら リースRies地 方(凡 そヴェルニッ

W6rnitz流 域)に まで及ぶ(尚 ， キ リス ト教徒の副葬品としては7世 紀頃の胸飾 り

十字Pektoralkreuzが フランケンのタゥバー河谷から一つ出土 している99))。ア レマ

98) LMA， Bd.1， Sp.265.

99)W.St�mer， Fr�es Christentum，5.30 .
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ニ アの場合，バ イエル ンにお けるよ りもラテ ン系文物が継承 された痕跡 は少

な く， カ トリック信仰 は主 と して豪族 の居所 に根付 き，そ こか ら彼 らの支配

領域 に広 まった， と考え られ る100)。

C.フ ラ ンケ ンの場合1： フ ラ ンケ ンFrankenは 現 バ イエ ル ン州 の北 西部

に広 が る地 域 で， ラ ヴェ ンナの地 理 学 者101)Geographus Ravennasの 言 う

AscaphaとUburzisが ア シ ャフェ ンブル クAschaffenburgと ヴ ュルツ ブル

クW�zburgに 当 た るな らばlo2)，マ イ ン下 流域 とヴュル ッ ブル ク周 辺 は，

フ ラ ンク国 王 ク ロー ドヴィ ヒ1世 が ア レマ ニ アに勝 利 した500年 頃 に は，

メーロヴ ィング朝支配下 に置か れた， と判断 されるが， フ ランケ ンの大部分

はテ ィー リンゲ ン王国Th�ingerreich領 だ った。 同王家 にはア リゥス派 キ リ

ス ト教並 びにカ トリック信仰が入 って いた。が， そのよ うな信仰 を持 ったの

は王家 の一部 に過 ぎず，領民全体 にキ リス ト教信仰 は広が って いなか った，

と考え られ る。 ア レマニア人 の元 に広 まった金箔十字 もフ ランケ ンか らは出

土 してい ないlo3)。 ライ ン左岸 に位置す るマ イ ンツの司教 は6世 紀半 ば にラ

イ ン右岸 のマイ ン河 との合流点 に既 にキ リス ト教信仰 の始 ま りを見て， マイ

ン上流域 の宣教 に入 る。同様 にヴォルムスの司教 もネ ッカー河沿 いに上流 に

向か って宣教工作 に入 る。 これ ら6世 紀及 び7世 紀 における ライ ン右岸 の宣

教が どの程度成果 を挙 げたか は， しか しなが ら， ま った く不明で ある104)。

100) Ebd.， S.29f.

101) LMA， Bd. IV， Sp.1270f.に よ れ ば ， Anonymus Ravennasと もder Geo-

 graph von Ravennaと も呼 ば れ る地 理 学 者 で ，700年 頃 に古 代 及 び初 期 中世 の

 史 資 料 を基 に して イ ン ドか らア フ リカ ・ヨー ロ ッパ に亙 る地 図 を ラ テ ン語 で作 成

 した。 彼 の地 図 は読 ま れ も し評 価 も受 け た が， 後 世 へ は影 響 は少 な か った。

102)W.St�mer，5.30.

103) Ebd.，5.30.

104) Ebd.，5.31.

105)LMA， Bd. V， Sp.ll36f.に よれ ば， ア イル ラ ン ドで の司 教 の地 位 を捨 て た キ リ

 ア ー ヌ ス を含 め て12名 の宣 教 者 が ヴ ュ ル ッ ブ ル ク に来 る。 彼 らの 目的 は 「わ た

 しの 名 の た め に， 家 ， 兄 弟 ， 姉 妹 ， 父 ， 母 ， 子 ， 或 い は畑 を捨 て た者 はす べ て，

 そ の 幾 倍 もを受 け，ま た永 遠 の い の ち を受 け継 ぎ ます 」(聖 書 ・新 改 訳 ， 日本 聖 書
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7世 紀 後 半 ， ア イ ル ラ ン ド人 宣 教 者 キ リ ア ー ヌ ス105)Kilianus(ド イ ッ 名 ：

キーリァンKilian，*?一 †689?)が フ ラ ンケ ンのマイ ン中流域 の宣教 に入 る。 キ

リアーヌスの伝記 「キ リアー ヌスの受難Passiones Kiliani」2書 はマイ ン中

流域 にお け るキ リス ト教宣教 の様子 を伝 え る唯一 の史料 であ るが，具 体的

データに乏 しく， 我 々がこれ らか ら知 り得 るのは， キ リアー ヌス及 び11名

の同行者 の， キ リス トの教え に無条件的 に従わん とす る強 い主観的意思 のみ

で， フラ ンケ ン領民 の宣教 につ いて は殆 ど知 り得 ない。当時 のヴュルッブル

クは一 つ の太公 領 を形成 し，ヘ ーデ ン家106)が4代 に亙 って太公 を出 して い

た。 キ リアーヌスが宣教 に成 功 したの はヘーデ ン家第3代 太公 ゴッベル トと

その取 り巻 きに関 してのみであ ろう。

 次 ぎに外国人宣教 者 として フランケ ンに入 ったの はア ングロ ・サ クソ ン系

 刊 行 会 ， い の ち の こ とば 社 ，1971年 ， 「マ タ イの 福 音 書 」 第19章 第29節)と い

 うキ リス トの 教 え を絶 対 的 に 実践 す る こ とに あ った。 キ リア ー ヌ スの 受 難 は フ ラ

 ン ケ ン太 公 家 の婚 姻 問 題 へ の 介 入 に 起 因 す る ：彼 は ヘ ー デ ン家Hedene第3代

 目の 太 公 ゴ ッベ ル トGozbert或 はGozbaldに ， そ の 妻 ゲ ィ ラナGeilanaと 離 別

 す る よ う求 め る。 とい うの も， ゲ ィ ラナ は ゴ ッベ ル トの死 ん だ兄 弟 の 妻 だ った か

 らで ， この 種 の婚 姻 は， ロー マ法 や ゲ ル マ ンの慣 習 で は 問題 に な らな くて も， 教

 会 法 で は許 され な か った。 これ を知 った ゲ ィ ラナ は キ リア ー ヌス と彼 の 同 伴 者 コ

 ロ ナ トColonat及 び ト トナ ンTotnanを 奸 計 に か け て 殺 さ せ る。 こ の 受 難 に よ

 りキ リアー ヌス は特 に マ イ ン ・フ ラ ンケ ン地 域 で崇 拝 され， ア イル ラ ン ドで も9

 世 紀 に は キ リア ー ヌ ス信 仰 が 生 ま れ る。 キ リア ー ヌ ス は 「フ ラ ンケ ン人 の使 徒

 Frankenapostel」 と も呼 ば れ る。 キ リア ー ヌ ス信 仰 は， 従 って， エ メ ラー ム ス

 信 仰 と似 た よ うな性 格 を持 っ(本 稿 註86参 照)。

106)LMA， Bd. IV， Sp.1985に よれ ば ， ヘ ー デ ン家 は後 期 メー ロ ヴ ィ ン グ朝 時 代 に

 ヴ ュル ッ ブル ク周 辺 の マ イ ン河 地 域 及 び テ ィー リ ンゲ ンに お い て 太公 職 に 就 き，

 初 代 が フル ォデ ィHruodi， 続 い て ヘ ー デ ン1世Heden I.， ゴ ッ ベ ル ト， ヘ ー デ

 ン2世Heden II.で 終 る。 ヘ ー デ ン1世 は642/643年 に フ ラ ン ク王 国 と共 同 行 動

 を と って テ ィー リ ンゲ ン征 圧 に貢 献 し， 更 に 「リブ ア リア法 典Lex Ribvaria」

 の立 法者 と して は只 一 人 そ の名 が 知 られ て い る。8世 紀 に入 る とヘ ー デ ン2世 が

 第4代 太 公 職 に 就 く。 彼 は妻 テ ォ ドラ ダTheodradaと 協 力 して ア ング ロ ・サ ク

 ソ ン系宣 教 者 ヴ ィ リブ ロ ル ドを助 け そ の仕 事 を成 功 さ せ る。 ヘ ー デ ン2世 に っ い

 て は717年 頃 に そ の名 が 記 録 され て い るが ， 彼 は そ の直 ぐ後 カ ー ル ・マ ル テ ル の

 策 動 に よ り解 職 さ れ る。
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宣教 者 ヴィ リブロル ドWillibrord(*657?一739)で ， ヴュルッブルク最後の太

公ヘ ーデ ン2世 が彼 に協 力 した。 ヘ ーデ ン2世 は ヴュル ッブル ク城 砦 に僧

院 ・尼僧 院を建立 し，教会組織化 にも手を染あ， テ ィー リンゲ ンを宣教す る

ヴィ リブロル ドらに，704年 テ ィー リンゲ ン内 の自 らの所領 をその物的基盤

として提供 した りして もいる。 しか し719年 ， ヴ ィリブロル ドはその 目を プ

リー ス ラン ドFrieslandに 向 け る ことにな る。 と言 うの も同年， ヘー デ ン2

世 がテ ィー リンゲ ンの豪族 との紛争 に起因 して太公位 を失 い， フラ ンケ ン地

域 の政治 的中心 が消滅 したか らで， この事変 によ りフラ ンケ ンのキ リス ト教

化 は旧の木 阿弥に戻 るlo7)。

 考 古学 はフランケ ンの状況を どう判断 して いるか， と言 うと，嘗て は， フ

ランケ ンで は650年 か ら800年 にか けて墓所 の副葬品が徐 々に減少 しやがて

完全 に無 くな る， と想定 したが108)， 現 在 では， 凡 そ700年 頃 ， 晩 くと も8

世 紀 に入 って直 ぐ，ハ スベ ァゲHaBberge及 び シュタイガー ヴァル トSteiger-

wald西 方 の フ ランケ ンに関 して は，列状墓地Reihengr臙erで の 副葬 品を伴

う埋葬 は， ヘ ッセ ン， ア レマニ ア，バ イエル ンにお けると同様，殆 ど完全 に

消滅 す る， と判 断 してい る109)。

D.バ イエル ンの場合2： バ イエル ンで は， 先 に見 たよ うに， バ イエル ン

太公 テー オ ド(在 位680?一717?)の 子 息 ラ ン トペル トが聖 エメラームスを拷問

にかけ殺害 したため， テーオ ド太公の宿願で あるバ イエル ンにお ける教会組

織確立 問題 が頓挫 して しまう。715/716年 テ ーオ ドはローマに旅立つ。 この

旅 は巡礼 の旅 とも贖罪の旅 とも言われ るが， この当時 フラ ンク王国 は，宮宰

中 ピピー ンの死(714年)後 ，異教徒 フ リーゼ ン人Friesenや ザ クセ ン人 を巻

き込 んでの ノィス トリアとア ゥス トリアの対立，及 びメーロヴィ ング家内部

の跡 目争 いで大混乱 に陥 って いた110)。偶 然 の こ となが ら， この状況 は太 公

107)W.St�mer， Fr�es Christentum， S.74.

108) RGAK， Bd.2， Straﾟburg， Verlag von Karl J. Tr�ner，1913-15，5.83.

109)W.St�mer， Fr�es Christentum，5.35.

110) 中 ピ ピ ー ン の 庶 子 カ ー ル ・マ ル テ ル が 宮 宰 職 に 就 く の は720年 頃 か ，そ の 直 前 。
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テ ー オ ドに と って政治 的に非常 に有利 であ った。彼 は ローマで教皇 グ レゴ

リゥス2世(在 位715-731)と バ イエル ンにおける教会組織建設 につ いて話 し

合 い，教皇座 の意 向を尊重 しつつバ イエル ンの司教区 の設定や司教 ・大司教

等 の人的配置 を行 な うことを取 り決 める。 この取 り決 めによ りローマとバ イ

エル ン太公国 の結合 は強 め られ る。 しか しテーオ ドが この取 り決めを具体化

で きな いで いたとき， フラ ンク王国の中核地帯であ るセ ーヌ河中流域出身 の

宣教 者聖 コル ビニアー一ヌス(*700以 前一フライジング司教725?一 †730?)が レーゲ

ンスブル クにテーオ ドを訪ねて来 る。 テーオ ドは彼を歓迎 す る。太公 テーオ

ドの コル ビニ アー ヌス歓迎 は， キ リス ト教 の宣教成果 と同時に， バ イエル ン

の教 会組織 化 を期 待 して であ ったろ う111)。太 公 テー オ ドの没後，聖 コル ビ

ニアーヌスは フライジングに部分太公 グ リモ ァル ドを訪 れる
。彼 か らもコル

ビニアーヌスは熱烈 な歓迎 を受 ける。 コル ビニアーヌスは太公邸 内の シュテ

フ ァン教会Stephanskircheが 在 った所 に僧院 ヴァ ィェ ンシ ュテ フ ァンWei-

henstephanを 建 立 す る。だ が， その後，彼 は フラ イジ ングか ら南 テ ィロー

ルS�tirolの マ ィスMais近 傍 の クー エ ンスKuensに 居 を移 して しま う

(クーエンスに彼はグ リモァル ドの援助を得て720年 僧院 ヴァレンティンValentins-

zelleを 建立 していた)。 転 居の理由 と して， 彼が太公 グ リモ ァル ドと公妃 ピリ

トル ー ドの婚姻112)を批 判 した ことを挙 げ るこ とがで きよ うが，当時，即 ち

725年 頃 には， バ イエル ン太 公国の跡 目争 いに 目を付 けたカール ・マル テル

がバ イエル ンに介入 して きた し，謀殺 によ るとも言 われ るグ リモ ァル ド太 公

の死亡事件 もあ った し，等 でバ イエル ンは大揺 れに揺 れていた とい う事情 も

絡んで いたよ うであ る。 コル ビニアーヌスのクーエ ンスへ の転居 は，避難 で

もあった らしい。 その後，彼 は フライジ ングに復帰す るが，間 も無 く死去，

遺骸 はクーエ ンスに葬 られ る。因み に， レーゲ ンスブルクの聖 エメ ラームス，

ザル ッブル クの聖 ルペル トゥス， フラ イジ ングの聖 コル ビニアーヌスは，宣

111)W.St�mer， Fr�es Christentum， S.38f.

112) ピ リトルードはグリモァル ドの死亡 した兄弟テーオドアル ドの妻であった。

  この種の婚姻は，本稿註105に あるように，教会法では許されない。
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教 史上 「バ イエル ン人 の三使徒drei Apostel der Bayern」 と呼ばれ る。

 グ リモ ァル ドの死後，全 バ イエル ン地域 を統治 す ることになったフクベル

トが736年 に死去 す ると， ア レマニア太公 ゴ トプ リド(宰?一†709)の 子 息 オー

デ ィロ(在 位736?一748)が バ イエル ン太公位 を継 ぐ。 彼 はフラ ンク王国宮宰

カール ・マルテル(在 職720以 前一741)と も良好 な関係 にあ ったため，教会組

織 の策定 において大 きな行動 の 自由を獲得す る。 彼 は，739年 ， 行動的 で有

能 な聖職者 ボニ ファーティ ゥスをバ イエル ンに招 く。既 に教皇特使 に任 ぜ ら

れていた ボニ ファーティ ゥス113)Bonifatius(*672/675一 †754)は ， 嘗 てバ イエ

ル ン滞在中(733/735年)に 得 た諸種情報 を勘案 し， 同年， 太公 オーデ ィロ

と共 に， テーオ ド太公時代の教会組織化案 に基づ いてバ イエル ンを4分 割 し，

レーゲ ンス ブル ク司教 区， フ ライジ ング司教 区，ザ ル ッブル ク司教 区及 び

パ ッサ ゥ司教 区を設定，前3者 にっ いて各 々その司教 を任命， パ ッサ ゥ司教

につ いて はその任命を ローマ教皇 に委ね114)，4司 教座 の設置，4司 教 の任命

113) LMA， Bd. II， Sp.417ff.に よ れ ば， ボ ニ フ ァー テ ィ ゥス の本 名 は ヴ ィ ン フ リー

 ドWinfrid。 彼 は エ ク セ タExeter出 身 の ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン系 宣 教 者 で，716

 年 春使 命 感 に燃 え て フ リー ス ラ ン ドの 宣 教 に赴 くも フ ラ ンク王 国 の支 援 を得 られ

 ず 失 敗 に 終 る。719年 ロ ーマ 教 皇 は彼 に宣 教 の全 権 と ボ ニ フ ァー テ ィ ゥス の名 を

 与 え る。721年 ヘ ッセ ン， テ ィー リンゲ ン地 域 の 宣 教 に従 事 ，722年 宣 教 上 の必

 要 か ら彼 は教 皇 に服 従 誓 約 を 行 って 教 皇 か ら司 教 が 持 っ 聖 別 権 ・司法 権 を 得 る。

 723年 以 後 は カ ー ル ・マ ル テ ル の 宣 教 許 可 証 を 得 て ヘ ッ セ ンHessen， テ ィー リ

 ン ゲ ン地 域 の宣 教 を 完 成 ， そ の 証 と して ブ リッ ラ ーFritzlar近 傍 の ガ ィ ス マ ー

 Geismarに 聳 え 立 っ カ ッ テ ン族 の 部 族 神 ドー ナ ルDonar(=雷 神)に 捧 げ られ

 た ナ ラの 木 を 切 り倒 す 。732年 彼 は教 皇 か ら司 教 に任 ぜ られ， 教 会 法 に 基 づ く新

 司 教 区 設 定 権 ・大 司 教 任 命 権 を手 に し，737/738年 に は教 皇 特 使 に任 ぜ られ る。

 これ に基 づ き彼 はバ イ エ ル ンの教 会 組 織 を完 成 させ ， 更 に カ ー ル ・マ ル テ ル の 長

 子 で ア ゥ ス トリ ア宮 宰 カ ー ル マ ンKarlmann(在 職741-747一 †754)の 援 助 も得

 て ヴ ュ ル ッ ブ ル ク， ビー ラ ブ ル クB�aburg， エ ァ フ ル トErfurtの 司 教 区 も設

 定 す る。 前2者 はそ の後 マ イ ンッ司 教 区 の許 に緯 合 さ れ る。 ボ ニ フ ァー テ ィ ゥス

 は 「ドイ ッ人 の使 徒Apostel der Deutschen」 と呼 ばれ る に相 応 し く， その 後

 の ドイ ッ に纏 ま る様 々 な地 域 に そ の足 跡 を残 した が，754年6月5日 ， 彼 の 同 伴

 者 共 々盗 賊 に撲 殺 され る。 彼 は今 もフ ル ダFulda僧 院 に 眠 る。

114)LMA， Bd. II， Sp.418及 びEbd.， Bd. VIII， Sp.1786に よ れ ば， バ イエ ル ンの4
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を果 たす。但 し， フライジングでは既 に725年 頃 か ら730年 ま で聖 コル ビニ

アーヌスが， ザルッブルクでは696年 頃 か ら718年 ま で聖 ルペル トゥスが，

718年 か ら725年 まで はヴィター リスVitalis(生 没年等は不詳)が ， パ ッサ ゥ

で は731/736年 か ら746/747年 ま で ヴ ィヴ ィロVivilo(*?一 †746?)が 夫 々司

教 にな っていた， とい う記録115)を考 慮す るな らば， ボニ フ ァーテ ィゥスは，

テ ー オ ド太 公(在 位680?一717?)か ら グ リモ ァル ド部 分 太 公(在 位*?一†725/

728?)を 経 てフクベル ト太公(在 位725/28?一736?)に 至 るまでの諸太公 によっ

て積 み重 ね られた成果 を引 き継 いでバ イエル ンの教 会体 制を整えた， と言 え

よ う。 しか し，バ イエル ンに点在 した教会 が各 司教座教会 の許 に既 に系列 ・

区分化 されて いたか とい うと， そ うい うことはな く，各教会 は，一部 は7世

紀に まで遡 る各地域 の豪族 や太公 によ る私有教会制度Eigenkirchenwesenに

よ り細分化 されていて， 所謂， 下位(=教 区)教 会制度Niederkirchenwesen

は成 立 して いなか った116)。従 って，各司教 座 は739年 以 後 これ ら私有教 会

の獲得， 系列 ・区分化 に努 力す る(そ の手法は，私有教会を司教座教会に寄贈さ

せた後にその教会を封として寄贈者或いはその身内に授ける，等の授封方式， と推定

される。 これは若干の例か ら言えることで，史料が乏 しいため実態はこの後の時代に

ついても不明としか言いようがない)。 聖 ボニフ ァーテ ィゥス及 び太公 オーデ ィ

ロの手によ って誕生 したこれ ら司教座 は
， タシロ3世 時代 において も， カー

ル大帝 によ るバ イエル ン併合後 にお いて も，東方地域 のキ リス ト教化 に大役

 司 教 区 設 定 時 ， 教 皇 グ レゴ リ ゥス3世Gregorius III.(在 職731-741)に よ り司

 教 に任 命 され た の は ヴ ィヴ ィ ロの み で， 彼 は パ ッサ ゥの初 代 司教 。

115)Walter Brandm�ler(hg .)， Handbuch der bayerischen Kirchenge-

 schichte， Bd.1，2， St. Ottilien， EOS-Verl.，1999. S.1201ff.に よ れ ば， そ の他 の地

 域 で739年 以 前 に司 教 が 置 か れ た の は ア ゥク ス ブ ル ク と ゼ ー ベ ン ・ブ リク セ ン

 S臙en-Brixen(ザ ル ッ ブ ル ク 司 教 区 の 属 司 教 区)で ， 前 者 に は4世 紀 か ら

 Zosimus/Dionysius以 下6名 の 司 教 が 置 か れ，738?年 か ら772年 ま で は

 Wikterpが 司 教 。 後 者 に は575年 頃Materninus(Marcianus)，591年 頃 聖

 Ingenuinus，8世 紀 中頃Mastulo Johannesの 各 司 教 が 置 か れ て い た。

116)W.St�mer， Fr�es Christentum ，5.56.
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を 果 たす礎石 にな る。 ボニ ファーティゥスは大 司教 にっいて触 れなか ったが，

大司教 は太公が兼ね る， と彼が前提 していたか らか，それ ともフランク王国

宮宰 を刺激 しな い ため か らか， は定 か で ない117)。兎 も角，739年 当 時 は，

メーロヴ ィング朝 フラ ンク王国 に国王 は既 に不在， カーロ リング家宮宰が，

王位簒奪 のチ ャンスを窺 いっっ王国 を牛耳 って いた， という時代 だった。

E.シ ュヴ ァーベンの場合2： 上 記4司 教 区の他 に， この頃， 若干 の司教

区がア レマニアや フランケ ンに生 まれる。 バ イエル ンとア レマニアの境 界領

域 にあ るア ゥクスブル ク司教座 の初期 の再 構築 は特 に困難 で ある118)。古 代

後期 にア ゥクス ブル クには既 に司教座 はあ ったが，民族大移動期 に雲散霧 消

した らしい。 ア ゥクス ブル クに は既述 のよ うに聖 ア フラ信仰 が見 られたが，

これ は城壁 内 の特定 集団 内での事 だ った らしいiis)。 この地 域 に ローマ時代

に芽生 えた と推 定 され るキ リス ト教信 仰が ア レマニア人 に どの程度引 き継が

れたか は確認で きない。 ア ゥクスブル ク司教 座 は7世 紀 にフラ ンク国王 ダー

ゴベル ト1世 の元で新設或 いは再建 された， と言われ，文献上把握で きる最

初 の ア ゥク ス ブル ク司 教 は ヴ ィクテ ル プWikterp(別 名 ヴィゴWiggo或 は

Uiggo， 在職738?一772)で ，738年 に その名が記録 されて いる120)。ア ゥクス ブ

ルク司教区 は， ア イヒシュテ トEichst舩t司 教区 の設置(787年?)に 伴 い同

司教 区強化 のた あ，798年 に ズ ァラフェル トSualafeld地 域(ア ル トミュール

Altm�l中 流域)を 新 司教 区に割譲 す る121)。

F.フ ラ ンケ ンの場 合2： フ ラ ンケ ンで の新 司教 区 誕生 は ボ ニ フ ァー

テ ィ ゥス抜 きに は考 え られ ない。 ア ング ロ ・サ ク ソ ン系宣 教者 ボ ニ ファー

テ ィゥスはヴィ リブロル ドの後 を うけて フランケ ンに入 って来 る。彼 は既 に

117) Ebd.，5.41.

118) Ebd.，5.28.

119) Ebd.，5.23.

120) Ebd.，5.66.

121)設 置 年 及 び 割 譲 年 はW.St6rmer， Fr�es Christentum， S.66に よ る 。 LMA，

 Bd. IX， Sp.211f.に よ れ ば ， 設 置 年 は745-754年 と さ れ る。
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ヘ ッセ ン， ティー リンゲ ン地域 で ヴィ リブロル ドに付 き随 って宣教 を行 い成

果を挙げていた。 しか しマイ ン ・フランケ ン地域 での彼の宣教活動 はフラ ン

ケ ン初 の司教座 が ヴュル ッブルクに設 置され るまで は明確で はな い。だが，

彼 は若干 の尼僧院 を建設 し， そ こを拠点 に彼 の仲 間たち と共 に活動 した よう

であ る。 ボニ フ ァーテ ィゥスは741/742年 に は新司教 区 の設立準 備 に入 り
，

743年122)マ イ ン流域を傘下 に収 め る新 司教区 ヴュル ッブル クを設置す る(彼

は741年 に既に新司教にブルクハル ドBurkhardを 任 命していた)。 ヴュル ツブル

ク司教 区 は， 西 はマイ ンツ， ヴォル ムス， シュパ ィアーSpeyerの 各 司教 区

と，南 はア ゥクスブル ク司教 区 と，北 は， や はりこの頃 に設置 され た ビーラ

ブル ク司教 区， エ ァフル ト司 教 区 と境 を接 した。東 方 は異教 徒 の居 住 区
。

ヴュルッブルク司教座 にっ いて付言すれ ば， ヴ ュル ッブル ク司教座教 会だ け

は発足時 に既 に， 王国私有教会(=嘗 ての太公私有教会)25 ， 並 びにア ゥス ト

リア宮 宰 カ ールマ ンKarlmann(*714?一 †754)の 僧 院1， の合 計26も の下位

(=教 区)教 会 を持 った123)。 この当時成立 したバ イエル ン， ア レマニア， フ

ランケ ンの司教 区 としては これは唯一 の例外 であ る。

 ア イヒシュテ ト司教区 の誕生 につ いては異論 が多い。740年 ， バ イエル ン

に近 いア イヒシュテ トにボニフ ァーテ ィゥスの援助 を得 てア ングロ ・サ クソ

ン系 宣教師聖 ヴ ィ リバ ル ドWillibald(*700?一 †787)が 僧 院 を建立 す る
。彼 は

738年 にゲ ルマ ンの地 に到着 していて，741/742年 エ ァフル ト司教 に任命 さ

れ る。 間 も無 くエ ァフル ト司教 区がマ インッ司教区 に吸収合併 される と
， ア

イ ヒシュテ ト僧院 の司教episcopus de monasterio Achistadiと して活動 した

よ うであるが，745年 か ら754年 の間 に この僧院 は司教座教 会にな り
， アイ

ヒシュテ ト司教区が設置 され，彼が その初代司教 に収 ま る124)
。

G.僧 院建 設 ： ア レマニア地域 の僧院建設 にっ いて述べれ ば， ボーデ ン湖

周辺で は， 先 に触れ たザ ンク ト・ガ レンと ラィヒェナ ゥの両僧 院建立 前の7

122)W.St�mer， Fr�es Christentum ，5.74.

123) Ebd.， S.85f.

124)Ebd.， S.78及 びLMA， Bd. IX ， Sp.212.
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世 紀 半 ばに既 に，僧 院ゼキ ンゲ ンS臘kingenが 建 て られ， この僧院が ア レマ

ニア最 古の僧院 と言われ る。僧院 ザ ンク ト・ガ レンは僧院長 にオ トマーを戴

き，747年 頃 か らベ ネデ ィク ト派僧院 にな り， 同時 にカーロ リング家宮宰 に

対 す る抵抗運動 の拠点 と化す。 カーロ リング家 か ら同僧院へ の寄贈 は皆無 な

が ら， ア レマニア豪族 たちか らの寄贈 によ って僧院 は大 きな財 をなす。 ア レ

マ ニア東部で は740年 頃 ，つ ま り， ア レマニア太公国 が壊滅 に向か う時期 か

ら，僧院建設 ブームが訪れ る。 これは反 カー ロリング家 を標榜す る大僧院 ザ

ンク ト ・ガ レンの協力無 しには考 え難 い。 ラィヒェナ ゥ僧院 に続 いて， バ イ

エル ンとア レマニアとの境界地域 で僧 院 フィセ ンF�sen， ケ ンプテ ンKemp-

tenが 建 設 され る。 ケ ンプテ ン僧院 は建立後 もオ トマーを始 め とす るザ ンク

ト ・ガ レン僧院 の支援 を仰 ぐが，750年 頃 ， 宮宰小 ピピー ンによ り僧院長 オ

トマ ーは逮捕 ・解職 され る。751年 小 ピピー ンは国王権力 の奪取 に成功 しフ

ランク国王 になる。752年 以 後 ケ ンプテ ンは， 急速 にカーロ リング家国王僧

院へ と変質， アル ゴ ィAllg舫(ボ ーデン湖 とイラー河Illerの 間のアルプス前縁

地)へ の宣教上及 び政治上 の開発拠点 と化 し，後 に， カール大帝及 びその妃

ヒルデ ガル ドの建立 になる， とされる125)。

 バ イエル ンで は，僧院 ベネデ ィク トボ ィァンBenediktbeuern， シ ャーニッ

；シュ レー ドルフScharnitz-Schlehdorf ， シ ェフ トランSch臟tlarn， ニ ーダア

ル タ イ ヒNiederaltaich(パ ッサ ゥ司教区)， キー ムゼ ー，モー ンッェーMond-

see， マ ッッェ-Mattsee， タ シロ3世 の建立 になる最後 の僧院 ク レムス ミュ

ンスタKremsm�ster， 更 にア イヒシュテ トが建設 され る。

 フ ラ ンケ ンの僧院 にっ いて述べ れば， ヴュルッブルク司教座設置 の前 に既

にマイ ン河畔 のカ ールベル クKarlbergに 尼 僧 院が あ り， これが フランケ ン

地 域最 古 の尼 僧院 とされ る。 ヴュル ッブル ク東方約25kmに あ るク ラィ ン

ラングハ イムKleinlangheimは フ ラ ンケ ンにお ける宣教の歴史 を物語 る土地

で，7世 紀半 ばに既 にその地 の墓地 に木 造教会があ った， とされ， その古 い

125) Ebd.， S.70.
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教 会 を現在 の教会 がその内部 に受 け継 いで いる， とされ る126)。 更 に， エル

ミン リヒErminrich或 はErmanrichが840年 前 後 に著 した 「聖 ス ァロ伝Vita

sancti Sualonis」 の 内容 が きっかけ とな って行われ た近年 の考古学 的調査 の

結果，6世 紀後半 にまで遡 る教会 の存在が確認 された。 その教会127)内 で発見

され た小 さな石棺 は社会的地位 の高 い人物の もの， と推定 されて いる。現在，

この教 会 は今 日のバ イエル ン， ア レマニア地域及 び フ ランケ ン地 域 を含む

バ イエル ン， にお ける最古の メーロヴィ ング朝時代の教 会
， とされて いる。

フラ ンケ ンで は700年 代 に入 ってか ら僧院建立 が始 ま る。尼 僧院 タ ゥバ ー ビ

シ ョフ スハ イムTauberbischofsheim， オ クセ ンフル トOchsenfurt， 僧 院 は

オ ーデ ンヴ ァル トOdenwaldの ア ーモ ルバハAmorbach， ア ンスバ ハAns-

bachの グ ムベル トゥスGumbertus， エ ル ヴァンゲ ンEllwangen ， フ ォィ ヒト

ヴ ァンゲ ンFeuchtwangen， グ ンッェ ンハ ゥゼ ンGunzenhausen， シュパル ト

Spalt， 等 ，枚挙 に暇が無 い。

 序 で に， ヘ ッセ ン地域 の僧院建設 につ いて触れれば， ボニフ ァーテ ィゥス

はヘ ッセ ンのブ リッラー僧院 の他， フル ダ僧院の建設 にも関わ ったが， フル

ダ僧 院 は その後，大僧 院 に発展 す る。 この僧 院 は，744年 ， 師 ボニ フ ァー

テ ィ ゥスの 命 を受 け た ス トゥル ミSturm[i](*700以 後一僧院長744一†779)に

よ って カーロ リング家宮 宰の援助 を得つつ嘗 ての王廷跡地 にベ ネディク ト派

僧 院 として建設 され， ス トゥル ミを僧 院長 に戴 いて始 ま った僧院であ る。 ス

トゥル ミは俗界128)を惹 きっけ る魅力を備え た稀代 の組織者 で あ った。彼 は，

ヴュルッ ブル ク北方 のグ ラープ フェル トGrabfeld地 域 に住 む豪 族 らに，宮

宰 の使者 を通 して， その領地 を ボニ ファーテ ィ ゥスに寄進 させ たよ うで あ

る129)。彼 はカ ール大帝 と も良 い関係 を取 り結 び， カール大帝 はフル ダ僧院

126) Ebd.，5.86.

127)Ebd.， S.86f.因 み にこの教会は現ゾルンホーフェン (Soln=Sola+hofen=

  Husen)の 町 にある。

128) 俗界 とは聖職者以外の人間 ・機構を言う。従って，国王を始め，太公，領主，

  豪族，地主，巷の人間及びそれらに従属する機関を指す。

129)W.St�mer， Fr�es Christentum，5.82.
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に ザ クセ ン人 改宗 の任 を与 え る と同時 に，免 除特権130)lmmunit舩を も付与

す る。一方 ，769年 ， カール大帝 の ランゴバ ル ド王国王女 との結婚話 しに際

して ス トゥル ミは， フラ ンク国王 ピピー ンの王妃 でカール大帝 の母 であるベ

ル トラー ダBertradaの 使 者 に立 ち， この婚姻 が成立 すれ ば ランゴバル ド王

女 を通 して義兄弟 の関係 に入 るバ イエル ン太公 タシロ3世 の了解 を得 るべ く

活動 し，婚姻成立 に導 いた人間で もあった。 マイ ン ・フ ランケ ン地域最大 の

豪族 マ トー家Mattonenも フ ルダ僧院 に多 くの寄贈 を行 った131)， との ことで

あ る。

 以 上 の ことか ら，バ イエル ンの4司 教区が誕生 して初 めて， ア レマニア，

フランケ ンに新 司教座 も生 まれ，多 くの僧院 ・尼僧院が生 まれ たことが理解

されよ う。従 って4司 教 区誕生 の推進役を務 めたボニフ ァーティ ゥスはバ イ

エル ン太公 オーデ ィロに とって得難 い存 在で あった。 オーディロにすれ ば，

ボニ ファーテ ィゥス無 しに4司 教座設 置 はで きず，更 には，弱体化 は して い

て もフランク王国 の影響下 か らバ イエル ンを引 き離 し得なか った。 また， ボ

ニ ファーテ ィゥスにすれば，彼 が本来 的 に考えていた フランク王国の教会改

革実践 に とってバ イエル ンでの司教座設 置活動 はその第一歩 であ った。両者

の利害 が一一致 しての共 同行動 であ ったが， 「ドイ ッ人 の使徒」 と呼ばれ たボ

ニ ファーテ ィゥスが， ローマ との結合 を再度 強めん とす る宮 宰 カ-ル マンに

よ って， フランク王国 に召還 され るや，両者 の関係 は疎遠 にな る。

 以 上，所謂バ イエル ン地域 へのキ リス ト教 の伝播， それ ら地域 にお ける教

130) カ ー ル 大 帝 は領 域 権 力 の 不 当 介 入 を 危 惧 して 教 会 や 僧 院 に 対 して 軍 事 ・行

 政 ・司 法 に 亙 る 自 主 的 ・独 立 的 意 志 決 定 権 を 保 証 し た。 こ れ が 免 除 特 権

 (lmmunit舩)で ， 現 代 の 「外 交 特 権 」 に相 当 す る。 この よ うな制 度 をVogtei

 (免 除 特 権 保 護 制 度)， そ の制 度 下 で保 護 ・監 視 業 務 を 司 る役 人 をVogt(免 除 特

 権 保 護 司)， 但 し，Vogtの 職 務 内 容 を 捉 え てVogteiと 言 うこ と もあ る。 因 み に

 Immunit舩， Vogtの 語 源 はそ れ ぞ れ ラ テ ン語 のimmunis(義 務 の 無 い ・義 務 を

 免 除 さ れ た)，fautor(促 進 者 ・保 護 者)。

131)W.St�mer， Fr�es Christentum，5.83.
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会 ・僧院建設， 教会組織化 につ いて述 べたが，Friedrich Prinz132)の 所 論 を

参考 に して， これ ら諸活動 を通時 的視点 か ら整理 す ると以下 のよ うになろ う。

 宣 教 の第1期 は， アイル ラン ド人宣教 の開始 まで とな る。年代 で言 えば，

ローマ帝国 の崩壊か らメーロヴ ィング朝 クロー ドヴィヒ王 の孫 の時代，即 ち

4世 紀後 半 か ら6世 紀 末 まで で，キ リス ト教 の伝 播 は， オ ル レア ンーデ ィ

ジ ョンーローザ ンヌの線 を越 えて133)， ト リー アの西方 か らソ ンム河 の線 に

まで北 上す る134)。ラ イ ン東岸 の所謂 ゲルマ ンの地 は， トリー アを除 いて，

異教 の下，或 いはキ リス ト教 ア リゥス派信仰 の下 に置かれたまま とな る。 こ

の期 にバ イエル ンに姿 を現 した宣教者 としては，5世 紀 にノー リクム及 び ラ

エテ ィア1で 活動 した， とされるイ タ リア出身 の聖 セ ヴェ リーヌスが挙 げ ら

れ よう。

 宣 教 の第2期 は， アイル ラン ド ・フランク系宣教 師の時期 で，590年 か ら

始 まり， メーロヴ ィング朝王権 の勢力範囲 内での布教 が中心 となる。彼 らは

8世 紀 に至 るまで僧院建設を行 う。 コルムバーヌス らは フランク王家 や地方

豪族 と連携 して精力的 に活動す る。新 たに開拓 された地域 に踏 み込 み， メー

ロヴ ィング家 の侵寇政策 と歩調 を合 わせてア レマニアやバ イエル ンにその勢

いを伸 ば し， トリー アや ザ ンク ト・ガ レンに僧院 を建設す る。 リクセーユの

僧 たちはボーデ ン湖 に進 出す る。司教名簿 にはゲルマ ン系 の名前 が頻 出する

ようになり， フラ ンク王国 の中でゲルマ ンの地 が一 つの勢力 にな って行 くこ

とが明瞭 になる。 フラ ンク国王及 びカー ロ リング家宮宰 の僧院 も増加 するが，

やがて後者勢力下 の僧院が その数 を増 す。 アイル ラン ド・フ ランク系 の僧院

は， これ らの権力 と同調 しっっ，宣教 を進 める。 バ イエル ン関係 での宣教者

は，聖 ガルス， キ リアーヌス， エ ゥス ター シゥス，聖 エメ ラームス， となろ

う。 これ らの宣教者 の活動 と重 な り合 いつつ，次第 にア ングロ ・サク ソン系

132) F.Prinz， Grundz�e der Entfaltung des abendl舅d. M�chtums，5.122ff.

133) Gerhard Herm， Karl der Groﾟe.4. Aufl. ECON Verlag， D�seldorf，1993，

 5.35.

134) F.Prinz， Grundzuge der Entfaltung des abendl舅d. M�chtums，5.122.
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宣 教 へ と移 って行 く。

 第3期 は， カール大帝登場前の， ア ングロ ・サ クソ ン系宣教師が活躍 し出

した時期で， ア ングロ ・サ クソンの ヴィ リブロル ドによって始 まる。彼 らの

活 動 の頂 点 に位 置す るのが ボニ フ ァーテ ィ ゥスで あ る。 ライ ン上 流で ピル

ミー ヌスが動 き， ムルバハMurbachや ラ ィヒェナ ゥ僧院 を建 設す る
。 ア ン

グロ ・サ クソン系宣教師 は興隆 しつつ あるカー ロ リング家 と結 びつ き， カー

ロ リング家 の政 治的尖 兵 とな る
。 ユ トレ ヒ ト， カ ィザ ス ヴ ェ ァ トKaisers-

werth， ブ リツラー， フル ダ， これ ら僧院 はすべて フラ ンク王国 の北部 ・東

部の軍 事上問題の多 い地域 に位 置す る。 これ らはその後，ザ クセ ン， テ ィー

リンゲ ン， ア レマニア， バ イエル ンの伝道基地 にな る。 ヴィ リブロル ド及 び

ボニ ファーテ ィゥスの活動 か ら，彼 らの宣教 の成功 がカー ロ リング家及 び フ

ラ ンクの豪族 の支援 と密着 していたことが読 み取 れる。8世 紀 にはバ イエル

ンは政 治的 に二 つ に分 かれ る135)。イ ン河 一ザル ツ ァハ河 を結 ぶ線 の西方 で

はフ ランク王 国系統 の僧院， シ ャル ニ ッ=シaレ ー ドル フ， ベネ デ ィク ト

ボ ィァン， ヴェ ッソブル ン， テーガ ンゼーTegernsee ， シ ェフ トラ ンが建設

され， その線 の東方 ではアギ ロルフ ィング家系統 の僧院， レーゲ ンスブル ク

の聖 エメ ラム， ニーダアルタ イヒ，太公僧院 キームゼー， モー ンッェー， マ

ツェー， タシロ3世 最後の建立 にな るク レムス ミュ ンス タが建立 され る
。 ザ

ル ッブル ク司教ルペル トゥス， コル ビニ アーヌス，聖 ヴ ィリバ ル ドが この時

期 のバ イエル ンの宣教者 と して挙 げ られよ う。

H.諸 種会 議 ： 742年 ， ア ゥス ト リア宮 宰 カ ール マ ンは，聖 ボ ニ フ ァー

テ ィゥスの助 けを借 りて， ア ゥス トリア東部地域 の宗教上 の諸 問題 を討議す

る 「ゲルマ ン人会議Concilium Germanicum」 を 自 ら議長 を務 めて開催す

る136)。 これに出席 した司教 は， ボニ ファーテ ィゥスの他， ヴュル ッブル ク，

135)Ebd.， S.127及 び ， 筆 者 に よ る 「再 論 ：タ シ ロ3世 」 本 紀 要 第32号 所 載
，65

 ペ ー ジ 参 照 。

136)註145の 書 ，S.376-381及 びMGH ， Legum Sectio III， Concilia Tom. II， Con-

 cilia aevi Karolini I， Pars l， Hannover，1979. S.1-4.こ の 会 議 は ， 殆 ど 無 視 さ れ
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ビー ラブル ク， アイヒシュテ ト， ケル ン， シュ トー ラスブル クStraBburgの

司教 た ちで，教会改革 に批判 的なマ イ ンッと トリー アTrier， そ れ にバ イエ

ル ン及 びア レマニアの司教 たちは欠席 す る。 この両太公 国の欠席 は，両 国が，

自領 内教会 の王国教会制度下へ の従属 を嫌 い，各 々独 自の太 公教会 制度 の確

立 を志 向 した ことを意味す る， と考 えて良 かろ う。聖 ボニ ファーテ ィゥスに

見切 りをつ けた太 公 オ ーデ ィロは ローマ教 皇 ツ ァハ リァスZacharias(在 位

741-752)に バ イエル ンにおける教皇特使 の更迭 を要請 し， 新特使 と してセル

ギ ゥスSergius(生 没年等は不詳)が 派遣 され る。 このよ うなオーデ ィロ太公

の対応 は フランク王国 の二人 の宮宰 カールマ ンと小 ピピー ンを刺 激す る。彼

らは，743年 ， レーゲ ンスブルクに立 て籠 もる太 公オーデ ィロを攻 撃す る。

今 やオーデ ィロは帝国主義的政策 を採 るカー ロ リング家に反対 す る勢 力の中

心 にな っていた。 その中 にはザクセ ン軍 もア レマニア軍 もスラヴ人 か ら成 る

軍 も加 わ っていた し，735年 以 後 カー ロ リング家宮宰 にその領地 を散 々に痛

めっ け られ てい たアキ タニアAquitanien太 公 フノ ァル ドHunoaldも ， 教皇

特使 セル ギ ゥスも， オーデ ィロに味方 した137)。温 和 な性格 で暴力 を否定 す

る教皇 ツ ァハ リァスの意 を受 け， セルギ ゥスは，太公 オーデ ィロの意 を体 し

っっ，両者 の激突 を防止せん と したが及 ばず， レーゲ ンス ブル ク司教 と共に

フラ ンク軍 に捕 え られ る。教皇 は， ボニ ファーテ ィゥスに再 びバ イエル ン及

びフラ ンク王国全域 の監督権限 を与 え，太公 オーデ ィロへの配慮 を疎 ん じる。

これ によ りバ イエル ンの太公教会組織 は ぐらつ く。大 司教 も教皇特使 も居な

 て いる教会法の完全実施を目的とし，決定された事項は，教会会議の毎年開催，

 奪われた教会財産の返還請求，堕落 した司祭 ・助祭の禄の没収，聖職者による戦

 闘行為の禁止 ・狩猟及び犬を連れての森林徘徊及び大鷹等の飼育の禁止，教会会

 議の同意を経ぬ司教 ・司祭の採用禁止， など。 開催場所は不明， 時期は4月21

 日頃 とされる。その後，教会会議はアゥストリアで743年 ， ノィス トリアで744

 年 に開催されたのみ。主催者カールマンは，カンシュタトの大虐殺(746年)の

 後，良心の呵責 に耐えられず，747年 秋 頃，政治の世界か ら身を引き僧院に入

 る。

137)K.Reindel， Von den Karolingern zu den Welfen，5.165.
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い ま まに存続 を続 ける太公教会 は外部か らの影響を受 け易 く
， また傷つ き易

くもな る138)。教 会組織 の頂点 に立っ大司教がバ イエル ンに置かれ るの は798

年 で あ る。 この とき既にバ イエル ン太 公国 は無 く，嘗 ての太公教会 は既 に王

国教会 にな り， 司教 たち はフランク国王 カール大帝 に摺 り寄 る。 バ イエル ン

地域 の大司教 の任 を務 あたのはザルッブルク司教 アル ン(*740過 ぎ一司教785一

大司教798-821)。 彼 は780年 代 後半 ，バ イエル ン太公 タシロ3世 が窮地 に追

い込 まれ たとき，太公 に背 を向 けカール大帝 の陣営 に鞍替え した
， と言われ

る人物。 彼を大司教 に抜擢 したの は，無論， カール大帝 であ った ろう。

 ア レマニ アで は，746年 ， フランク支配 に抵抗 を続 けていた豪族 たちが大

規模 な叛乱 を起 こす。 これに対 してア ゥス トリア宮宰 カールマ ンはカ ンシュ

タ トCannstattに お け る大 虐殺で応 え， ア レマニ ア太 公国 は地上 か ら姿を消

す。 バ イエル ンは， 太公 オーデ ィロがその妻 ヒル トル ー ドHiltrudを 通 して

両宮 宰 と義兄弟の関係 にあ ったたあであ ろうか， ア レマニ アにおけ るよ うな

カー ロ リング家によ る壮絶 ・凄惨 な復讐 は受 けずに済 む
。

 755年 或 い はそ の後数 年 以 内 に，バ イエル ン初 の教 会会 議Synodeが ア

シュハ イムAschheimで 開 かれ る。 オーデ ィロ太公死亡当時
， 未 だ7歳 だっ

た タシ ロ3世(*741一 在 位748-788一 †794以 後)が 成 人年 齢(「 バ イエル ン部族法

典」 では12歳)に 達 して いたこと も会議開催の条件を整えたのであ ろう。 こ

の種 の会議 開催 の きっか けを与 えたの は， しか しなが ら， ローマ教皇 グ レゴ

リゥス2世 で，716年 に既 に教皇 は教会組織整備 のたあに この種会議 の開催

をバ イエル ンとア レマニアの太公 ・豪族 ・聖職者 に指示 していた
。 当時 その

指示 は実 らず， バ イエル ンにおける この第1回 教会会議 で現実化す る。 第2

回 は769/770年 に デ ィンゴル フ ィ ングDingolfingで ， 第3回 は771/772年

に ノィ ヒングNeuchingで 夫 々開催 され る。 これ ら教 会会議で はバ イエル ン

太公 が議長 を務 あて会議 を仕切 った。 これは グレゴ リゥス2世 の意 に添 った

会議運営法 である。第1回 教会会議 の会議録 によれば，討議 内容 は教会側 か

138)W.St�mer， Fr�es Christentum
，5.42.
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らす る太公への嘆願 の ような もので，教会 の持 っ権利 の尊重， 窃取 か らの教

会財産の保護，教 会によ る十分 の一税徴収 の際の協 力要請，私 有教 会及 び僧

院への司教 の影響 力強化 に対 す る理解要請，賄賂 防止 のため裁判 への聖職者

臨席 の義務付 け， な ど。 その他， バ イエル ン部族法典 の整 備 ・厳 守，休 日労

働の禁止， 司教 ・僧院長 ・僧 ・尼僧 によ る教会 法に基 づ く生 活態度 の尊重，

僧院長への僧院規則遵守要請， 司牧 と修行生活 の区別 の明確化等 の問題が提

起 された139)。 こ こには，.聖 職者 だけで は解決で きない問題 の多 い こと， 司

祭や修行 僧の生活 の乱脈振 りが内部 問題 として は既 に解決 で きな い段階 に来

てい ること， が示 されて いる。 また 「ア レマニア部族法典140)」 もその第18

條 で 「如何 な る司祭或 いは司牧 に携 わ る者 も教会 に属 す る土地 や非 自曲民を

売却 す る権 限 を持 たな い141)」と規定 して いる こと も，聖職 者 の乱 脈振 りを

示 す もの として，注 目さ るべ きであろ う。

1.布 教活 動 ： 739年 にバ イエル ンに4司 教 座 が設 置 され た ことによ り，

バ イエル ンの東方宣教活動 は活発化す る。地 中海側 ノー リクムに はローマ時

代 か ら既 にキ リス ト教 が根付 いて いたが，600年 直 前 のア ヴァール人 の西方

侵 出に伴 って西 へ と移動 して来 たス ラヴ人 によ り， カ ランタニア地域 の司教

139) Ebd.， S.51f.

140)LMA， Bd. V， Sp.1927に よれば， Lex Alamannorumに は二種の写本が伝え

  られていて，一っは9・10世 紀 に写された唯一種の写本にある 「アレマニア部族

  法典約定Pactus Legis Alamannorum」 で， もう一つは，初期及び後期カーロ

  リ ン グ時 代 に書 か れ た 凡 そ50種 の 写 本 「ア レマ ニ ア部 族 法 典Lex

  Alamannorum」 で ある。前者の 「法典約定」 はクロータル2世 統治下の7世 紀

  初期に制定された， と推定され，後者の 「法典」は，序文ではっきりとアレマニ

  ア太公 ラントブ リドに言及 していることから724年 か ら730年 の間に作成され

  た， とされる。大抵の 「法典」写本に見 られる 「クロータルの発議により」とい

  う表現は後世の改竄， と見なされている。「法典約定」 が賠償金一覧表であるの

  に対 して，「法典」 には，教会，太公，人民に関わる事柄が記述されるが，内容

  的には教会の優位が目立ち，太公は単に中央権力の代表者でしかない。この法典

  は 「バイエルン部族法典」 とも密接な繋がりを持っ。

141) Clausdieter Schott， Lex Alamannorum， Text一ﾜbersetzung-Kommen-

  tar， Schw臙ische Forschungsgemeinschaft Augsburg，1993.5.95.
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座 は破壊 され る。東方宣教 はバ イエル ン太公 国の政治 的 ・軍事 的力量 を前提

す る。740年 ， ア ヴァール人に よりスラヴ系カ ラ ンタニ ア人が攻撃 され，彼

らがバ イエル ン太公 オーデ ィロに救援 を求 めた とき， オーデ ィロはカ ランタ

ニア人 を武力で保護す る。755年 頃， ア イル ラン ド出身 のザル ッブル ク司教

ヴ ィルギールVirgi1(*700?一 司教749一†784)は 司 教 モデス トゥスModestus(生

没年等は不詳)を カ ランタニアに派遣 し，宣教 の成 果を挙 げる。772年 ， タシ

ロ3世 は，暴動 を起 こした同地 の異教徒 を征圧， カ ランタニアをバ イエル ン

太公国 に吸収 し， 同地 のキ リス ト教化 を終 える。 太公 タシロ3世 によ る769

年 の プスタ河谷の僧院 イニ ヒェ ンの建立 も，777年 の上 オース トリアの僧院

ク レムス ミュ ンスタの建立 も，東 テ ィロール及 びカ ランタニア地域 の宣教 を

意図 しての ことだ った。 これ は，彼の父 オーデ ィロが北部山地 の開拓 と植民

を考 えて739年 に カ ム ミュ ンスタ，741年 に ニーダアル タ イヒを建立 した こ

とか ら学 び，凡 そ30年 後 に彼 が同 じ政策 を実践 した， と言 えよ う。

 異 教徒 に対 す る布教 と言 って も，バ イエル ン太公国の場合 と， シュヴァー

ベ ン及 び フランケ ンの場合 とで は， その内容がま った く異 な る。即ちバ イエ

ル ン太公国 の場合 は，言 わばバ イエル ン太 公国が，政 治力及 び軍事 力を背景

に，主体的 に異教徒 の宣教 ・改宗 に携 わ ったが，後二者 の場 合 は， カー ロ リ

ング朝 フラ ンク国王 に命令 されての異教徒撲滅 であ った。即 ち， カール大帝

か ら， ヴュルッブルク司教座 はその立地条件 か らしてス ラヴ人宣教 の任 を負

わ され，東部 フラ ンケ ン地域 の司教座 や教会 ・僧院 は困難 なザ クセ ン人宣教

を担わ され る。既述 のよ うにヘーデ ン2世 が719年 太 公位 を追 われる と， キ

リス ト教 の芽生 え もテ ィー リンゲ ンか ら一 掃 され る。 しか しボニ フ ァー

ティゥスがその失地 を一気 に取 り戻す。775年 カ ール大帝が， 長期戦 の挙句，

ザ クセ ン人 にフラ ンク王国 の高権 を承認 させ ることに成功す ると，777年 の

パー ダボル ンPaderbornの 王 国会議で， ザクセ ンを幾つか の宣教区 に分割す

る， と決定 され る142)。 す るとその年， 新顔 のザクセ ン豪族 ヴ ィ ドゥキ ン ド

142)W.St�mer， Fr�es Christentum，5.90.
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Widukind143)(*?一777一 †785)が 登 場，大叛乱 を指導， フ ランク王国 を打 ち破 る。

この困難な状況下で王国会議の決定を実践す るの はフラ ンク王国及 びそれ に

服属 した地域の教会 ・僧院 に他な らな い。大帝 に強制 されての，嫌々なが ら

の，上 っ面 だ けのキ リス ト教徒への授洗 は，心 に深 く響 くものを何 も残 して

いなか った。結局， その後の宣教 は古 くか らの経験 に支 え られた教会 に委 ね

られ る。東部 フランケ ン地域 の教 会 ・僧院で はマイ ンッ司教座教会及 び フル

ダ僧院 が先進 的な働 きを し，宣教 と所領獲得 と教会組織建設 に取 り組 む。 フ

ルダ僧院長 ス トゥル ミはカール大帝 の命 を受 けてデ ィーメル河畔 のエー レス

ブルクを占領， イル ミー ンズルを破壊す る。 フルダ僧院 は大量 の聖職者 を動

員 して， 僧院 とい う名 の前進基地 を ブル ンスハ ゥゼ ンBrunshausen， ハ ーメ

ル ンHameln， ミ ンデ ンMindenに 構 築 す るが，僧 院長 ス トゥル ミが死 ぬ と

フル ダ僧院 はザ クセ ン宣教 か らはっきり手 を引 いて行 く。ザ クセ ン侵寇 の軍

事上 の中心 基地 パ ーダボル ンを中心 とす る東部 ヴェス トフ ァー レン地域 は

ヴュル ッ ブル ク司教 座教 会 の第3代 司教 ベ ロ ヴェル フBerowelf(在 職768/

?69-800)に 委 ね られ る。その後，フラ ンク王国 によ って オスナブ リックOsna-

br�k， ブ レーメ ンBremen， ミンデ ン， ミュ ンスタM�ster ， パ ー ダボル ン，

フェー アデ ンVerden， ハ ルバ シュ タ トHalberstadt ， ヒルデスハ イムの各地

143) LMA， Bd. IX， Sp.74f.に よれば， ヴィドゥキンドはヴェス トファーレン

 Westfalenの 出身，他のザクセン豪族 と一線を画 し，パーダボル ンの王国会議

 に も出席せず，キリス ト教の洗礼 も受けず，フランク王国に媚びて出世 しようと

 もせず，カール大帝の拡張政策に反抗する指導者として777年 に初めてその名が

 記録される。778年 ， カール大帝がスペイン地域で苦境に陥 ったとき，彼はザク

 セ ンで フランク王国軍を撃退する。782年 の リッペクヴェレンLippequellenの

 会議にも顔を出さず抵抗運動を組織 再度フランク王国軍に勝利を収め，784年

 フ リーゼン人Friesenと も同盟する。が，785年 カールの反撃に会 って降伏，仲

 間 と共にアティニAttignyで 洗礼を受ける。カール大帝のザクセン攻略は804

 年 まで継続するが， ヴィドゥキンド降伏後は大 きな抵抗 は無かったらしい。降伏

 後 は彼は鄭重に扱われラィヒェナゥ僧院に入 った， ともされるが，詳細不明。そ

 の後，彼は伝説化され，ザクセン太公，ザクセン国王，更にオットー朝の血筋の

 者，ともされる。それを確定するには詳細な分析が必要。
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に司 教座 が次々 と設 置 され，804年 ， フラ ンク王国 は遂 にザ クセ ンを併合，

ザ クセ ン布教 は完了 す る。

 ヴ ュル ッブル ク司教座教会 に委 ね られていた スラヴ人布教 は，ベ ロヴェル

フの代 にな ってや っと進捗 したよ うであ るが， その彼 にパー ダボル ンの宣教

の任務 も負 わされた結果， ス ラヴ人布教 はザ クセ ン人 の場 合のよ うに は進行

しな か った。788年 バ イエル ン太 公 国 が フ ラ ンク王 国 に併 合 され，796年

カ ール大帝 のアヴ ァール人征討 が成功 する と， ス ラヴ人宣教 の役 目はバ イエ

ル ンに回 って くる。9世 紀前半 には地域分担が明確化 され， ボヘ ミア担 当は

レーゲ ンスブルク司教区， モラヴ ィア担 当はパ ッサ ゥ司教 区， パ ンノーニア

担当 はザル ツ ブル ク司教 区 に決 まる144)。一 方， 当時の政治 状況 は ど うか，

とい うと，バ イエル ンはル ー トヴ ィヒ2世 ドイ ッ人王(*805?一 †876)が 統 治

していた。843年 ， ヴェル ダ ン条約が締結 され， ル ー トヴィ ヒ ・ドイッ人王

の東 フランク王国支配 が最終 的に協定 され ると， 彼 は東 方政策 に積極的 に取

り組 み，845年 に14名 の ボヘ ミアの諸侯 が レーゲ ンス ブル クを訪れ洗礼 を

受 ける， とい う政治的 ・宗教 的成果 を挙 げはす るものの， カー ロ リング朝時

代 のス ラヴ人宣教 は完全 な失敗 に終 る。 しか しオ ッ トー2世 治下 の975/976

年 に はボヘ ミア及 び モ ラヴ ィア に司教座 が， オ ッ トー3世 治下 の1000/01

年 に はポー ラン ド及 びハ ンガ リーに大司教座が設置 され るに至 って，東方植

民 は一段落す る(ボ ヘ ミァ及びモラヴィアの司教座はマインッ大司教座に組み込ま

れる)。

J.聖 権 と教界浄化 ： 次 ぎに， 当時の キ リス ト教界が抱え込ん だ諸問題，

シモニ ア(聖 職売買)と ニ コラィテ ィズム(妻 帯 ・蓄妾)に つ いて述べ るが，

144)Egon Boshof， Die Zeit von 798 bis 1046， in：Walter Brandm�ler(hg .)，

  Handbuch der bayerischen Kirchengeschichte， Bd.1，1， St. Ottilien， EOS-

  Verl.1998. S.124ff.に おいて失敗に終る状況が詳述されている。尚， Boshofは ，

  こ の 当時 を記録 した信頼 で きる文献数 は少 な く(本 稿註6の 書Conversio

  Bagoariorum et Carantanorumが その代表格)， 偽作(例 えばGroBe Tradi-

  tion der Passauer Slawenmission in M臧ren及 びEin Schreiben Theot-

  mars)の 存在を指摘 して，注意を促 している。
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その前 に当時 のキ リス ト教界 の会議体 にっ いて概述 してお く。既 に触 れた教

会会議で はキ リス ト教 カ トリック派 の教義 を始 あと して教会 ・僧院 を巡 るあ

らゆ る問題 が討 議 され る。教 会 会議 に は， ロー マ教皇 が開催 す る公会 議

Synodeの 他 ， 総合教会会議Generalsynode， 全 国教会会議Nationalsynode
，

大 司教座教会会議Provinzialsynode， 司教座教 会会議Di6zesansynode， 国 王

が開催 し俗 人 も参 加 す る王 国教 会会議Reichssynode ， 領 域太 公 が議長 を務

め俗人 も参加 す る教会会 議Synode等 が あ るが， フ ランク国王が開催す る王

国会議Reichsversammlung， Hoftag等 にお いて も宗教問題 は， 組織 問題 ・異

教徒宣教を含めて，様 々に討議 され た。 この時代 においては，従 って，宗教

問題 は優 れ て 政 治 問 題 で あ り，聖 俗 の 区別 を 持 た な い会 議 体，或 い は

Synodeと い う名称 は与 え られていな いが同趣 旨の俗人主催 の会議体で 「宗

教 問題」 が論 じられて当然 で，逆 に，聖権主 催の会議体で聖権が俗権の問題

に介入す る こと も稀 ではなか った。既 に見 たよ うにオ ッ トー朝で は，敬虔 な

カ トリック教徒で国王 のオ ッ トー3世 は，教権(=聖 権)を 政権(=俗 権)に

従属 させ，聖俗 に亙 る全 キ リス ト教世界 に君臨 しよ うと していた。聖俗混淆，

ここに既 に政権及 び教権が抱え た問題 の大 きさ，及 びその解決 の難 しさが垣

間見 られよ う。 そ うして遂 に，武力を持 たない聖権側か らす る具体的対抗策

は， 聖俗 の対決 を鮮 明に しっつ， 所謂 「叙任権闘争Investiturstreit」 に発展

す る。

 ここで 「叙任権闘争」に対する筆者の基本的捉え方を述べて置く。 この対

決への従来のアプローチは，教会改：革問題は，聖権 と俗権が争 った叙任権問

題とは関わ りが無 く，前者はキリス ト教界の内部問題 後者は聖 ・俗に関わ

る国家理念の問題 と，二者を峻別 した。 しか し，この二っの問題は密接な

繋がりを持っ， と考えてよい。その理由として挙げられる一っは， もしキリ

ス ト教界そのものが腐敗 しているなら，聖権の発言は巷間の理解を得 られな

いこと，二っとしては，聖権が，教界浄化への努力過程で，その根本原因は

俗権による高位聖職者の叙任にある， と認識 し，更にその認識に巷間の一定

の理解が得 られた場合，俗権による叙任行為そのものが大 きくクローズアッ
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プされて当然で，教界浄化は直線的と言ってよいほどに叙任権問題に密着 し

て来ること，が挙げられる。このことは特に東フランク王国に当てはまる。

と言うのも，東フランク王国においては，所謂 「王国(=帝 国)教 会制度」

の元，教界は王権(=帝 権)に 組み込まれていたか らである。従って，筆者

は，聖職者の倫理改：革並びに叙任権闘争を一体のものと理解 し，これ ら長期

に亙 る変動を 「グレゴリゥス改革Gregorianische Reform」 という概念のも

とに全体的に捉えて，教会改：革問題から叙任権闘争へと接近する。

 ボニファーティゥスは宣教面 ・教会組織面で大 きな成果を挙げたが，彼は

更にキ リス ト教界の内部改革に対 してもエネルギーを注 ぐ。742年 半ば頃，

彼はローマ教皇ツァハ リァス(在 位741-752)に 書面を送り，その中でフラン

ク王国教界の腐敗を大要，以下の如 く批判的に報告する ：「数十年来 この方，

当地で は教会規律が踏 みに じられ，古老の言 によれば もう80年 以上 にも

亙って教会会議は開催されていません。今や大部分の司教座は財産目当ての

俗人や，淫行に耽り暴利を貪る闖入者に委ね られています。助祭にして も，

4・5人 或いはそれ以上の情婦を抱える者が居るかと思えば， 司教にしても，

飲酒，狩猟に明け暮れする者，喧嘩っぱやい者も居ます。そのような者たち

が聖書を民衆に読み聞かせ，恥 じることなく自分は助祭 だ，と言 っていま

す145)」目を覆いた くなる現状を知 ったボニファーティゥスであればこそ，

粗暴な人士の住む土地でのキ リスト教の定着に生涯を賭 けて，その理想を追

求 し得たのであろう。

 教皇 ツァハ リァスは， フランケン，ヘッセン及びティー リンゲンに司教区

が設置され終 わった743年 頃，13名 の支配的 フランケ ン人及 び全ての豪

族 ・民衆 と自由民 ・非自由民に宛て，司牧に関連 して教会規律を遵守するよ

う求める書簡を出す。その中で彼は，教会を建立 した場合，その司祭には司

145)Reinhold Rau(neu bearbeitet)， Briefe des Bonifatius. Willibalds Leben

 des Bonifatius， in：Ausgew臧lte Quellen zur deutschen Geschichte des

 Mittelalters. Freiherr vom Stein-Ged臘htnisausgabe， Bd. IVb， Darmstadt，

 Wissenschaftl. Buchhandlung，1968.5.142ff.
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教 が その素性 ・行状 を確認 した者 だけを採 るよ う，強 く求 あ る。 その理 由 と

して，合法 的な承認 を得 ていない司祭 が私有教会 の建立者 によ り司牧 のため

に採用 されているが，彼 らの多 くは元非 自由民 で主人 の許 か ら逃 げて来 て虚

言 を弄す る者 たちで ある こと， を挙 げる。更 に教皇 は，聖職者 た る者，狩猟

に うっつ を抜 か し賭博 に耽 るとは何事 ぞ， と も述 べ る146)。こ の書 簡か ら，

当時，聖職者 の任用が如何 に杜撰で あ ったか，聖職者 の品性が如何 に劣等 で

あ ったか，が，読み取れ る。

 916年9月20日 ， シ ュ ヴ ァーベ ンの リー ス地方(本 稿98ペ ー ジ参照)の

ホー エンアル トハ イムHohenaltheimに あ る ヨハ ネ教会Johanniskircheで ，

カー ロ リング朝 フラ ンク王国 断絶後，東 フラ ンク王国最 初 の総 合教会 会議

generalis synodusが 開 催 され る147)。 そ の地の司教ペ トルスPetrus(生 没年等

は不詳)が 教皇使節 として議長を務あた， とされる。 参 加者 につ いて は明確

ではない。 シュヴ ァーベ ン， フランケ ン， バ イエル ンの司教 たち は参 加 した

が， 「総合」 と銘打 った会議 であ った ものの東 フランク王国全 司教 のほぼ半

数 は欠 席 した模様。軍 統率力 に も国王 と しての権威 に も欠 けた148)東 フ ラ ン

ク王国国王 コ ンラー ト1世Konrad I.(在 位911-918)は 出席 した らしい， と

のこと。 議長 ペ トル スは先ず ローマ教皇 ヨハ ネス10世Johannes X.(在 位

914-928)の 教 界の悪弊是正を求め る書簡 を読み上 げる。 この書簡 に基づ き
，

会議 は，教会財産及 び使 用人の保護 ，聖職売買行為 の禁止，疑 わ しい司教等

の訴追，十分 の一 税納 税拒 否者 への破門示 唆， 司教 ・聖職者 による破門者 と

の交 際及 び僧職売買行為 に対 す る懲戒 を決定 し，東 フラ ンク王国擁護 のため

の諸措 置の具体策 として，1.国 王 の生命及 び支配権 を狙 って謀反を起 こす

者 は永久 に破 門 され ること，2.国 王 に対 して為 した誓約 に背 く者 は厳 しく

処断 され ること，3.上 記 の罪 を犯 し本教会会議 に参加 を求 め られた にも拘

146)W.St�mer， Fr�es Christentum， S.87f.

147)Ebd.， S。140及 びMGH， Concilia Tom.VI， Pars I， Hannover ，1987， S.1-40.

148) 渡 部 治 雄 ， フ ラ ン ク 時 代 ，in： 成 瀬 治 ・他 編 ， 世 界 歴 史 大 系 ・ ドイ ッ 史1一

 先 史 ～1648年 ， 山 川 出 版 社 ，1997年 ，101ペ ー ジ 。
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らず 欠席 した シュ ヴァーベ ンのエル ヒァンガー伯， ベル トル ド伯， ブル ヒァ

ル ドBurchard(後 の シュヴァーベン太公ブルヒァル ド2世 ， 在位917-926)， 豪 族

アル ノル ドArnold(世 没 年等は不詳)は 管轄 司教 の許 に出頭 して釈 明 しこの

会議が決定 した罪 を償 うこと， それを拒否 した場合 は教皇 の指示 によ り破 門

に処す こと，4.バ イエル ンの アル ヌル フ(=ア ルヌルフ悪玉公， コンラー ト1

世の義子)と その弟 ベル トル ド及 びその一 派 は916年10月9日 レーゲ ンスブ

ルクで開催 され る教会会議 に出席 し贖罪 す ること(こ の教会会議 は開催されな

かった模様149))，を 決定 した。当時， アル ヌル フ悪玉 公 は コ ンラー ト1世 の

攻撃を受 けハ ンガ リー人 の許 に逃 げ込んで いた以上， アル ヌル フ悪玉公 につ

いて これ ら決定の実効性が乏 しか った。 しか しアルヌル フ悪玉公 の叔父 で コ

ンラー ト1世 の義兄弟 で もあ るエル ヒァンガー伯 とベル トル ド伯 は917年1

月21日 コ ンラー ト1世 の恣 意 によ り処刑 され て しまう。二人 の伯 は総合教

会会議 当時，既 に拘 束 されていたのであ ろう。 この よ うな事態 の流れ を考慮

すれば， これ ら一連 の決 定の狙い は，教 権側が，教界浄化 を謳 いっっ，反逆

者 断罪 の教会法上 の根拠 を俗 権に対 して与 え ることによって問題解決の主導

権 を握 り，併 せて俗 界及 び聖 界の混迷 を収拾 し政権を リー ドしっつ，教権の

優位 を世 に明示 す ることにあ った， と言 えよ う。(以 下，次号)

 本 稿 は ミ ュ ン ヒ ェ ン大 学 教 授 ・バ イ エ ル ン史 研 究 所 所 長Prof. Dr. Walter Ziegler

氏 の ご好 意 と同 研 究 所 の便 宜 提 供 を受 け て成 った もの で あ る。 特 記 して感 謝 の 意 を

表 した い。 ま た グ レゴ リ ゥス改 革 に つ い て筆 者 に助 言 を下 さ った ミュ ン ヒ ェ ン大 学 名

誉 教 授Prof. em. Dr. Wilhelm St6rmer氏 ， 及 び エ ァ ラ ンゲ ン大 学 文学 部 助 手Dr.

Andreas Otto Weber氏 の 両 氏 に も厚 く御 礼 申 し上 げ る。

     2001年6月4日     ミュ ン ヒェ ンに て      筆 者

149) MGH， Concilia Tom.VI， Pars I， Hannover，1987，5.2.
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         バ イ エ ル ン の 統 治 者

Max Spindler(hg.)， Handbuch der bayerischen Geschichte，

M�chen， Beck，1981. Bd.1，5.668.

ア ギ ロ ル フ ィ ン グ 家

 ?一748  0d；lo

748-788 Tassilo皿.

最後の二人の公

カ ー ロ リ ン グ 系 代 官

788-799  Gerold I.

799-818 Audulf

 ?一861 Ernst I.

 ?一895 Engildeo II.

ル ー イ トポ ル ド家(本 稿132ペ ージ参照)

 歴 代 の 公(1070年 迄)

995-1004 Heinrich N.(=Ks. Heinrich II.der Heilige)

1004-1009Heinrich V.von L�zelburg

1009-1018Heinrich N.

1018-1026 Heinrich V.von L�zelburg

1026-1027 Konrad (=Kg. Konrad II.)

1027-1042 Heinrich「VI.(=Ks. Hcinrich皿)

1042-1047 Heinrich VIL von L�zelburg
1047-1049

1049-1053

1053-1054

1054-1055

1055-1061

1061-1070

Heinrich Vl.

Konrad 1.von Z�phen

Heinrich皿.(=Ks. Heinrich N)

Konrad ll.

Agnes， Gem。 Ks. Hcinrichs皿.

Otto von Nordheim

B.=司 教 Gf.=・伯 Gem.=妻 Hg._公 Kg.=王 Ks.=皇 帝

Mgf._辺 境伯 nach=以 後 Pfgf.二宮廷伯 Schw.二 姉妹 T.=娘

。。=婚 姻 †=没 年
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